
特集. C A D - 設計とコンビュータ
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日本建築協会会告

建築技術選書講座シリーズ、の開催にあたって

本会では創立60年在記念して「建築技術選書J を発刊することになり、すでに

会! d 7 月号でもご紹介しましたように「茶室の話J と「ピルの省エネルギーJ の

2 般の図書を刊行いたしました。ニの技術選奮は、かねてより建築技術者のため

に、適切なテーマを選定して、知自量や技術の原理、基本からのわかりやすい解脱

など、多方面に亘ってとりあげ、執筆を各分野の第一人者にお願いして発行する

ことにしております。

これを機会に、今後ニの技術選書をテキストとしたＱｉｴｾをシリーズで開織する

ニとにし、著者の様緩や質疑など、より深〈研究する場を設けることにしました。

建築にたずさわる方4 のための禦務の一助になれば幸甚? です。

昭 和53年 9 月

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

なお 、 第 l 回の講座を下記のとお り開催いたします。

‘ 建築技術選書講座シリーズ( 第 1 回)

一 一 茶 室 の 話 一 一

茶室の設計に| 刻しては、多くの約束事があり、むずかしく専門的

で あ る と い わ れ て い ま す 。 専 門 家 だ け で な く 、 多 く の 建 築 技 術 者 が

茶室設計に関心を持つことができるように、 12日 な 実 例 写 真 と 平 而

図 を 用 い た 平 易 に 解 説 さ れ た 建 築 技 術 選 書 「 茶 室 の 話J をテキスト

にし、茶室についての権威者岡田孝男氏を講s J ti として講座を刷1ui ｾ、

た し ま す。 多数の参加をお待ちしております。

今回の講座間議に際し、関西屯力株式会社の特別のご厚意により、

同 社 の 「 茶室J を拝 見 す る こ と に な り ま し た 。

お 願 い 巾込桁で10n 17日( 火) まて・に取 i1'j' ，[ t 訴述絡のない ) j は欠 l市されても聴議料のご

Ａｈｉｉ Ｎ を臨 ｬ いますＮ樹 ｡ 史的 ｉｲｮｻｾ で聴 ｊ［ ｾｦ が ｪｬ￮ｩｌ たリ、 ｍｬ かない場合は必ず Ｂ＾ ｬ￬ｾ に

。，. ;t;.;'l! へ'，[t，請にてお間合せ下さい. ( T E L  06- 231- 9640)  

日 時 昭 和53年 10 月 20 日 ( 金 ) 開 場13 :  30 

開 会14 :  0か→閉会16 :  0。

会 場 関 電 会 館 会 議 室 ( 2 号室)

(大阪市北区中之島 3 丁目 3 関電ピノレ 2 階 T  E  L06- 441 - 68 ( 0)  

ただし 、大阪 ・地下鉄四ツ俄線、西梅田より来. i l I →次の「肥後備J 下車 .

朝日新聞社ヒソレの北側を川に沿って西へ約 100m。

講 師 帝 塚 山 学 院 大 学 教 授 工 学 博 士 岡 田 孝 男 氏

スケジュール

14  :  00-→ 14 :  30 茶 室 の 見 学

14  :  3か→ 16 : 00 講 義

定 員 50名

聴 講 料 会 員 2. 500円 1

} 喫茶代を含む ・当 日 受 付 で 徴 収

会 員 外 3，000円 j

別 に テ キ ス ト 「 茶 室 の 話 」 を 特別 価格 ( 900円 ) で 頒 布

いたします。

申 込 方 法 往 復 は が き に 限 り ま す。 は が き は 1 名に l 枚限りとし、

氏名 ・勤務先名 ・所 在 地 ・連 絡 電 話 番 号 ・返 信 用 宛 名 ・

会 員 会 貝 外 の 秘 別 と テ キ ス ト の 有 無 を 記 入 し 「 建 築 技 術

選 舎 講 座 シ リ ー ズ(1)茶 室 の 話J と明記の上 10 月 14 日

( 土) までに日本建築協会事業課( 大阪市東区北浜 3 丁目

37番 地 ) へ お 申 込 み 下 さ い 。 申 込 受 付 は 会 場 の 都 合 で 定

員50名で打切り 、順次聴議券をお送りりいたします。

予
.l:I::. 

'" 
建築技術選書講座シリーズ (第2 回)

一 一 ー ピ ル の 省 エ ネ ル ギ 一 一 一 一

第1 回「茶室の鼠J の鵬座に引き続き、第2 固として「ピルの省エネルギーJ IIt

座を 11 月ごろ開催予定いたしておりますが、詳細は 10月号「建築と社会」綜に会

告いたします。

すぐに役立つ建築技術者へのガイド 11111111111111111111111111111111111111111111111111111川 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川111111111

4 昭 和53年度・建築工事実務講習会( 第34回) 開催お知らせ

科 目 ・ 講 師 施 工 計 画 大成建設{ 附大阪支信工事長遠 藤 満 氏

見 積 胸竹中工務1，' iRJ判部見積課長渡辺 隆 氏

施 工 図 附 大 林 組 工 務 部 工 務 課 長 金 田 宏 氏

一き… -り … ・- と… ・・・ り… … 線 … .  

第 咽 建 築 工 鞍 務 講 習 会 受 講 申 込 書 No . 一一一一一

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 御 中 昭 和 53 年 月 日

目 郵 便 番 号 |  受 講 者 氏 名 | 年 令

日 時 昭和53年 10 月 3 日( 火) 午前 9 JI寺→午後 5 時

場 大 阪 科 学 技 術 セ ン タ ー ・4 階 ・ 401号 室

( 大 阪 市 西 区 靭 本 町 1 - 8 - 4 ・4城公闘北東角)

T  E  L  ( 06)  433ー5321

旨 官公庁 ・設 計 事 務 所 ・建設業等の新鋭技術者を対象とし、

wr 界 の エ キ ス パ ー ト の 講 師 に よ っ て 、 す ぐ に 役 立 つ 実 務

知 識 と 貴 重 な 経 験 談 な ど 、 生 き た 技 術 を 重 点 的 に 講 習 を

行い、優秀な技術者を養成しようとするものであります。

催 社 団 法 人 日本建築協会

〒 541 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37  

T  E  L  ( 06)  231- 9648 ( 代)

. 6.  

:z:t 

題

主

員 150名

費 8 ，000円( テキスト代含む)

「テキスト体裁 : B  5 判 図表入り

230頁( 予定) 3，000円)

申 込 方 法 受講申込主} : をご利 用 の 上 、 会 費 を 添 え て 本 会 総 務 課 ま で

お 申 込 み 下 さ い。 ( 現 金 送 金 も 可 ) 引 替 え に 受 講 券 を 発

行 い た し ま す 。 ( 詳 細 は 事 務 局 事 業 課 へ お 問 合 せ 下 さ い。)

定

. 6.  

ヨ玄

T  E  L  ( 06)  231- 9640 

申 込 締 切 53年 9 月30日( 土) ( 但し、定日に遥し次第締切リます.)

た だ し 、 会 誌 発 行 遅 延 の た め 、 主 な 職 場 に は 9 月 初 旬 に

ご案内いたしました。

毎日 ・午 前10時 → 午 後 5 時 ま で 、 但 し 、 土 ・日 ・祭 日 を

除〈 。

受 付 時 間

住 所

事 業 所 名

( ま た は 氏 名 )

担 当 貸 任 者

電 話 番 号

会費支払方法 ・持参・送金銀行鍍込 その他( ) いづれかO印をして下さい。

建築と社会/ 197降 9 月号 1  



日本建築協会会告

4 大阪駅前第 3 ビルの見学会( 1  )  

( 大阪駅前市街地改造事業第 3 棟新築工事)

大阪市の市街地改造事業として、大阪駅前に計画されている 4 つ

の大型高層ビルのうち、すでに昭和45年に第 1 棟 、昭和51年に第 2

棟が完成。引き続き現在第 3 棟は躯体工事も完了し、地上34階、地

下 4 階の西日本ーの超高層ビルの鉄骨が大阪駅前に容姿をあらわし

ております。

この建物は 4 棟のうち一番高いビルで、高層音11は事務所階、イ氏府

昔日と地下苦11が庖命I i で構成さi L " 、づれも分譲される予定です。また、

東側、御堂筋に沿って 巾約20mに及ぶ緑のプロムーナードが設けら

れ、 3 階部分の公開緑地とともに、ゆとりのあるだい、の空間を市民

の広場として提供する計画とされています。

いよいよ大阪の表玄関の駅前地区は地下道のダイヤモンド計画構

想の実現とあいまって、機能的で快適な業務商業地区に生まれかわ

ろうとしております。

今回、大阪市都市再開発局の特別のご厚意により、第 l 棟 、第 2

棟に引きつづき第 3 棟の工事中の現場を見学することになりました 。

外数ご参加下さい。

なお、このたびは、ご担当の大建設計、竹中工務庖 ・鴻池組共同

企業体にご協力をいただきました。

日 時 10 月 26 日( 木) 集会13: 30→解散 16 :  30 

集合場所 駅前第 2 ピル ・東北傾IJ 1 階コンコース付近

( 中央信託銀行前 ) ・目標会旗

ただし、国鉄大阪駅前から広いi曲りを南へ 200mの左側のピル (ill 築中的

第 3 ピルの隣)。

定 員 50名

参加会費 会貝 400円 会 員 外 600問

申 込 往復はがき l 名に 1 枚限りとし、氏名 ・勤務先名・連絡

電話番号・返信用宛名 ・郵便番号を記入し 、 「大阪駅前

第 3 ピル見学」と明記の上 10月18 日( 水) までに建築協会

卒業諜へ。定員を超過した場合は会員を優先の上抽せん

にて決定してお知らせします。

〔大阪駅前第 3 ビル工事概要〕

業 主 大 阪 市 都 市 再 開 発 局

所 在 地 大 阪 市 北 区 篠 田 1 丁目 l 番

設 計 監 理 大 阪 市 都 市 再 開 発 局 側 大 建 設 計

施 工 ( 建 築 ) 附 竹 中 工 務 府 側 鴻 池 組 共 同 企 業 体

地 域 地 区 商 業 地 域 防 火 地 域 ・ 第 10観容積地区- 高度地区- 大阪駅前市街

改造事業計画区域

敷 地 面 桜 10，341.97m
2  

公 ｉｊｦｬｾｪ 也面積 40，076. 40m'  

建 築 蘭 秘 8，120. 00m'

延 床 面 積 12I ，276.00m'

階 数 地 下 4 階 ・ 地 上34階 ・ 浴 屋 2 階

高 き I也上 G L +  142. 00 m ( 最高高さ)

地下 G L - 2 3 .10m ( 基礎底深さ)

構 造 基 礎 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 べ た 基 礎

地 下 4 階 ~ 地 上 2 階 S R C造

地 上 3 階 以 上 S  造

外 装 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リート、エポキシ系吹付タイル

エ Jtf l  その l 工 事 昭 和51年 12月→昭和54年 6 月

その 2工 事 昭 和54年 9 月→昭和55年 12月

。見学時の状況

地下部分基礎梁りコンクリート打終了 。

島区体工事完了。外部仕上プレキャストコンクリート 8 0 %終了。

2  

‘ 都市住宅を考える( 2  )  

… 都市計画と住宅設計の接点… ・-

水谷頴介氏に聞く

E障師紹介

日召初 ＳＲ 年神戸大学工学部主 ￟ｾ＿ｾ ・ｽ干

業

昭 和 34 年大阪市立大学大' 下院修了

( 都市計間専攻)

その後、久米建築中務 liJI. 大阪市立大ザ: 工

学部都市計画研究引をへて、

昭和45年- J.l/.1' I: 持1I ，Ii ・計阿・設計研究所

大阪 Ｓ 芸術大学・京高 ＱＱ ｪ，ｾ術大

fy ・九州三芸術工科大? ・必制J

昭和47年~現杭一 l P. :t l社会システム研究所

・主な作品 としては. 夙川町家・ MI郎、垂水の家 TI郎、尼崎 . KI 切などのu，宅設計のほか、

大阪既製服縫製近代化協同組合枚方工場団地

日本住宅公団九州支社平尾山経団地

決城県営双葉fI 団地住宅工 '1') ，1; 本計画

臼本住宅公団鈴 Ｑ 嗣台閉 ｊ 也ｾ，ｉ［本計岡Ｈ日本都市計 ｬ 苅学会ｲｴＩ

. 著者など、

「地域 ・環 境 計 画J ( S  D 選}n

「都市のl!! t/ii ーシンポジウム記録J

成 1: ，¥映岡「世界の都市開発ー 13巻j 企画q ・嗣- ul 解，況

今、者11市の住宅といえば、既成の町並の中に突然立ちあがる高層

マンション、市街地周辺の股地を食いつぶしてゆくミニ| 井! 発、郊外

へ郊外へと広がる一戸建住宅地、 明遠 ・高 ・狭。という悪評をうけ

大量の空家をかかえる公団住宅など、最近の都市住宅は悦迷の時代

と言えるのではないでしょうか。

このような情況の中で、各地で建設されるタウンハウスなどの接

地型、準接地型住宅、 "=Im市に住宅を 11 自らの手で住宅を 11 " と作

られるコーポラティブハウス、芦屋浜の高層住宅群などといったさ 羽

まざまの都市住宅の試みがなされ、またそのあり機が桜索されてお

ります。

前回は「なぜ ・今 ・タウンハウスか ー" .J のテー? で富安英雄氏

( 策 1 l  

にお話を伺いましたが、今回は都市住宅を考える (2)J として、住宅

l *  2)  

の計画設計を数多く手がけられるとともに極々の提案をされている

水谷頴介氏を招き、氏の作品や最近行かれた中園、ソビエトの住宅

建設の動向などのスライドをまじえて講演をうかがうとともに 、デ

ィスカッションする機会をもちました。多数ご参加をお待ちします。

「註J 滋 l 本2志87頁レポート泌総

業 2 従業掲載「集合住宅 9 削考J 新建築. 78年 l 月号

11 r郷市としての集合住宅J 都市住' 1; . 78年 l 月号

日 時 10 月 28 日( 土) 開場13 ・00

開会 13: 30→閉会16 : 00 

会 場 関 西 電 力側大阪商サービスセンター ・1 階集会室

( 大阪市南区鰍波新I也6 帯丁 6 - 4  縦波センターピ J レl 階)

T  E  L06- 631- 3333 

ただし大阪・地下鉄御堂筋線「錐披 ｊ 駅下車→地上へ出て、商品屋百 ｉｾ 閉

め東側筋向かいすぐ.

講 師 水谷頴介氏( 都市 ・計画 ・設計研究所)

定 員 40名

参加会費 会 員 600円

会員外 800問

申 込 往復はがきに限ります。はがき l 名に限り l 枚限りとし、

氏名・年令・勤務先名 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵

便番号を記入し、 「都市住宅を考える (2) J と明記の上、

10月20 日( 金) までに建築協会事業課へ、ただし定貝を超

過した時は会員を優先します。

... 

a  



表紙デザイン : 吉引額久 (竹中工務唐)

ヲレルモンヘラン・チエールの

民家 (フランス)

. 10月号特集 / 大阪南港ポート宮ウン

・11 月号特集 / 第25回青年妓術者

・12月号特集 / ビル環境

・1月号特集 / 転換期の再開発

編集委員会 (昭和53年度) 0 印刷香n長 * 印斡11'

絹 集 委 員 長 * 藤 本 尚 久 : 沢 田 (11' 

iiiJ 川陽 一 j 山 元 弘 和 j 寺 11' f; j 夫

編 集 理 事 . h' l ! 造分科会 j 山 口 伴 隅

iiiJ 川陽 一 : 井上 ー 印'1 愉 l: f 辿夫

小 林 消; 木 本 英 嗣 : ・世情欄小書n金
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松 村 度 三 . 谷 尾 俊 弘 : 陥 毛 政 ( ;j

今 西 伴 自11 ・設備分科会 i 岩 本 遺 児

夜 間 尚 i 河崎孝太郎 1弘l 川 r，Ji 

iiiJ 野俊太郎 j 河 津 隆 之 i  ・z告企画小普n金

竹 中 f.ili - 林 仙 造 o尾i位m四日11

u: 谷 飽 児

' -0l1il'/1四日11

渡 辺 芯

下 山 丈 彦

編 集 委 員

0 片 倉 健 雄

. Il十回分科会

池 端 1孟

陥 li ! 雅彦

杉 本 'rl  

谷 口 康 彦

中 休 t告

凶付ii F. - (!f 1

安 芸 i:r" ー

坂 ｾ年利

下 iiiJ 紛

修 村 勝 三

西 l到 H・i

平 11':干11 一

船i ! l ) L (卓

三 l京m;:j i  

iJ j  03 雄 尚

古l f I 正 三

il ，立辺官、

羽i 国 弘

* 中 恨 芳 一

・施工材料分科会

高 木 嗣 自11

* 野 村 康 治

柳生研太郎

・法令分科会

・岡 田 七 自11
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・i協作風小訓告
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特集・ C A D - 設計とコンビュータ

SPECI AL F E AT URE RS  ON Comput er  Ai ded Des ign  

. A  

Z 玄 告 建築技術選書講座 シリー ズ ( 第 1 回) 一茶室の話一。昭和53年度 ・建築工事実務

務習会( 第34回) 開催お知らせ 。大阪駅前第 3 ピルの見学( 1) 。都市住宅を考え る

(2)・・都市計画と住宅設計の接点・水谷穎介氏に聞く 。・・・…. .... … ... …. .  • • .  • • • • .  • .・1

作 品 作 風 消和台センターモール

メイン六甲

設計施工 : 竹中工務底ー ー・…・…・・…. . . . .. .... 4  

設計 . 神戸市都市計画局、日建設計

施工 : 奥 村 組 ー・・ ・・・ ・・ ・・ ............ 6  

グリーンシティ 設計 : 束畑建築事務所、施工 . 熊谷組一・・ ・…・・・ ・・・・ 8

大阪市立小児保健センター 設計 : 大阪市建築局、田中小西建築事務所

甲陽学院高等学校

心斎橋 B A L

三和銀行くずは支応

朝日 プラザ32; : t 堺

新宿里子村ピル

施工 : 浅 沼 組 ー.... . . . . …. . . .. 目..... 回目 ・・・・…. . . . .・ H ・・1 0  

設計施工 . 大林組…・ .. .. . …・…一 .. . . . .. … ・・1 2

設計施工 . 清水建設 ー 一一 一一 ........ .... . 1 4

設計 : 三和銀行管財部、施工 ・銭高組ー ー E ・1 6

設計 : 蔵建築設計事務所、施工. 鉄建建設一- ー・1 8

設計 : 安井建築設計事務所、施工. 熊谷組… ・ ・・ 2 0

法 令 コ ー ナ ー 128 用途地域 ・防火地域等の変更について/ 西山充・ ー 一一一 ・・ ・ ・・・ 4 4

新建材紹介コーナー30 無機質不燃性建築用吹付材『ダイフネン J / 藤川懇. . . . . . . . . . . . . . . . . .. . . . ・・・4 5

読 者 の 頁 第15回よろず相談住宅展盛会裡に終わる 。国宝東大寺金堂( 大仏殿) 昭和大修理

の現況 / 八木悠久夫 。 r茶室の話』の発行に寄せて/ 和田精一・・…一. . . ・ H ・・ 4 7  

ス ケ ッ チ ブ ッ ク 最近竣工した新建築 9 点 (No.1360- 1368) .. ................ ーー … ............. 4 9

建 築 の 眼 ひとコマの大きさ/ 浦良 一。 小 ll' i の 死 / 牧田顕治 ーー … … … ...・ a ・. .. . …一. . 5 0  

無免許じゃけん/ 牛山勉。 ミものさし w 論/ 松本大平

特集・ C A D- 設計とコンビュータ

1. 総 論一 一

C A D一 設 計 と コ ン ピ ュ ー タ の 現 状 - … … ・… … ・ー ・・ ・・ー・ー …・… ー吉 田 邦彦 ー 5 2  

2 . 各 論- 一一

通 信 回 線 を 利 用 し た 設 計 シ ス テ ム ・-・・ ・・・・…ー一. . . . . . .... ー・・・・・ ー石 村l 絢 夫・・・ 5 6

企 画設 計 を 中 心 に し て 一 …. ... ... .. " . ・.... … … ・… … ・一- ・..... ... …・ ・橋本修英 ... 5 8

設 計 実 務 の 中 か ら ・ … . .... ... .. … … … υ ・ー ー・・ー ・ーー・ ー ー… ・・・ 0 ・飯塚 英 雄 … 6 3

避 難計 画 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ー- …… ー・… .. .. .. ". .... .. ...".・ 一・加藤啓 介 ・笠 井 徳 爾 .. . 6 9

住 宅 の 自 動 設 計 ・ … ー ー … ... ・a ・一一 …  ..... ... .  ー山室 精 司 ・今 井 一 延 … 7 2

3 . 展 望一一一

「 設 計 の 道具 と し て の 計算 機 」 私 論 ー 一 ・・. .....・・・ ー ー・ー・ー ーー・ー ー笹田剛史 ... 7 6

4. 技 術 レ ポ ー ト 一一一

構 造 の 頁 51 ダブルスパ イラル組立鉄筋工法/ 永井義規…・・…一………・………・・・・ E ・8 4

設 備 の 頁 50 給湯における J! 宇湯将'i と熱交換器の分雌/ 河津隆之 .... .... . . .. ........... ・・ 8 5

施 工 材 料 の 頁 51 建築工事現場におけ る水質汚濁対策( その 2 ) / 石井正徳 ・木村達也ー・… … . 8 6

若い会員の集いレポート 都市住宅を考える (1) ・なぜ ・今・タウンハウスか ーー富安秀雄氏に 1m<  / 井本隆

一 ・小倉治夫 ・森瀬& 柳川・ R; 安秀A ft. ........... .. ..... ................ .. ..  ・・・ 8 7

月 報 日本建築tth会月間の動き( 昭和53年 7 月分) ・・ ・一 .... . .". . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8  9  



清和台センターモール

設 計 施 工 竹 中 工 務 庖

発 注 者 進 平 日 不 動 産

所 在 地 兵 庫 県 川 西 市清和 台 東 3 - 1

敷 地 面 積 8，870m' 

建 築 面積 3 、962m'

延 床 面積 3 、307m'

構 造 規 模 S 、I F

工 期 昭 和52年 4 月一昭 和53年 7 月



を仰ぐかのごとく伸びきった杉木立を両( I ! I ] に、 |  中 さ せ る 場 所 と し て 、 長 い 問 、 受 け 継 が れ た も |  タウンの中央に位置し、広場を中心に、械底詣Ii

な だ ら か に 下 っ て い る 砂 利 政 き の 道 に 歩 を 逃 め |  のであろう 。 モ ー ル と は 、 一 般 に 木 版 道 、 遊 歩 |  と'.' i - ] " ] 庖が配澄されている 。寄棟造りの底恨、

ると、大以恨の金堂が目前に近づいてくる 。 公 | 道 と し て 解 釈 さ れ て 、 使 わ れ て い る 場 合 が 多 い |  深 い 庇 、 そ の 下 か ら あ ふ れ る 朱 色 の 段 と 格 子 状

良 rm-t71提 寺 」 の ア プ ロ ー チ だ。 金 堂 を 中 心 に |  が、本来の意味は物が集まるところ、判事l'が集 |  の窓は、臼本建築の伝統の形である 。総 に お お

阿国1I 、 鎖 械 が 述 な り 、 長 い 庇 の 下 の 木 ms とやや |  中するところ、である 。 現 義 的 考 え 方 の 外 に 宗 |  われた恕いの広場、銀 の 俗 、 野 外 ス テ ー ジ 、 そ

あせたさぴ朱の日? との柿 成 は、力強さと、俊し |  教が] な意味を持 っていると 忠われる 。 モールは |  こには音楽があり 、 花 があり、祭りがある 。将

い料きをも っている。尿恨と 1t 1恨に 1mまれた主主 |  境内と同じような忠泡! を合んでいるといえよう 。 I 来 、子 供 た ち の 生長 と と も に 美 し い 原 附ibとな

問 、成 内 のもつ税 街ＱＧＱＺは、日本人 のｾＺｴＡＺ ｩｾ 肢を Ｎｭ I  i) 'i 利 台センターモー Jレは、人仁12 万 人 の ニュー |  ればと考えた。 ( 狩里子忠正/ 竹中工務庖)

気

気

鋼

生

調

電

電

空

衛

空

朝陽電気

栗 原工 業

西 原 衛生 工業 所 大 阪 居

高砂熱学工 業
ｾｾ＠

1.  自 転 車i国4!

2  紘庖舗

3 .  r;i 捌 JjJ

4  駐 車 場

5. 手芸品

6 . 刷物

7 玩，A

S  鮒人子供服

9  寝袋品

10 カメラ

11 埋ま事

12. 汗理N!

13.  スポーツ閉品

14.  ｾ ｩ 時

15  プラザ

16  彫刻

17  シンボルタワー

18. 利洋菓子

19.  "'"肉

20 物置

21  中講料理

22. お好み焼

23 バ ノ ケーキ

レストラノ

24 喫 茶

25. 銀行

ヘ

ノ

1. 正面アプローチよりみる

2 .  16鮒i内より倫子状の窓をとおしでみる

3  北西側庖告IH:JI 通路よりプラザをのぞむ

m: 拶 束 出 前 彦



メイン六甲

施 工 奥 村 組



所 在 地 神 戸 市 灘 区 深 田 町 4 丁目

設 計 神 戸 市 都 市 計 画 局

日建 設 計

国 鉄 六 IjI 辺 駅 南i!!l Jの 再開発 事 業 は 、

H行手1143年に始まり 、H召利 48年 4 ドl に

1 則l工 事 が完成し、 2 期 工 事 ( A ピ

JレI杓策、駅前広上幼) は、昭和53f lo 4  

) J に完成しました 。

メイン六巾 A ピJ レは 、 I 階と 2 附 の

' 1 " 分が個別 l友銀i と し て 権利 者 に 利m

され、 2 附の半分と 3 階 は キ ー テ ナ

ントとしてスーパーが入居しており

ます。 食 料品交 場 が 3 附 に め る め ず

らしいピルです。 また 4 断、 5 断に

は ｲｊ ￯ 立勤労市民センタ一 、 児蛍ｊＱＧｩｾを

円EJill しております。

勤 労 市民 セ ン タ ー の 内 装 に あ た って

は 、 全 体像 の ル ー ツ を わ が 国 の fJ足

止ｾＱＧ ｊＺ］ 伝統文化」におき 、 祖先が生

み 1'7で 伝 え て き た 文化 感 党 の エ γ セ

ンスを公共主l ! 築にくみいれてお、りま

メイン六 rjl B  C ピんには、r .s銅i .  Ｇ ｊ ｾ＠

. f*所 ・思E! 1I.tJ; l ・住 宅 を 設 け 、 各 ピ J レ

と六 IT1 i . 丘駅とは 2 階 レ ベ ル で デ ッ キ

によりj j J j 給しております。

駅 前lぷ 均 は 、 交 通機 能 よ り も 恐 い の

機 能 と し て の 利 用 を 重 視 し て お り ま

す 。 恕いの広Ｎ ｴｊ ｾｾ には 、 ｪ 屯を設けィ 也 ・

小川 へ と 水 が 流 れ 、 水 と 総 に よ り 広

ＮｴＧｊ ｊｾ を ｾｩ ｩ ｾｩ 1

1

1

1

1す る こ と に よ り 、 ま た 、 ピ

Jレおよび駅合の 2 階 を 結 ぶ デ y キに

は ｾｭ 台を設け、広 場 を 見 下ろすよう

に西日成することにより 、 ピルと広 JJ;l

との一 体 1-$ をはかつてあ、ります。

交 通 ス ペ ー ス は 、 ダ ブ ル ロ ー タ リ ー

をf*mすることにより 、ノ〈スとタク

シ一機能の分i維をはかり 、 ロータリ

ーの 中 心 に は 街 の シ ン ボ J レとして銘

のなる 11キ，11 を; 生けました

ＨｬｩＡ ｩ 川 約 一 Ｏ 神 戸 市 都 市 ｾ ｩ Ｇｩ 四日Ｉ

ｊ ｾ＠

:日
敬地面倒 坦事I f r i IA

l 剛

A  

ト一一 3. 1 11n1 2. 722n1 

ピル
2 聞

Il C  
l 聞 4. 855n1 4. 392n1 

ピル

。
1削 370nl 308n1 

ピル

，1十 8.  336n1 7.422n1 

① A ビJ レ1 階 平 面 図

10  

m 

量べ面 In

8.  336n1 

7. 1師nI

21. 089n1 

1.958n1 

38. 489n1 

1む

1.  ｾ￬ｵ のある広 ｉ 品

2  ホール( 4 F )  

3.  はよ合[ 伝; f r . 芸能筆) ( 4  10)  

4  陶三室 ( 4 F )  

5. ｦｈｩｾｬＺ Ｈ Ｕ＠ 10)  

6  外国 ｡［［ｾＧ

ｊ 品目Ｇ ｾ uUHiI '{彦

内 訳

B草川面倒 IIJ 

山 舗 1主 主 公益施.1 共川面倒

5. 883n1 

(22応)

3.255n1 

(l 4Vn  

4. 3帥nI

2.141m'  

15. 087n1 

(29V n  

2. 673 nI 

1. 192n1 

( 5  vn  

1. 192n1 

26 ‘ 522n1 

(60山)

9.261 n1 

国 鉄 六 甲 道 駅

ｾ＠ .  

2. 628n1 2. 453n1 

2. 2 19n1 2. 746n1 

(93P l  (230f i )  

6 .002n1 

4. 71Snf 7. 699n1 

766n1 

4. 715m'  12 ‘ 546n1 11. 967n1 

容 的 事

4蝿 %

434略

529%  

462 % 

構 造 陪 11 I  ，!:; さ 工 聞

R C、 地ド l

47. 2- 48. 3 

ー部S RC 』也 1: 5

28. 3n1 ト一一一一一

R C、

地上 5 52. 2- 53. 3 

一部S

S R C  

地下 1

31.0nl  45. 4- 47. 3  

』也 1: 10

R C  

地下 1

21. 8n1 

49 . 10-

I也1: 5  50. 10 



グリーンシティ

施 工 熊 谷 組

出

1 .  ｉｾｪｬ 而アプローチ

2.  !U!I!1J より北面をみ る

3  北側 より * 而をみる

4  航空' .l . j :n

ｊ 品 ［ｩ ｾ 1. 2. 3. 点tHir't j j

4.  S  SI>!.! 輩内「



設 計 監 理

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

構 造 規 模

工 期

東 畑建築 事 務 所

大 阪 府寝 屋 川 市 緑 町459

18 ，569m 

11 ，195m 

45 ，833m 

R C  8 1 、 3 F 、 P 2  

(立 体 駐 車 場 S 、5 F _  6層スキッフ.式)

昭 和51年 12月~昭和53年 3 月

最近のショ y ピングセンターは税t英雄定の手続

きの繁華fE さもさることながら、 開 発 に対する社

会的 ｾｾ ｩＧ ｬ をいかに矛 ｬ 行なく処 ｅ 盟するかによ っ て、

その Ｑ ｩｬＱＺ［ｲ，も凶まる 。 ｩｊｾｪ 也はｾ［Ｈ阪ＧＴＱ ＱＱＱ の続屋川市

ｾＨと脊旦 ｬ 弱ｾ＼の中ｉＭｉ ｦｊ にあ っ て新設の大阪外環状

線 に 沿 って い る た め 、 予 想 さ れ る 交 通 混 雑 に で

きるだけ彬併を与えない車客の導入方法として、

リ Ｑｭ の車道総をつく っ て立 体 ， ｉｾ ｾ＠ ｉ ｬ ｬ Ｎｴ ｊ［ｾ に直結する

ようにし 、 さらに 南 f!!l J の堤 防 か ら歩道統 を架け

で建物への)j 主人 をはかるとともに、 地 域 住 民の

利 便 にも浴どf するようにしている 。建 物 はー核

のitkJ lJj( 1苫と 80の 咋門 1;1:; . プール・文化 教室 ・ 診

療 所 等 か ら な る コ ミ ュ ニ ィ テ ィ セ ン タ ー と し て

柿成され、 1，000台の駐車場、 800台の自 l伝 車 置

場、 20% の 公 園 緑 地 等 が 限 ら れ た 政地 内 に圧 縮

されることにな った。 た だ 建 物 周 辺 の 紛 地 は 紛

の乏ししサ也域のオアシスとしてショ y ピングセ

ンターの :U!い の場を提供するとともに、 at 設 民

家 へ の 緩i必41? をなしている 。 また綴合用 途 の筒

業主IH誕であることにより、有i騒がJ に防災の而に

取り組み、 2 ・3 附 の外! i 'H而 に パ Jレコニーを廻

して 、 それに辿紡する ｾ ｊ ， Ｇｩ ［ Ｇ［ ｗＮ段を周辺の緑地に

林 立 さ せ 、 よ り 隊 突 迅 速 な 遊 艇 を は か り 、 不 特

定多数字干の安全に心儲けた。

U' .JJ;i 筒 / 束畑建築事務所)

l  ンヨ y ピングゾーン

2.  Ａｗ ｬ￼ｾＩ＠

3  プール

4  来m車' vm，:';j 先! * 入路

5  国道 l70 );' 線

6  歩道陥

7  コミュニティゾーン

1 階平 面図 ・配

1  :  3000  

図

平

2  

2 階 平 面 図



大阪市立小児保健センター

施 工 浅 沼 組

小児保健センターは、 15才までの新生児、

乳 児 、 学Z置を対象とした、; 会計毛、車，'1' ; 点検査、

機 能 訓 練 、 教 育 、 研 究 を 目 的 と し た 、 特 殊

な専門病院である 。病 床 数 100 を有する既

設建物では、年々必、者数がI白書Hし、手狭に

な ったため的築することにな った。

敷 地 計 画

数 地 は 、 地 下 鉄 総 統 駅 に 近 く 、 既 設 セ ン タ

ーの道路を隔てて南側にある 。新古1; の 税 政

が大きくて、手対n制 限 内 に 納 ま ら ず 、 総 合

設計制度により m物の雨{ ! ! I J に公/ l H空地をと

った。

全 体 計 画

新館は、小児 ｾ ｬ ｮ Ｂ ｊ 病院という特殊性により、

主たる病室はできるだけ避難附に近く自己し、

ま た 建 物 の 問 聞 に バ ル コ ニ ー を 設 け て 遊 維

政 助 を 容 易 に し た 。 またナースステーショ

ンから全病室が見わたせるように、 1 フロ

アー 2 看護単位とし、 fI :J 仕切り主もガラス貼

としている 。 I也燃は、 R 1  mll"J 、サービス

Ｚｾｉｾ 門、 ｬ 階に朱熟児、精神病煉、 Ｒ 附にバ

イオクリーン、内科病棟、 3 階に外科病線、

4 階に l C U、手術部門、 5 階に検査部門、

6 階に設備関係: を配置している 。 また既設

本f I i i は、診察部門、 X 線部門お、よぴ管 J]Il部

門として使用する予定である 。 新 館 と 本 館

と は 地 下 道 に よ り 述 絡 し 、 病 院 機 能 が一体

化 さ れ 、 セ ン タ ー 業 務 が円消 に 進 め ら れ る

ことになる 。

( 附ノ'I<lIfi 夫 / 大 阪 市 建 築 局 営 繕{f ll)



1  2  1  3  

1 卜- . - 斗一寸ー

14  15 16 17  

1.  ｾｴ 凶 より正 ｩ 市 外 観をみる

2  未熟児室

3.  子郁i j，

4 .  '1'央材料i E

5  血 ｾＧ｜Ｍｊ 立員長 船 影室

6. "刈手L' も:

7 .  l:i i折 険 究室

ｕｬ ［ｾ ｾ＠ 1 点t'l ¥f"i'iま

2 - 7  7 ート 社

1 .  I国附 段

2  商会通路

3 .  I棋，11足

4  機t屈隻

5  交換 輸 血室

6  ミルク室

7  病室

8. 廊下

9 . 隔離釜

山 観察 室

II 希議制詰所

12.  J且除

1 階 平 面 図 1  :  500 

17  司自耐，'j家

18 総材;白JM

19.  E  V  

20.  ;玄関 ホール

21 汚物処想主

22. D  M 

23. li il:'ii: 

24 リ耳、ン川1

25 オム γ il U持

26. 医 師 吏火: ' [

27.  li il室止1行部: n

28.  .{; '.l盤的}吏火 祭

13 防音シー J レド険 査室
29.  .(I' ，l豊島，}f;木惣 *

14. r'*お$:

15. X 線 検 査室

16  医(H[l 控 室

30.  E  V ホ ー ル

31 断段室

32 受付

設 計 監 理 大 阪 市 建 築 局 営 繕 部 田 中 小 酉建 築 事 務所

所 在 地 大 阪 市 東 成 区 東 中 本 2 - 5  - 30 

敷 地 面 積 2 .688而

建 築面 積 1.1 60 .5 7 m 

延 床 面 積 6 .557. 59m

構造規模 S R C 、 81 、6 F

病 床 数 200床

工 期 昭 和50年 12 月~ 昭 和53年 6 月

33.  E  P  S  

34 倉J.Il

35. (国「咋

36. ｾ￨ 謄室

37 薬局

38 医τlH，f，

39.  " ニホールドボンベ3 ; :

40.  7 ' ニホールド機 械室

41 浴室

42 脱! i . 室

43 洗面所

44 保 護室

45 而般室

46. ｊｬｩ ｾｩ 止 室

47 芋i護 側 控室

48. 心f虫技室

49. 治療室

50 処tii Aft iVi {JIu室

51 食:!:t .lr. プレイ ルーム

52 待合

53 医局

54 診察室

55 作業室

56. 遊戯療法筆

57.  * 階段

58  パルコニー

59.  Ｈ ＮＱ ｗｾ Ｈ＠

60. 消潔処; 泣笠

61  処世室

62 附室

63. 1  C  U約 i E

64 減 闘機械 室

4 階 平 面 図

65 減 l描::n

66 医 師 、'i 直筆

67 中材作業主

68 手術*11l1所

ＶＹ 中 ｷ 旺 ｩ ￬ ｾｬ Ｚ ｩ 室

70 川彼蜜

71 麻併科医局

72. 検宜主

73.  IIj I; 室

74 操作玄

75  手洗場

76 洗浄: ' [

77 お材J;li .lr.i.II市I" 室

78. .心カテ 可ミ

79 手掛I宅

80 手i出.i IP. li f' 



甲陽学院高等学校

設 計 施 工 大 林 組



縦揺!t ＱＮ Ｔ Ｎ 点 ｭｍ ｾ 彦

2. 3. 5 山本宮実' ; J (

所 在 地 兵 庫 県 西 宮 市 角 石 町3番 138号

敷 地 面積 92 ，654ni  

建 築面 積 4，733ni  

延 床 面 積 11 ，421 ni 

構 造 規 模 R C、一 部 S 、4 F、 Pl

工 期 昭 和50年 12月~昭和53年 4 月

ｉ ｰ 似 Ｇ ｾ ［［ ｾｩＧｾ ＱＺ 百ｾ Ｚ学 校は、 ｉ ｦｉ Ｍ ｛ＭＱ 主 ｬ 球場 の近く

の当 ｈ キ としては ｼ 剥脱なＮｴｊＯｾ所 に大正 Ｖ ir 創

4之されたが、そ の 後 周 辺の環 境 変 化 によ

り、六1 j 1山系の広大で緑主主かな環境に. . J ，. i . .

まれた品川斤 に修 E伝することになり、この

たひ' 完成した。

同己目，11il 同は各胞設を 三 つのゾーンに分け 、

校 合 ゾーンを 眺望、日 t! 官、通j亘l 等 の 条件

の良 い 1精米の i宇I斜 面 に配 置 し、 グラウン

ドゾーン (250m トラック) は 放 I也造成 ・

校 合 辿 設 によ り生ずる土i ，kiiMJ 盟主 と、放火

l恨のグラウンド而符i確 保 に lli 適 な、 F何凶

の 11可斜 而 に 配 置 し た 。

またコート・/ ーン( テニスコート 3li師、

ハンドポールコート l 面、 25m プール)

を北 附の 納長 い 敷 地 に 配 置 し、それぞれ

を行 機 的 に述 結 した形で，i l'  !TIII した 。

，1I iiljj 1 とくに留 な した点は 、 建 物 と I守然

環 境 との湖 利 、 お よ び教 育の場 として変

化 に1;';む12か な主主nnの村山立 である 。

校 合 ゾ ー ン のf主似両日; 百 は 、生徒問、 生徒

と先 生の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の土砂 として

の 小泌 を '1' 心 に、 lfj 並教室械 (-JF 通 教 室

15室 、 午 生 ホ ー J レ) ・管 理 特 別 教 室 棟

(' iS flH関 係 諸室 、 特 別 教 室) ・講 堂(700 人

収 総) ・体育館 (ノ、 レー ポール 3 筒、 パ

スケ y トポー Jレ2 而 ) ・食堂側 ( 系. 道場、

剣 ￬ｬＱ ｪｊＯｾ 、食堂、ク ラブ 関係諸 室Ｉの Ｕ つ

の械 を波り 廊 F で述結し、安' ) ) 準 の良 い コ

ンノマクトな ，iJ- i岡とした 。

出

( _I-. .H 幸 之 ・岩永ヂISI 明/ 大林 中11)

1.  uU!!I Jより" 1"1息をみる

2  視聴覚教 ｾ

3. Ｑ ｉ 再ｾ

4  普通教室l l I ! より中l迄と特別

教室隙をみる

5  航空写兵





心 斎 橋 B A L

所 在 地 大 阪 市 南区 心斎 橋 筋 2 丁目 9 番 地、

10 番 地 の 2 、 8 番 地 の 1 、 2 、 3

設 計 施 工 清 水 建 設

敷 地 面積 796. 84ni  

建 築 面積 755. 96ni 

延 床 面積 3 ，715. 85ni 

精 進 規模 R C 、8 1 、 5 F

工 期 昭 和52年 4 月~ 昭和 53年 3 月

この建物は、ｊＮ ｊｾ 自 ｾ ｓ で Ｗ 7  Ｎｾション ピ ｊ レを経営され

ている 中 深 株 式 会 社 が 、 第一地 所 株 式 会 社 との区

分所有ピルとして計 ｉ ｉｉＡｊされ、全 ｾｦ ｾ を 心 ｚ 古紙 ￟ａ し

として f: HI'1されている 。 心 斎 lf，r，I!Iiの 、 す で に 完成

されたショッピングモー Jレへ新しく ，' L'. J万するにあ

たり姐ったポイントは、

1  ニ ュ ー フ ァ ッ シ ョ ン 指 向の 幅 広 い 年 令 府 の JYI

i. ' f にこたえること

2 . ヤングが求めている今までにないショッピン

グ体験 が で き る 空 間 をつくること

である 。

共体策ーとしては、

1 .  f悶伯i ある〆卜上見f失1; 育指I i を数多 く同日iE し、知l らず

知l らずのうちに 1，1;詰Ii問 を移 っていけるようなレイ

アウトづくりと、パプ' ) ' / 夕、/ ーンに おいでも! 忠

告In洋に" 乎応、した 22かな空間づくりを 日指 した。

Ｒ Ｎ 地階には広告ｉ￬、通路 の区分も設けず、結 ｮｾ さ

れたダクト: U [ はすべて (1 ペンキぬりとし、. f i r. i 物の

み ど り に 包 み こ ま れ た 空間 の ，'， で、 横 「のような

科目白の中で生ずる新しい先兄、t ' ! 1 . ，1釜いを JtlIi :干した。

さらに大[ ，tの歩行者をうまく将き入れるためのア

プローチ: ! : e IUI の横山にも 気を 配 り 、 人 々 が lli い、

，'/J. 逢 う 、 新 し い ぬ と し て 生 き づ き 始 め て い る 。

( 安ノk ，F1fて / il' iノIく主l ! 設)

1階 平 面 図 1  :  800 

断 面 図

日住

1.  {，・ ti 儲筋に I面した 7 7 サ ー ド

2. j也t 階! 占fil ir.下とパプリッ 7 ゾーン

3.  ，*i 商ディ テール

4  ダ 7 ト:lI iを派出した I也階府首fl 群

彦
J

u

n

 

u

M

 



三和銀行くずは支唐

設 計 三 和 銀 行 管 財 部

施 工 銭 高 組

所 在 地 大 阪 府 枚 方 市 楠葉 花 園町

15σ コ4

敷 地 面 積 2 ，131.36m 

建 築面 積 978 .37m 

(駐 車場 上家 は 含 ま す)

延 床 面 積 2，082 .64m

( 全 上 )

構 造 規 模 5  R C  3 F、Pl

工 期 昭 和52年 2 月 ~

昭 和52年 12月

l1i 行 は 、 地 域 社 会 に 7 ' ; ; チした ε ヒ

ー プJレズパンク H の弘If 設 を め ざ し て

おり、さらに発展するエネルギーを

泌 め た ニ ュ ー タ ウ ン ミ 〈 ず は H のイ

メージを雄物で表IJI. した 。

外 壁 は レ ン ガ タ イ ル の も つ 炎 の 色 で

行さ を表射 し、正而は大型ガラスを

JTI い 、 従来の銀行の閉 鎖 (1句なイメー

ジより大きく脱皮し 、主主1)、l を透悦 で

きる /l fJl山内なさを l/rj を桃 1I比した 。

E主ー l人I においてはカラフルな色彩を 川

い、 )(11ーにはクローパ型の! ! ( { I 引を デ

ザインし、ヤングフ ァ ミリーのユニ

ークさと J ちイ了しうる車止の多い jTHI' J，lf

缶I i とした 。

主 要 仕 上 外 壁 レンガタイ Jレ打込

ｴ ー Ｚｾｉｓ ｉ 次付タイ ｊ レＩ

内 部営 業 場 、 客用 ロ ビ ー

lポ : ゴムタイ J レ⑦ 5 明

11I木 。ソフト 11I 木

刊で ピニ- ) レクロス

天 井 ・作新:1倣i I 板⑦ 12%

.. ｾ＠ ，t. ， 

r ， 



i昨

1.  1141軒{I! II より正而外観をみる

2. ｾｴＡＡＡＱＱ より正面 外観 をみる

3.  .tE liii デ ィ テ ー ル

4  尚f!!l lより i卓; 止をみる

5.  ｾ ｈｕ ｬｊ より Ｊ北側而 をみる

6  託業主

11浩平 面 図
" ，_ 里』主当ーーーー =



朝日プラザ3二三2堺

施 工 鉄 建 建 設

設 計 蔵 建 築 設 計 事 務 所

所 在 地 堺 市 戎 島 町 2 - 32 

敷 地 面 積 4 ，695. 84rr1 

建 築 面 積 2 ，266 . 14rr1 

延 床 面 積 21 ，123. 23rr1 

構造規模 S RC、 l l F 、 P 2  

戸 数 268戸

(J苫舗 付 住 宅 18戸 含 む)

工 期 昭 和51 年 11月~

昭 和53年 2 月

この ill 物 が建 設された rv. inlt本線上界

耳目 liij l;!: 、 ､ｩｬｭ 也 ｉｊｾｉＩｦｊ づ告 か，Ｇ ，￬ｉＢｬ ｉｉｉｩ され 、

また I Hi1正; 'll: i止にわ・いても IIt1利15511一

度 には 、大手ｉＱ ｊｉｉ Ｍ イ ｩ ｩ ｬｮ ＺＺｊ を ｉＺＧＺ［ ｾ 犯 と

し、均日駅 も 当マ ノションに 近 依 し

た{ji: iu' に移 転す る こ と が .i l"l llli され

て い る。したがって 、 、'i ? ンショ

ンは 、将米 にお、ける i rJ 也条 ('1 の好

転 をM.f !i に入 れ て ，iI" 1曲 した 自il Sdi M

7 ンションであり 、 l l!! } dWI ，(ニマッ

チするよう 、 1 附 はすべてI，if角Ii と

した。 fH:Jli，nl 血iは 、 自 立 が， ｾ ｽＧ， Ｇ ｉｊￍ ｬｩ

1"型フラットタイフて" E  ' (: .1!! 配

山の II 断 結 とし 、 u也の I " J 街 lぶ. f IJ

川 を，n るlメ凶i 、立. If ベ いよ本をお・さえ

ｾｊ ｩ ｬ 也 ｬ 刈空地 を 餓｛足 した。そして ｊ ，Ｇ ｩｊ

l湖も : }j 巡 路て¥しかも 、以前l 、

rN[ 而には品": ( )I I) もあ り、 11附 辿 に

よる u:迫 感 が解 消 されている。ユ

ニットフラン l立、lムー さ、1I 111[l( りに

変化 の あ る バ ラ エ テ ィ に 日 んだも

のとし 、 Ｇ［ ｉ ， ｾ 'i!.' "l 主M の拡 大 を，lJ" った

が、大衆向きマンションと J える

Ｈｩｈ ｩ 絡 ｕ ｬｊ ｾの Ｓ ｌ ｄｋ を 主体 とし

た。ディティー ｊ レや ， ｾ ｾｦｬｩｩｪ に|見l しで

は 、ロ ー コ ス ト ア ン ド ベ ス ト ( ';;J]

11 ｦ ｬＺ ｩｬｬ のｾ ，ｾ本 姿 勢 Ｉを Ｉ ， 与本 に 汚 え

たが、明、大 11ーは木ド地の | の (1: ｉ ｾ＠

げとし 、また全室に !!(!Iり1r.:. れ をMiI え

付 けた。 外 観デザインは 、 アール

のついたコンク リー ト1111己主で 1: ド

をつなぎ、 備ー がlの 'i i 測 さをなく

し、 Hl l r もt たでデ叫f インされた

ものとした。したか‘ って R C と鉄、

直 線 とl幼線といったテ 7 スチ r ー

の ｾ いで 、 イ メ ージの多 も主化 をね

らった。

( 1(， 111 ＱＱ ， ＧｉＧ ， ｾｬ＠ / 政処築札i I " ' !( 務所 )



⑧ -Z トラ〆ス

1 階 平 面 図 。

10 2 0 m 

1 1  I  1  来事u廊下より

I  I  I  中庭駐 車ぬをはさんでみる 。

い| ト「ー . 2. 州 より全fi tをみる

ハ 川 3 丙!I刊より全ii tをみる

L J  Ｑ Ｑ ｭ 泊三 点出 ｦ Ｂｊ ｾ 彦





新宿野村ビル

安 井 建 築 設 計 事 務 所

熊 谷 組

計

工

設

施

j干l途、柿! 成、税般によ って総合的 な; n- j国が必の 出現 で、そこに ｾ ｉｉｉ する高度な経済活動は新宿里子村ビルは 、』↓ ｾｊ ［ ｻ 自 ｾｉ の話 ｉｊ nI S心柿?tl! の一環

ｾｾである 。 新宿野村ピルの防災設計全般は 、直接 、間 隔的にｽ，ｾ ｝辺 に波及し 、周辺 の商業、として計画された新街駅西{ ! ! I ] 、旧淀紙j争点以

基礎体力のI別立! とい ったことを基継としたがサービス業などの利益を I将大させ、 また業種跡! こ，也刈 j凶ビル月11也として再開発された約40

これは一元的な計算などで首|れない恭礎的な

部分の重鋭、たとえば椛造| 耐力的には*I'j り強

さの確保、より椛実性の目玉い ボ‘ ルト接合の採

によっては競合して利援 の減少をきたすこと

にもなる 。大刈脱化すればするほど周辺倒i市

環境との協調が重要なテーマとなるわけで、

haの新宿副都心地域の北端、 主要幹線道路??

的街道に面した敷地に建設された。

ｽ］Ａｊ など 、火 災に対しては、 明快 な逃 ｾ ｦｦ ｾｭ のお ｩＡ の

形成、確実な l豆画、 J=l J途の分自fE などを行なっ

具体的 にはオープンスペースによる環境 の整

備、地上附近 にある IIH庇サ ービス施 設などに

新宿副都心では 、各街区の所不[者 である 以11i1

12社が総合的な街造りを阿るために共同で研

究協議する目的で新宿新都心開発協J 議会川島

ている 。 とくにビル火災において重姿な諜題重点を置いた託|幽を行な った。

「安全性の追求」とはすなわち防災設計の ill

視である 。 古 ｾｉ 市環境上の要求で、超高用化にな

初、S K K) が結成され、地域冷暖房の実路I 公

共思上半島iの設置J r 歩車道の完全分離」をはじ とな っている煙による災害対策 として 、焼 の

挙動解析 をもとにした新しい防煙 ) j 式の 1lf.J9Eめ数々の協定のもとに新しい街造りを行な っ

を行な った。ミ室が有るとすれば、ｾＧｾｽ日化にしたが っ てあらている 。 また 、建設の共通理念として「生き

「省エネルギー と効率的な建物と するための

対策」として 、断熱性 の高い外装計画、 エネ

ルギーの| 旦|収 I'} 利用、外気のコントロールと

有効利則、効率的 な運!I i貢システムなどがあげ

ゆる 外的粂件、災害に対して安全な環境作り

が 一 方で重ｾな課題とな っ てくる 。 近年 の大

規模な建物は、! ' I J 途の複合化、多様化に伴な

い災害の危険性も合せ持つ宿命となり、安全

生きとしたヒューマンスペースの創造」 を.j l j

げているが、新T討ill I'村 ピルの設計にあたって

は、「協調性の尊重J r安全性の追求 J r省エ

ネルギ一対策」の三つのテーマのもとに設計

られるが、新 しい断熱性 能の高い ガラスの 開

発、中水受入のための二重配管、熱 Inl収装置

性の向上、危険度の低減を図ることは不可欠
を行な った。

「協調性の尊重」とは主に l也市町j ビルの都心 の要素である 。 そこで従来の法税にしたがっ

の導入などを行な った。た仕様1"!i :的計画だけにとどまらず、各建物 の計画的な意義に関与することである 。一定の

面肢の土地に対してより多くのl司辺空地や公

共空間を確保し、建物の隣隙間隔を広くとる

ことによ っ て 、都市 にすきまをあけ天空を ｾｾ J  

川 を凶り 、こ れによ って都市環境を良好な方

向に主主的、創造することにある 。 しかしお肝

自1I 心音1; にみられる機能と人 u の集中化は、道

路、駐車場や上下水道などの公共施設との公

的な調和を失な って交通の泌乱、上下/J <道能

プJ の不足 をまねき 、占有di 機能、活動の低 ドを

引き起すことにもなりかねない。 したが って

るくするとともに 、土地や外部室川 のれ効利

化はすなわち大規模化をともなうものであり

周辺におよぽす ｪｩｦｾ 響もすくなくなし、 。 今日の

とくに必市附ビルの建設位置

l立公共胞設の整備状i }cが良好な位置にかぎら

れ、新宿副都心 はそ のために整備された地区

ili 築のρj M化、

であるが、副都心 といえども公共胞設、 }; 'ij 辺

状況がいまだ不備な点もあり 、今後ともい つ

そ うの整備が必要かと，也、われる 。 またAi i l:':j}百

在 。タ阪 を浴びて 金色の州I(Ji

1:  Ｚ 六十 ｦｾｬｭ 位以卜 よ り明 ｬ やけ の ｉｴￏ Ｇｊ 都心をみる

見u品ii'1彦ｬｾｬＩ￠ｾ＠
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遊

設

中

)

附 近 見 取 図

ーを中心にはさんで米凶に広がる事務室空間 、

市北にはね 出 したＢ則 前 機械室の 三 つのＮＡｽｬｾ索で

成りたっている 。中心コアーはじ|必日 ド型 d曲線

告11 を有し 、低層片l のエレベーターの上肘階に

おける空ス ペ ースの布効{11mと、防災的には

ｬ りＱＧＱ夫な Ｒ 方向避難 、 廊ド ｬｦｾ の低減を区 ｬ っ た 。

ｦ ｬｬＡ所、湯 ＱＹ Ｑ Ｚ 圭ーなどの共 川 部分は ｬ ｩｪ ｾ ｴ 設 ｦ ｬ ｩ ｩｩ コア

ーに隣接させ、配管、配線の合政化を [:><1 って

いる 。南北設fliii コアーは、タワ一部の 7 府毎

にスラプを設け、 7 M l lji{立の システムとし

て、防災システムと 一放させ、防災 的 にスラ

1  :  1000 

凶作j には複合ピル的要素を待つt持/Jxとな って

いる 。地下 5 階から 地 |、3 階までを機械室と

ｾｬ Ａｊ Ａ ｊＡ ｩｾ 、 地 下 Ｒ 階と 地 下 Ｑ 階を広告 ｉ￬ 街 、 ｬ 階

を玄関ロビーに全面的にあて 、 2 階から 5 階

までをカフェテリヤ、業務用などの応由li 、 6

階より 47階までを 一般事務釜、48階をクラブ

49階、50階をレストランに当てている 。

平面計画について

タワ一部の平面椛成は大きくわけで、廊下、

E V シャフトなとより !戎る '1-' 心 コアーとコア

1階 平 面 図

安田火災海上ビル

動線計画について

敷地 は安川火災海上ピルと近接した新宿副都

心の中では持主主な立地 とな っている 。動線計

画は 1 階フラザレベル、地下 2 階レベルで安

田火災海上ピルとJ . ! M絡をして 、歩行者動線の

多織化を，nった。 また、南f]!l] 5 片街路と北世! I J

r'f仰街道とは、約 1. 5Mのレベルの差があり、

その fuJ 低差を利用したサンクガーデンを青梅

街道{] ! I]と 5 j手街路側に設け、地上レ ベ ルの変

化を作るとともに広 ｾ￬ への歩行省誘導を容易

にして、 同時に地 下環境の改善を ，lI った。断



/  

ブ. ( ' ) : i 通昔日を集約管理できるように，l I " l曲した。

内外装について

立面計画lム必高層ビル特有のプロポーショ

ンを最大限に活かした縦方向のストライプを

強制したデザインでまとめた。超高M ピルの

立商は述示、とくにシルエ y トが重弘L な要素

になってくるので、南北面の設備コアーをソ

リ y ドな表情とするとともに、設備ガラリの

IJ 司1- 1 による変化をもとめ、 47階から上部の設

備コアーを切りと ってシ ルエ y ト形成部分の

変化をもとめた。 カーテンウオールは .1 .:;ク

ダウン方式のアルミカーテンウオールである

が、 7 リオンは近i.j'- IJfl < J をされたアルミ大型111'

1i' ，1.主術をキ11)11 した大型11
1 ' 1 1 ¥材を使用している。

また親しみやすいグリーンを当ビルのイメー

ジカラーに定め、ガラスの色もグリーンを基

? 凋としたブルーグリーン反身サガラスを新しく

開発して実用化に成功したが、その結果省エ

ネルギ一対策にも大いに役立つこととなった。

内装材の選択要紫は、軽量化、施工性、層間l

変位に対する追従性など多々あるが、経公鉄

古川也が不袋となる石;Il ボード折曲力11工材に

塩ピ被泌鋼板を貼りつけた壁材を新しく開発

して、 l1i u Iご壁画に全面的にj *) :1I した。事務室

内の壁は石.nボード折曲力11工材に塗装仕上、

天井はアルミ T ハー使用のシステム天井で、

3. 0Mモジュールに従って、空調、 !照明、防災

機日告などを配置して 、均質な室内空 間l とフレ

キ シピ リティーに富んだオフィスレイアウト

を可能にしている。

( 山口哲夫/ 安井建築設計事務所)
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IN凶fl ! IJ ペアタウン人 11より) ，! . J 二げ

北米側安 JJ I火 災ピルからのアプローチ

3.  ) 也卜 l 階モー ル北凶 よりサン 7 7 ラザをみる

t屯のある 北 {!!IJ サンタプラザ、W: { ! ! I Jよりタ郊

地ド ｬ 附モー ｊ レより ｉｎｉｉｾｉＨｬｩ サノ ＱＷ ラザをみる

8  6.  N侮街道よりサン 7 7 ラザをみる

7.  ，'i侮街道( ! ! I J( 北 (!II J ) サンタ 7 ラザ

8.  5  i-;' 街路自!IJU+. i{ ! ! I J ) サンタフラザ



.  .  .  .- . - . - .  .  

資 重

徒 主

.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .-.  

基 準 階 平 面 図 1  :  6∞ 

地下 l 階 平 函図 1  :  12∞ 

連

絡

必

路

地下 2 階 平 面 図 1  :  1200 

l  野村クラプロビー (48階)

2. 野村 クラブレストラン

3  エノトランスロビー

4  エノトランスロビー



五二一

1 .  1也ド 1 階モール

2. i曜のみえる地ド 2 附山富1i1!i itf!路

3.  1也卜 2 断j占制I.l i

4  エントラン λ ロビー





C I I豆l ! i IJ

￬ ｲ ｭ ｾＺｬ ｦｴ￭ ｬ ｮ＠ . .  

日

嗣

四

四

剛

山

m
m凶

山

剛

山

ｾ＠

ｾ＠

設 計 監 理 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 熊 谷 組

所 在 地 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 1 - 2 6 - 2  

敷 地 面 積 9，298. 21 m'  

建 築 面 積 1，849. 62ば ( 建ペイ率 19. 8"/0)

延 床 面 積 11 9 ，156 . 72m'  ( 容積率 1，088. 8 "/0)

基準階面積 1  ，638.  2 7 m 

偽 造 規 模 地下 RC.SRC. S、5F 地上 :S、5OF. P3

軒高203. 25m 最高部高さ 209. 90m

駐 車 台 数 330台( 自走式)

工 期 昭 和50年 7 月~昭和 53年 5 月

仕 上

外 壁 アルミニューム、アルマイト処理

(一部花筒石貼り )

建 具 アルミニューム、アルマイト処理

( 一吉日ステンレス )

硝 子 熱 線 吸 収 反 射 特 殊 硝 子

(一部透明フロ ー ト硝子)

外 禍 特殊磁器タイム花関石および凝石

事 務 室 天 井 岩 綿 吸 音 板 シ ス テ ム 天 井

盤 石膏 ボ ー ド 幽 加工 E P 塗

床 ビニールタイル

廊 下 天 井 岩 綿 吸 音 板

壁 ビニール彼寝鋼板特殊壁

床 ビニールタイル

1 階 天 井 ビニール被布鋼板パネル

壁 花 街 石

床 特殊磁器ヲイルおよひ花筒石

空 調 設 備

; 令熱源 地 I或冷暖房センターより熱r原受入

最大使用容盆; 冷水 = 4，3 0 0 RT/ H

蒸 気 = 16. 8t / H

基準踏 外周部高圧可変風景方式 ( V AN)

蛮用方式 内周部低圧定風量方式 ( C A V)

給排水衛生

給 水 都 市 上 水 道 よ り 受 入

給 湯 湯 沸 室 = 貯 湯 式

排 水 2階以上は重力式自然排水。l階以下は

地下 Ｕ 階汚水僧よりポンプＷＧ Ｎ ｾプ排水

消 火 全館スプリンヲラ一、その他特殊部分は

ライトウォ一歩一、ハロンガス、炭酸ガス消火

気 設 備

受 変 電 22KV4回線スポットネ ットワーク変電

トランス容量 10，000 K V A (2，500 K V A X 4台)

配電方式一次幹線 3O4w 415/ 240V 

二次訴線 3O7w ＴＱＵ Ｏ ｾ Ｑｏ Ｏ ＱＰＵ＠ V  

昇降後設備

エレベーヲー 客 用 6ハンク各4 台言十24台、 22人 乗

駐 車 場 周 2 台 、 非 常 用 2 台

エスカレート 全 透 明 計 8 台

主 な 設 備 協 力 業 社 内

空 調 三 機 工 業

新 日 本 空 調

新菱; 令熱工業

目 立 プ ラ ン ト 建 設

給 排 水 須 賀 工 業

衛 生 西 原 衛 生 工 業 所

三 晃 空 調

電 気 近 畿 電 気 工 頓

大 阪 電 気 暖房

東 光 電 気 工 蔀

関 東 電 気 工 事

太 陽 工 藤 工 申

昇 降 機 目立 製 作 所

三 菱 電 機

ｾ＠
東 京 芝 浦 電 気

日本オーチス ・エレベータ

3  

寸
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防災欝十

山口哲夫

はじめに

新宿野村ビルの防災設計

I 空間構成

① 地上部と地下部の

防災的分離

② タワ一部の 7階 17'ロック化

③ 避難動綿刀日常動線化と

避難習性の利用

④ 区画の強化

E 避難と防煙

① 避難計画と防煙計画の

相関性

② 超高層ビルの防煙計画

田管理とシステム

管理センターとサブセンター

の設置

おわりに

は じめ に

建物が大規模化、複合化 してくると 、安全性

に対する計画も従来の「経験」と「カン」お

よび「順法精神」だけでは安全性を確保でき

なくな ってくる。「安全性の確保」とはいたっ

て簡単なことばで表現されるが人命、財産の

安全を保障する上で、考えられる災害を未然

に防ぎ、災害が起れば最小限にその災害をと

どめ、災害が大きくなっても最終的に人命を

保障するとい った段階的な対策2 を設けていく

と、その対策、 内容は複雑、多岐にわたり、

防災工学の発達や、設備技術の進歩をともな

うが、 一方では専門化するとともに、全体と

しての綜合性に欠けてくることにもなりかね

ない。

そこで建物の用途、 精進、縦模など個 々の建

物ごとに工学的な検討をもとにした綜合的な

計画を行なう必要があるが、これとて計画と

翻包および管理が一体化した計画で会いかぎ

り、その兵価は発抑I しないものであり、計画

する{J ! i ) 、造る側、使う {J! I)の綜合的な計画が必

要とされる 。

防災施設、設備があることで全てに安全であ

るという認識で終るのでは安全性はありえな

い。防火区画一 つを取ってみても、完全な区

画が形成されていることを，jiJ 従に計画したも

のが、施工上の不注意や、設備関係の此通告11

処理がなされていなくて実際には空隙があ っ

たり、自降l式防火戸が使用上の不便さからド

アー下部にかいものをして' ; ;1，"時開放式のドア

ーとして伎われている例は口市よく目にする

ことであるが、原因が施工上不可能な計画に

なっているのか、総工上の単なる不注意であ

るのか、使い勝手をよく考えない計画であ っ

たのか、{ 史うプJ の怠慢からきたものか、災害

が発生しでからの原因追求ではおそいのであ

る。

防災設計が最終的に人命を汁象としている分

! I 1T - であり、万全をWJ することはもちろんであ

るが、万全を則するあまり、各種の設備を縦

列して、いろいろな対象を相互関ｾなしに、

併用するのは無駄も多い。 また、縦列的な対

策ではすべてに注意が行き届かず、 一 つ一つ

の対策カず*) 1] 告11では兄過ごされ、それが欠陥と

なって大きな被害を生ずることもありうる 。

建物の用途、鋭校に応じた重点対策ょを立てこ

れを徹底的に追求することも必要である 。

安全に対する願望は人間全てがもつものであ

るが、「フールプルーフ」と「フェイルセイフ」

の二つが安全計画の原則となる 。「ブールプル

ーフ」とは行動あるいは操作をできるだけ単

純で iリ1快なものとし、どうすればよいのかわ

からなくな ったり、誤 った行動を取ったり、

誤作動を行な ったりして、せ っかくの対策が

役立たないことをきけることである 。 たとえ

ば避難階段を下りてくる場合、 jli J 回も何回も

同じ階段を廻って下りてくると、どこが I 階

( 避難階) かわからなくな って地階まで行き

過ぎることがよくあるがこのようなことのな

い対策が「フールプルーフ」であり、ただ階

段を設けるだけで終るようでは安全とはいえ

ない。とくに災害H寺にはパニ y ク状態になる

可能性も高く、平紫の状態で判断するのとは

ちが っ てｾＡ像もできない行動を取ることが多

く、必要な行動、操作がきわめて簡単で日常

手悦れたものに近いことが大切である 。

「フェイルセーフ」 とは、施設や設備が万一

誤作動したり 、誤 った行動を I叙つでもなおか

つ安全であるような 二重椛造にな っているこ

とで一つの対策が万全ではありえないし 、万

一使い方に失敗しでも安全であるために別の

対策が用なされている必要がある 。

このように災害を未然に防ぐためには、建物

の計画当初から立地、配置、平間計画、断面

立菌、内袋、建具、空調設備その他の諸施設

全般にわた って防災的検討を加えたものとし

なけれ I! ならないが、さらに使い方、羽H寺管

理の上で計画趣旨、意図にみあ った運営がさ

れる必要がある 。

以上の問題点を整理すると次のようになる 。

11)  工学的研究が未開発の部分の多い災

害Hすの人 間行iIi jl をはじめ煉の挙動など

災害: の性状が設計に適月 j できるまで十

分な解明がなされていない。

(2 )  専門分野別に計画が) J 主められ綜合性

に欠けることが多い。

設計そのものが計画、桃造、技術とい

った点門分野日IJ に進められ、防災設計

必ずしも体系づけられていないで計画

そのものに綜合性がなし、。

(3 )  法令を安全のためのチ ェア クリスト

または{ 上級在的な i虫併をすることが多

い。 計画の後から法令に適合している

ことだけをも って良しとする場合が多

く工学的な体系になる計画千法が取ら

れていない。

(4 )  ，汁岡、施工、管理に防災 ＨｉＧｾ Ｍ . cr 性が

欠けていることが多い。

建物管理者や利用者は計画: 芯: 図にそぐ

わない使い方やしばしば防災的自己段、に

うにけた改官蓄などを ｾｔ なうことも多いし、

計画{ ! ! I ) でも伎われ力に付する防災的配

l也に欠ける湯合が多い。

新宿野村ビルの防災設計

新宿野村ピルは、地上200 メートル、地下 5 階、

地上 ＵＰ 階建ての新街新制 ｬ 心Ａこ悠つ必 ｲＺＧＺｪ～ｾ オフ

ィスピルである 。 五ｾ物が ｲＺＧｾｍ 化されるにした

がって防災的に不利で・あると考えられがちで

あるが実際には出火率と高層化には相関関係

があるわけではなく 、建物が上ド方向に重な

っているために、万一火災が発生した場合に



火災の拡大、避難救助、消火等の点て・低階建

物にくらべて 1m題が多いので、災害Hキの危険

度が I..J いと認識すべきである 。 このように災

害時の危険度が高いと考えられるので対応策

として次の 3 項目について重点的な計画を行

なって対処することとした 。

1. 空 間構成

fi. 避難 と防燦

W.  ｾｾＩ盟とシステム

1 . 空間檎成

防災設計を綜合的に処攻するに当 って、基礎

的でi止も重要なことは空間柄成である 。 多1 M

に亘る基準階の繰返しを前提とした高附化で

は逃 ｾ ｦ ｆＮｪｊｩ ｉ ｊ 線の 明 快さからはじまる平前 、 断前

，lI' i幽は、その建物の基礎体力とでもいうべき

ものであり防災的' 白絡を形成するものである 。

防災設計に当 って基礎体力ともいえる空間l梢

成に十分な検討と防災的配ほが行なわれれば、

その後の対策は補助的子段としての対策で ト

分な安全性カ叩引法できるとい っても過言では

ない。新宿' l Ff村ピルの空 IHJ 椛1&は防災的基礎

体力として次の項 H を重視した 。

① 地上告11と地 |ご自11の防災的分離

① 地上タワ一日11の 7 階 1 プロック 化

③避難i IOJ線の日常勤線と遊銀色習性のf llJ 日

④l丘画の強化

① 地上部と地下部の防災的分灘

近年. オフィスピルといえどもその機能は被合、

多械化し新宿野村ピルも例9トではなく多数の

I街泉純設、 n! j l 場等をf 1fせもつものであるが、

オフィス部分と商業胞設とは災害の発生; t - ¥、

発生l京凶、 H制問、燃え必: 品、対象人口および

人間行動 、if 令ai ]1州昨成など恭本的 な対象が

災なり、防災 的 な対立J も当然ことな ってくる 。

5  ｾ絢 縄

図 - 1 地上部、 地下部の 分灘 (避難動線の分離)

また、商業施設における災害は他にあたえる

影響も大きく 、複合ピルとしての機能性と各

機能の独自性のバランスの上で、防災的には分

! 挫することが必要である 。

新宿野村ピルでは、非常用エレベーターを除

き特別避難階段までも完全に分l殺する方針と

して、 一般乗用エレベーターのスタートレベ

ルを地上 l 階として 、I也1:.l:11アプローチはタ

ワー音11に、低柑 自11 (! 也ド811) アプローチは周

辺部とすることで助線上の分l維を行な った。

ここでは「フール プルーフ」の考え方を導入

して特別避難階段を遊錐階である地上 1 階で

分離することによ って巡幾者が避難階を通り

すぎてしまうことによる混乱をさけ、またI也

lご1 、 2 階の商業胞 "生lこ士、Iする避難階は地下

l 階に設けたサンタプラザを直接地上に導く

ことで避難階としてイT効に使用できるまで高

めて、地下 l 階、 地 lニl 階それぞれに遊iif F.階

を設定している 。 (図ー 1 ， 2 )  

② タワ一部の 7 階 1 ブロック化

防火区画の重2 : . ' 1 ' 1 : は特に説11[1を要するまでも

なく、区画さえ完全であれば災害を区画内に

封じ込め、その版画から外へ遊縫することだ

けを考えるコンパー トメンテーションの考え

) j が基本で、ある 。

また災害の封じ込めとは )]11 に信忠商からも維

持管狸するのに適正な脱線、階数があ って、

たてに積み重な っ た ￆ￟， ＺＧ ｾｍ ピルを各階の計耐

を行ないながら没然と積み重ねたものとする

のではなく、適正な刈娘、附数にプロック化

して 、災主ーの -NJ i から拡大防止、維持管理に

いたるまで- l ' t した形で l ブロ y クにクロー

ズした計画を行なうことが最も効果的である 。

新宿野村ピルのタワ一世Il，lI i 凶では、大型テナ

ントの規段、 対 象 ＮｦｴＺ 責 Ｇｉｾ 人 Ｑ Ｑ 、諸設備の効 Ａ｟ Ｎ� ｈ ｉ Ｇｾ

図 - 2 地上部と地下部の分灘

規僕等を検討し、エレベーターサービス、空

調設備、ゴミ処理設備にいたるまで 7 階を l

ブロ ' / 7 とした計画を行ない 7 階建の第 l kv，

には外気にI l 日放された逃燐デ y キを設けて準

避難階として、 7 階建の建物を 6 プロ '/ 7 .W

重ねたものとして 50階を構成し防災的に必高

層ビルの中市M化を言! って災害の拡大防止、

および管理上の監査理を行なった。 (図 - 3 )

四ーーー111- 竺4 Ak¥

避難デ y キ 7 階ごとに外気に開放されて設けら れ

ている

③ 避難動線の日 常勤線化と避難習性の利用

防災計画の ji k終 U的は人命の付; 保であり、そ

の子段となるのが巡 ｾｦ ｆＮ ｾ Ｑ 幽である 。 遊日 ｦｴＢ￬ｬ￯ Ｇ ｉｔｉ

J". で重要なことは、災吉川における人I l i lの准

Ｑｾｊ を決める本能的行動を認識することであり、

その本能とはもと来た道を引き返そうとする

州巣本能によ って、日常使いなれた経路から

避難を行なおうとする傾向が強いので、 11'，:訟

の動線を避難 Ｑｾｊ 線にｻ史うのか ー 絶対に有効であ

る。 また指光本能によ ってl明るい) ] 向へ遊覧fF.

する傾向があり、停電したり煙で周囲別府く

なると 一府 lリ1るさを求めて遊日ffr する 。
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遊i i ; 1 t 動線の計画に当っては、これら人 間の本

能的挙動を基本に計画を進めたがオフィス告11

と商業施設部分とでは 、 おのずから対象とす

る人 Illl 行動や避難行動にちがいがある。

オフィス部分では完全に日常勤線 と避難動線

を一致させることを原則とした。基準階の平

面は中央廊下 l 本の明快な平面とするととも

に、廊下両端部に特別避難階段、非; 活用エレ

ベーターおよび附室を設け 、避殿、救助、 消

火の拠点とするとともに、附ｾに接した便所

を設け廊下 1 本の端部まで日 1;¥'ylj J線として目

指Hキの便所{ 史朗H寺に; 常に避難施設の存在を認

i践できることを5 J 3 . った。また「フェイルセー

フ」の考え ) j を導入して便所内 から外部機械

室に 向って避難タラ ップを設け万一階段 室 が

使用不可能な場合の避難ルートを確保しであ

る。なお 避 ｾｉｦｲ タラ ップ を Ｗ 階毎に区画し避難

タラップ最下層に li 避難デ y キを設けている。

避難タラップ 便所内から外部機械室に向 って入る

とヲラップがある

この遊i1Ifr デ γ キは外部にJ ) 日放 することによっ

て災害Hキの待避場所として 対低限必裂な婆索

である「外光」と 「外気」 および「ノ1<J が片!

なされた. l J，HWとしている。不特定多数の人を

対象とする商業施設の避難はその避難行動が

lリl るい ) 5向 および端部に避難する習性に合せ

て、 タワー以 上部の商業施設では廊 Fを 1 本

化する とともに 、両端昔11に外的に IUI した外光

の人る 附去 を設け 特別避難階段お よび ｾｬ ￵Ｇ ｩ［ ｩ，Ｇ ｈｉ

エレベーターを ｳ 没けて指光本能に合せた遊ｾｉｴ

!li 1J 線を形成している 。地下部商業施設では也

被外出11に避難できるかまたは外気に開放され

た附段を設けることで指光本能をヰ11111すると

ともに、来た i且を引き返そうとするリII日ii:本 jiE

に合せ断段を端部又は廊 F の折点に設けで1 J ) j

般に認識できる倣いとした 。 なお地ド商業施

設で、のM: も不法なことは外光が人らないこと

により白分の i白かれている位 ii!i の不 lりl舵 なこ

とであるが、 地 lご2 階では地上部ま での外音11

l次抜 を設けることにより外光を与え安心感 と

位低の確認ができるよう配慮した 。 (図 - 4 )

④ 区画の強化

縦に空間が; ffi 重な った超高層ビルを上下方向

に連絡させているものは 、階段 をはじめエ レ

ベ、ー ターシャフ卜 、 ダストシュート、ダクト

シャフ卜、パイプシャフト等無数 にあり上下

方向の人および物質 、エネルギ一、 情報等の

縦動線 として超高層ビルの大動脈 であるとい

えるが、災害H寺においてもこれら大動脈が安

全な状態で砿保されていなければならない。

ところでこれら大動脈 のもつ宿命的弱点は 、

「竪穴」とよぶ上下方向に迎絞する空 間であ

り災答H寺の火災および煙の伝婦の大動脈 とな

りうる危険性を持っている。

そこで災害Hキに必要な避難、情報等の縦動線

の安全を確保するためにこれらが完全に区画

されていることが必要であるとともに 、災害

の伝揺経路とならないためにも盟主火を孤立さ

せるように区画することが重弘l となってくる。

特に近年のピル火災で被害を大き くしている

煙による被害の伝f括経路とならない配慮 が重

要である 。シャフト類ではシャフ 卜内から室

内に水平に1' t 通しているものが多いし 、階段、

エレベータ一等の縦5曲線の昔11分は入口に大き

なJl i l口音11が必要でありかつノ'1<平に区画するこ

とが不可能なものでともに機能上の特性が防

災的弱点となる古11分で‘ ある 。

まず間組の多いダクト、パイプシャフト類は、

できるだけ集約化して、集中符理ができるこ

とと内部貫通をさけ外部化することによ って

安全性をたかめる目 的で基準階両端部に外部

化 した機械室を設け、そこに集約して 内部貫

通をさけ管理メ ンテナンスの利便を図 った。

また水平貫通部分はプレキャスト化した壁面

に工場打込みしたフレームをJ . { ) ( f ，j " lt 空気躯動

防火ダン パーを設けて 日常の点検を容易に行

なえるようにし、災答H寺にダンパーが作動し

ないとい った危険をさける配慮をしている 。

災害時の情報およびエネル ギー供給の 中心と

なる電気縦シャフトは別個 に孤立させるとと

に水平rt 通日11、グルー プケーブルl T 通告11に

階段中間区函 18- 19館、32- 33隆に設けられてい

る 扉はアミ入硝子ドアー

は鋼板および耐火ゴムで形成された耐火貫通

処理プロ ック ( M C T ) と延焼防止パテを 使

用して万全を期した。

次に上下階の府間!区画上最大の弱点となりが

ちのカーテンウオール廻りのファンコイルユ

ニット配管のスラブJ' t 過をさけ カーテンウオ

ール独自での区闘が完全となるように全空気

方式のｾ，ｪｊ， ＡｉＩｪ 式を採用した 。

竪穴によって各階が空気的に つながつでいる

一般の建物では、建物内外の温度差によって

建物内の空気が流動するスタックアクション

( 煙突効果) 製象 は建物が高くなるほど著し

く会り 、地七200mの建物になると冬季の最上

部で・約14mmAq 、夏季の最下部で約 4 mmAq 

の内外圧力差が生ずると 推定 できる。これは

無風状態であ ってもエ レベーターシャフト等

の200mの竪穴に対して冬季には最下部では 14

kg / ば程度の圧力差でシャフ卜内に空気が流

入し、最上告11において 14kg / ば程度の圧力差

で空気がシャフト 内 から流出することを意味

する 。 このように建物内の盟主穴には空気の流

1ljJ が生じ ているが、い ったん煙が発生してシ

ャフト 内に生ずる さを気流動に煙が乗ると煙の

上方向への拡大の迷皮はきわめて ! ，l. いことに

なる 。

図 - 4 基準階、避難動線と安全区画 フール ブルーフとフェ イルセーフ



エレベーターの扉の遮煙性能はきわめてとぽ

しいのでエレベーターホールを遊雌絞路の 1

ml とすることは故も危険な計幽であり、エレ

ベーターシャフトに火や煙を人れない工夫と

してエレベーターホールを合めて区幽する必

妥がＡｊＡＺ ｾｬ￵ 必必である 。当ピ ルではエレベータ

ーホールを Jrili 卜に アルコープ状に設けて Ji'i li ド

とは防火|坊煙区画をして、かつエレベーター

ホールから直後事務室に入るようなテナン卜

，n.1!1I1を一切祭止 してエレベーターホールおよ

びシャフトの孤立化を図った。

災害 ｉｉＮ ｜，に ｉｉ ｦ ｾ - の避難経路となる遊維階段は絶

対安全という条件下におかなくてはならない

が、階段室も竪 j' ピの 1 つであり 、200mの婚; ¥

と巧えるとスタ γ クアクションの［［診 ｬｲｾ をもっ

ともうけやすい椛造であり階段室が矧の伝係

経路となる可能性も大きく、また［煙の Ｇ＾ｾＱｑ ｊ に

与える［［ｾｾｾｾｾも大きい 。そこで 後述するｼ坊煙 シ

ステムを1-*! T I することとしたが、スタ γ クア

クションを ｾｉｉｉ えるとともに 、 Ｉｪ 燃がＮ￬ｬｬｩ人し

でもある区画内にとどめるために特別逃縫附

段を 14附11j: に区画した。 14階仮に l豆l曲するこ

とによって冬季の圧力差ilk大を 4 mmA q 、五L

7さの圧力差 1 mmA  q 程 度 ま でスタックアクシ

ヨンを ｾＧＱ Ｑ えることができた。Ｈ図 ＭＵ Ｉ

E  避難と防煙

① 避難計画と防煙計画の相関性

火災l I .i の燃による災害が最近のピル火災にお

いて特に ili 嬰な諜題となってきた。これは辿

物の i( :i }i;1化、用途の複合化および辿築資材と

建築設備の先達にともな って 、辿築物の浴室

化とイT #ガスの発生とい った新しい |百] 組とと

もに ill 物全体に煙が充満する梢造となってき

たことが大きな l点l主l とな って いる 。人命を守

るM. 去には危険からのがれることと、危険な

状態を作りださないことがあるが、この 2 つ

の刀法にはｾＱｉ Ｑ 刻関係がある。安全とはメメ ｊｊ の

バランスの ＱＺ で安全性が ｅ 在 ｦｾ され ているのが

図 - 5 区画形成図

本来の姿であり、防災的には述! i ! ff， rl l画と防災

計画は両立して 1 .f.;の，Hulfl となりうるべきも

のであろう。

避難言1，函は人 1/ 1] の非常 11、? における行動をもと

に避難施設の配位、鋭校などを検討し、避難

に対して定公的な計凶l を行なうことは可能で

あるが、 Ｍ ｽｊ の燥の挙Ａｉ ｾｊ は気浪 、 ｊｾＮ｜ 述、風向、

火災の状況、 Ｑｊ ｩ ， 、窓の ｉｭｬｾｊ 状況、室の気密性

なとA 挙 !li1J に与える粂1 ' 1ーが多織であり、その解

折は複雑、 多1i ! 1i にわえ って おり、: 定: L l fJ'0なも

のをもとにした，: 1 " (直lは不可能に近かったが、

近年の研究とコン ピューターの発達にともな

って可11Eなものと〈よ ってきた。 大規模な建築

計画では避難，H幽と|リIj ;煙，i h盛l が定量的に解析

された設計が必ｾとされ てきている。

② 超高層ビルの防煙計画

遊 ｾｦｦｲ 計画と ｾＩｪ ［ 煙， ｈ ，凶は、Ａ日 ｊ Ｓￆのように危険度

が高ければより '/ '. <追!i ! ff ，できる計画とし、逆

に避難 1::11.¥'1111を裂する場合は危険度を低くす

るように，11- 1凶しなければならなし、。必高射ピ

ルの避難を存えた場合、避難ルートとして考

えられるものは、エレベーターが火災 Hキに使

用が禁止されているために階王立にたよるしか

ない。この場合、 f立険度を低くする }j 訟とし

ての日 ｕｪ 煙計幽が丞ｾ，となってくる。

火災の発生とともに安全に遊維が可能な防煙

計画が防燥，H- l ! ! uの J，r本と巧えられているが

多数の階がつみ ili なって いる必高層ビルでは、

火災発生階の遊日fLi I・l曲と| 切燃 ，i I 画の 1 本化の

他に{ 也階への汚染II)j 11 : 、避難ルートの安全般

保がより重要となる 。これは 大規模でかつ抜

雑な平面をもっ低Mピルとは、災な った防地

計l両が必要と〈よるであろう 。

附室( 車 2 ｾＮｸ宮全区画Ｉ

燃は人1 / : 1 と災な って 意志を持たない iifcWで・あ

り、その流動を左右する嬰1; s J は気候粂 ('1:. (胤

ｼ旬、 ｪ 瓜述、気品Ｉ、火災室をはじめ他物件 ｪ の ｉｬ ｾｊ

1  Ｑ ＺＱ ＱＱ ｉｬ ｦｭＱｾ 火 ｪ 兄、エレベーターシャフ卜、昨＿段

なとのシャフトに発生する煙突効果の; 必料が

あり、起 ｩ 尚 ｍ ピルにおいては、その ｾｉ 凶の数

と彬特は経験にもとずく程度をはるかに必え

て膨大かつ線維であり、 l副定化された :!.r準 的

防燃 Jiil，では対処不可能である 。

そこで巡目fLi IL必と|坊煙計画の終合性をもとめ

て定以的 な，HI ! 国が必要となるが、辿物件l で火

災が先生し、安全な状態から危険な状態に過

H主的に変化するフロセスの中で白人 tlll のMi! ff，行

動と矧の流動も変化する 。この微 な 経Hキ(1甘変

化の '1' で安全を保障していくことが必要であ

るが、 JJI.:t Eのところ火災1 ' 1 : 状の多機性を与え

た場介、避難 ，iI画 にもとずし、た安全l丘幽、避

難経路をいかに煙から守るかという，Hl ! ! uを取

らざるをえない。

今1" 1試みた新街野村ビルの防煙設，汁は、火災

Hキの多微な状態の中での燭の挙動を解析した

うえで、 その安全性を確認し不完全な :'111分を

補 足修正する J u去で計画を. i l l i めた。

安全性の維認は 、原則として避難経路や安全

l三l凶に煙を流入させないという liij 艇 で、行ない

煩の伝係経路と遊維システムとの綜合判断で

遮煉{ 立山を検討、 i監煙粂fヰを満足するような各

ｾ ｉＺＺｉ の ｊ I: ;J J 自己世を機械力によ って作 る給側気

システムとしたもので、ある。

，i I . 幽とし ては火災の発生から成長知l にしたが

って段断的な遊統計画と防純計凶を行な った。

火災初JlJ lでは火災室から第 l 次安全 l豆Illlj (Jrili 

ド ＩへできるだけＡ， ｉ ，く避難できることが必 ｾＵ

であり 、＿ｲｾ 1 次安全区画を煙から守ることが

ｾＨ ［ ＯＨされるのでこの場合の遮煙位 ｪ￹ｬ ま「火災

主:-1.おド」となる。

火災の成長Jl J J には第 2 次安全l丘l!!u (附室、断

段) を煙から守ることが必要である。これは

IIH主ーを拠点とした救助、消防活動の安全性を

航保するとともに上階への煙の伝婦を| り' H<I

附の人々が避難を行なう階段室を燃から守る

11的 である。この場合の遮煙位 j ul ま「版下一

附室」となる。 ( 図 - 6 )

今1" !1;J，HI した給排気システムは、出2主および

lrili Fは強; Ii I l 1JI 煙、附室は強制給気設flI ii を" 生け

るシステムであるが 、安 全 ｩ 立の峨鋭、のｾ ，ｾ本 条

ＨＧＱ Ｇ として火災性状は 初期火 災Ｈ火災附 ｍｾ Ｈ ｏ 、

成 長Wl Ｈ他階避 難、政助消火活動 Ｉ、 Ａ，ｽ ｉＧ ， ｾｊ ｬｊ Ｑ ｕ￬ ｌ￭

|リ'iiliWリIJ) の状況を設定し 、火災主・温度をス プ

リンクラ一作動溢度の72.C、火災室排煙 11M



火ダンパー閉鎖温度の280"C (計算上は20'C の

安全をみて260'C とした) 、 420'C ( 廊下排煙 口

防火ダンパー閉鎖温度) 、それに故高温度600'C

t 燃え草liI 30kg / ばとした計算上は約900'C と

なるがオフィスビルであることを考厳して 600

℃とした) の 4 段階を仮定しさらに冬季、夏

季の外気温のお低差 、避難扉等のn自閉状況を

含めて流 動計算 を行ない石 ￭ｾ Ｚｬ＿Ｎ＿Ｎした。

結果として火災発生の初期lでは、火災室の排

煙を行なえば避難上廊下などに悠が流出する

ことはなく第 1 次安全区画の安全性は確保さ

れており、成長期には火災室の排煙が作動中

で) j ー附室に煙が進入すれば、附室の給気を

作動させることで附室の安全性は雌保できる 。

また火災が成長し 、火災室の排煤 LI 防火ダン

ノf ーが閉鎖されるような状態に告: れば、廊下

排煙を作動させることで火災最低iJ 羽まで附室

の安全が保証されることカ叩在認できた。防煙

設(Ji ii で問題 となるのは 、区幽の項でのべたよ

うに l丘l薗および建物全体 の気密nの確保と操

作 システム 、操作時期の 2 つであるが、 とく

に注意を要するのが火災室の排煙設備の操作

ンステムと J栄{乍H寺} 切である 。

一 般に封ｼ煙設 ｦ ｊＯ ｬｬ の設置目 ＨｉＯｾ は火災ｻ個所にいる

居住者のザ灼I i 堅苦ffr を容易にするためと 、火 災

先生JJA所から f也の安全な個所へのt曜の流出を

j止小限 にとどめることを目的としていると E盟

併され ている 。しかし 排煙することによ って

蝿の誌からのがれられることは' # 材に想像で

きるが、1' )1，煙を効果的に行なうためには同s

の新しい空気を取 り入れねばならず排煙を行

なうことは、すなわち火災室に他の個所から

それだけの新しい空気を吸い込むことが必要

となる。火災室に空気が入り込めばそれだけ

火災の燃焼は促進される危険も有り、無差別

に排煙設備 を作動さ せることはこの点では危

険でもある 。また排煙設備を作動させると、

火災室iIld交がまだ高温にな って いない初期lの

段階では、火災筆一廊下rmでの圧力差が約15

mmA q  - 20mmA q にもなることが推定され、

新しいZE気の流入とは別に避難扉が全 I!J 'Jであ

ると想定すると標準的扉 I 枚 に約15kgの重主I

ｭ となり、五ｾの ｉｊ 月間に支障をきたすことも起

りうる。また火災室 iHl J に1)11くwは逆に閉鎖し

ない状態 を作る危険もある。

廊下等の可燃物iit の少ない個所での排煙は新

しい空気の流入による火勢の的長 といった危

険性はすくなく他の区画への煙の伝婚を防ぐ

意味で、大変有効であるが、火災ｾ 排煙 の 作 ｲｲ￸ｊ

Hキjgj については↑ n重を要するものと考える 。

中ピルの火災釜から第 l 次安全区画までの避

難時間は約40秒、火災室から第 2 次安全区画

までの遊' f ffr 時Ili lは約 1 分30秒であり、火災発

生から煙の先生、 .f)，よ散を考えでも火災釜から

の遊紙上燥が附: さになることはすくなく逆に

火勢を噌長させたり ｷ の ｉｬｾｊ 閉 に支防をきたす

危険をさけ で、火災隻ーからの遊維がほぼ完了

した" 抑制から IJ 日始することが必安ーである 。

居 室

火 災 霊 ( F)

居 室

居 室

- 排煙

E コ 給気

給排気

居室排煙量 7. 7kg/ S  

廊下排煙量( 中)- 3.4kg/ S

(脇)- 1. 7kg/ S

附室給気量一一一一3.526kg/ S

の . 防 火 ダンパー( 閉鎖，且度 280"C )

QSl 防火ダンパー( 閉鎖:U 420"C )

居室排煙天井チャンパ一方式( 排煙口天井内)

廊下排煙: 天井面排煙口( 排煙クリーク)

防火区画扉

居室ー廊下常時閉鎖自閉式甲種防火扉

廊下一附室 . 常時開放自閉式煙感連動甲種防火扉

附室 便所: 常時開放自閉式煙感連動甲稜防火扉

附室一階段' 常時閉鎖自閉式甲種防火扉

作動順序

①排煙ロー手動又はリモコン で開放 排 煙 機 作 動

②給気口 手動又はリモコ ンで開放

図 - 7 防煙システム基準階平面図

③防火ダンパー: 閉鎖温度280'C

④廊下排煙口 . 手動又はリ モコンで開放

⑤防火ダンパー 閉鎖温度420"C

火災室の排煙 の効果は火災室の室内圧を低く

することによ って他 の区画、とくに上階への

煙の伝婚を防止す るのには大変有効であると

考えられるの で火災室排煙の効果的使用方法

を管理運営面で十分な理解をしておく必要が

ある 。 (図 - 7 .8 .9 表 ー1.2. 3)

火災状況 居室 廊下 附宝 操作方法

手動豆"

リモコン

手動: sI . IJ

染給買作動

リモコン

手動豆 IJ

リモコン

手動: sI . tJ

リモコン

火災初賜 排煙作動

ｕｾ 煙作動中

火災成長鰯

買

中

一

貫

中

一

動

一

動

一

鎗

作
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鎗

作
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作

-

僻

皿

w

b

F

-

J

E

t

-

-

一

一

合

ン

一

た

一

場

ダ

一

し

一

た

火

一

m

一

し

防

鎖

一

信

一

と

〉

q

-

e

司

'

n

v

'

M

-

‘
，

-

3

4

 

ロ

が

一

窓

一

よ

煙

二

部

合

一

し

排
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表 - 1 防煙方式の給排操作 シス テム

R F  

圃 '

53 F  

機 械室

切 F

炉'

t l室

レストラン

廊 下

7 ラブ

._ 

F  

機械室 廊 下 居室

機 械室 E眠
廊 下 居室

機械室

e  ・----附室

廊 下 居室

同

-・'E  •• p  p  F  P  闘室機li.l 蜜
廊 下 居室

機 微室
-" E・.-ー.-， 附室

廊下 居室

織 械室 廊 下 居室

ｾ ｬ 室 廊 下
カフェテリア

」一 機 械室

庖 舗

排煙
- ー 給気

-・・b 圃 圃

25 F  

図 - 8 給排気システム図



EE囲

火勢が衰え室内が

すけてみえる

煙はまったく薄れる

金

F O以後火勢が盛

んで高温が待続.

偽造耐力に重要主

意味

状況別 状況内容

E Zトーl Al l

50C前後. 平均室内温度 100C以下

気密性が良で関口部が閉であれば室内σ:

酸素量が減少すると燃焼は衰える

E 歪歪E

Q 非 E L の使用 ¥z 消防隊の活動 本附室は消防活動の拠点として使わ れる

OJ非 E L附室の専用住ポ ッヲスから放水 可能性が大 ( 特に外部消火が困鋭な時)

注ー O F - c a. l J l 描崎火戸. 常時間1111 トアチエ J ク付スト ッパー 煎 O C - L 鼠. 甲櫨防虫戸 常 時 間 蝕 随 時m鋪 D L - S 属 l J l 撞問先戸 常時間1111 トアテ . J : ' "J ク付スト ッパー無

附室に煙侵入『附室給気

火災室の排煙ダンパー閉

廊下排煙作動

附室給気中

火災室排煙風造防火ダンパー閉鎖温度280'C

廊下排煙風道防火ダンパー閉鎖温度420C

火災室排煙

国

スプリンクラー72C

火 災 状 況 想 定 表表 - 2

「 ｾ ピ 災函扉扇面蚕 一 寸

F- C  C- L  C- L  L- S 

( 中) ( 脇)

0. 5  0. 5  0. 1 

屋 階

閉

他階

閉

階段室原

1階

閉

q

u

q

同

u

q

-

R

R

四

月

l

中

区

一

H

外部窓

破|自

無

火災室

温度

7 Z C  

ス
一

号

一

J

ケ

喬

一

μ

備考

火災室ー廊下問で這煙が完全に行われている0. 5 

無 廊下一附室問で進煙が行われている 。脳通路は安全0. 5  0. 5  0. 5 0. 5 閉開閑問2 6 0. C  ( 6)  

向上0. 5  0. 5 0. 5 0. 5 閉開開閉(C)  

消火活動のために火災室に進入しても附室は安全である閉0. 5  0. 5  E百開開開開無
4 20. C ( 0)  

0. 5  0. 5 

Sl. U  3l. U  

開 閉

0. 5  0. 5 

ll u  5l. u  

閉 閉

，主 ｆ ｾ 火災宝 ｃｾ 廊下 Ｎ (中) t.I φ廊下、 (凪) t . I 臨廊下 L - 附 宜 ｓｾ 陪段宣 滋 =中央廊下且 25J1.t.IO， I 也廊下且 5 Jl.t.1 0. 1  

噴銭放水等で援護して消火活動をすれば附室 l正安全閉0. 1  l羽開開開
恒6 0 0・c( E)  

同上開0. 1 l羽開開開有6 0 0・c(F) 

附室

一 +3. 5 2 6

- 3. 4 ー1. 7 +3. 5 2 6  

3. 4 - 1. 7  +3. 5 2 6  

連 * =中廊下0. 25 脇廊下 0. 5

④冬季・火災室温度6ω ℃ ・通路排煙

附室給気

脇廊下中廊下火災室

- 7. 7 

- 7 . 7  

外都窓

破損

無

甚

無

担

火ー 災一随一関ーロ「率

火ー廊 廊ー附 廊 附 附一階

災 下 王 室 王 室 室 段

室 生 態 室

0 . 5 0 . 5  O. 5 1. 0  

0 . 5 0 . 5  0. 5 0. 5 

様 0. 5 0 . 5 0. 01  

0. 1  0 . 5 0 . 5 0. 0 1  

安 全 確 認 ケ ー ス 分 類 表

ロ霊E

260'C - 6∞C. 初朗の終わりに窓ガラス

などが破れ空気の流通ロができると燃焼が急

に盛んになり. 温度上昇。一瞬にして室内が

炎に包まれる F O現象。これ以後は室内に人

が生存しえない

|第 1次安全区画 (廊下)の惟イ刻一一一一一一一一一一|第2 次安全区画 (附室) のほ保|

火災階避錐『直下階 火災階の遊殺は終了 ，救助活動

火災室IFド廊下にト・附室ILド階段室(SI 他踏の進級. 階段室. 他踏への汚染防止

。 f ) o  

給排作動状態

火災室排煙作動

火災室排煙作動

附室給気作動

火災室排煙防火ずンパー閉鎖

2 6 0・C 廊下排煙作動 無

附室給気作動

廊下排煙作動

附室給気作動

廊下排煙作動

附室給気作動

廊下排煙作動

附室鉛気作動

表 - 3

堕畠笠晶至. 豆

蹴

開

閉

閉

一

間

蛸

一
問

一
関

一
関

一
関

踏

一
閉

一
関

一
関

一

関

問

画

一
閉

一
閉

一
関

一
問

中

区

一

(.C) 

室温

7 2  

2 6 0  

4 2 0  

6 0 0  

階

6

一6

6

-
6

( M/ S) 

風速

9  

9  

9  

9  

向

正

一
正

一
正

-
正

風

(. C)  

気温

- 1. 5  

- 1. 5  

- 1. 5 

- 1. 5  

節

一
冬

一
冬

一
冬

一
冬

季

一

① 

@  

火 災 意

風 。 155

仁ごこコで阻んだ霊童字は、 慣様カによる鎗 ・銚気

。120

一常一

③冬季・火災室温度420"C ・通路排煙

附室給気

且 0.155

・・ は煙の流出争 は空気の流出

0.116 

2)冬季・火災室温度260"C ・居室排煙

附室給気

0.117 

且 1.510

煙 挙 動 解析 結果 ( ケ ー ス 分 類 か ら )

1)冬季・火災室温度72"C ・居室排煙

0.196 

で は な い。 そ こ で 災 害H寺 の 防 災 情 報 処 理 の 全

体 計 画 は 、 計 画 さ れ た 防 災 施 設 、 設 備 を 兵 に

有 効 な も の と し て機 能 さ せ る た め に き わ め て

重要なことであり、綜合的に集中管思! を行な

い 火 災 の 早 期 発 見 と 通 報 、 避 難 誘 導 、 消 防 な

どに 対 す る 情 報 連 絡 、 初 期l消 火等 、 ま た 消 防

隊 に よ る 本 格 消火 、 救 助 活 動 の 拠 点 と す る 必

要 が あ る 。

一 方 日 常 の ピ ル 環 境 保 全 の た め の 業 務 も 多 種

多 械 化 し て お り 、 空 調 、 衛 生 、 屯 気 、 }11降機、

防災面では、災当- 発生H寺の情報の欠除 や混 乱

通報、指示の遅れは主主命的な事態をひき起す

こ と に も な り か ね な い。 災 害 発 生 時 に は 建物

内 容 へ の 不 案 内 、 火 災 な ど に 附 す る 情 報 の 不

足 、 群 衆 心 理 、 孤 立 感 に よ る 不 安 感 な ど き わ

め て 被 雑 な 心 型 状 態 に あ る と い え る 。 このよ

う な 状 況 下 で 笑 状 を 客 観的 に 判 断 を す る必要

が あ る が 、 超 高 柄 ピ ル な ど の 大 統 模 な 建 物 の

場 合 に 全 館 に わ た っ て 火 災Hキ の 火 災 、 煙 、 避

難 の 状 況 を 的 確 に把 躍す る こ と は 容 易 な こ と

図 - 9

皿 . 管 理 と システム

大惨事の実例をみるまでもなく迷物の縦持 Ｗ ｾ ［

型 巡 営 の 良 否 が 、 そ の 建 物 の 防 災 的 性 能 の 良

否 を 決 定 す る と い っ て も 過言 で は な い 。辿 物

が 大 規 模 化 、 被 雑 化 す れ ば 建 物 内 の 環 境 保 全 、

防 犯 、 防 災 対 策 も 多 種 多 様 に な っ て き て 処 理

す べ き 情 報 公 も 嶋加 す る の で 、 こ れ ら の 処 理

に 高 度 化 、 安 全 性 、 確 実 性 、 経 済 性 を 椛 保 す

るためには、各種の施設、設 備 の［ｴｒ ＱＫ ｉ ｾｮｭ 化

が 必 要 と な っ てくる 。



ゴミ処理、T，'i 拐 な どの運転制御のための集中

管理が行容われているが非常H寺に防災設備と

対応 して火災の状況に応じた対処が必要であ

る。両者を合併して緊密な述絡や適切な措置

をとれるように一元化することがのぞましい

がこれまでの業務分担では 、一般設備の述' 伝、

iIl 'l伽l、似守点検などは機械電気のエンジニア

が行ない大規模化によって機械室、電気室が

分散することもあるが、できるだけ機械室な

どに近い方が望ましいといえる 。火災の予防、

災 ｾＺＢ ［ ｦ の通報、指示などは答備要員が行なう

の が一般で、防災センターの位世は法規的に

も遊覧fg階まえはその直下、直上階という胤定が

あり、それぞれの位置およびま臥t&上の問題整

理を行なう必要がある 。 当ピルの場合は 、計

画当初から車脳哉、運営上の検討を始められ信:

理セ ンターを一元化集約化す る) j 向 で設計 を

行な った。 (表- 4 )

建物が大規模となるとその守備範囲も広大に

なって管理センターの他にサプセンターが必

要となる 。 当ピルでは 、 タワ一部14階毎に (5

階、 19階、 33階、 47階) サプセンター ( ミニ

デポ) を設けそれらに対処しである 。 このミ

ニ デポでは全館の火災監視パネル 、非常電話、

管理センターのモニタースピーカー、災= 主答どg: の

状況を 4 段階に分けてセン夕一に通報するク

レ一卜

でE勤b' i : 務完に当 つている 。 この ミニテデ，ポ拠点とし

てf保呆安; 婆E安Iμ が糾l' 唯脳『阪』次パトロ一ルを行〈なkい土￥1件l J賜則与捌l発

. h兄，' . 、緊急対処に当るが、 パ トロールは定めら

れた巡路にしたが って各ポイントに設置され

たキースイ γ チ操作を行な ってそれが防災セ

ノターで記録敗視される 。 ある階で災害が発

生したことがセンターでキャ γ チされた場合

は、主 ニ デポで待機 '-1"の保安4要員 には火災政

鋭パネルと ｾＱＺＧｆｬ［ ［， ＮＧｾｲｲ 話で述給され、また巡回中

の保安ＧｴＡ Ｈｴｾ には個々かＮ待 っ ている ペ ー ジ ング

と各階巡回チェ ック ポイン卜のキー ス イ y チ

がある防災 パ ネルの赤色ラ ンフがフリ ッカー

して緊急速絡がとられて各階に分散待機、巡

回している保安要 μ がI児島j に急行する システ

ムとした。 ( 図ー 10，11 表ー 5 )  

ュータ一 利用 の有効性は 、設備管理の省力化、

省エネルギーを目的とした経済的効架治活: し

いが、防災的には防災盟主の布ii 小が図れ、デー

ターの記録、統，汁処理が簡単であり、必嬰な

ｈ 寺にすぐ ｊｾ り出せること、また ｃ ｒ ｔ ( テレ

ビ画像) を 利用 して火災踏の平面図などが映

し出せ各設備の作動状況な ど各種 のインフォ

メーションを得ることができる 。

また災害H寺に対処すべき処置の操作シーケン

スが表示され、操作 シーケンスに従 って操作

することによ って談判断、談操作が軽減され

ることである 。 ただ ｩｬｬｾＧ なことは多織な災害

の状況に対応するには人 IIJI が最終 的判断 と指

示 、操作 を行なうことであり 、客観的 かっ正

確 な判断 を行なうための設備としてコンピュ

ーターを{ 史用 することと 、 コンヒ.ユ ーターが

ダウンした場合のパックア y プ機 能 を設ける

ことで・ある 。

地 |てI 階管理セ ンターに プロセスコンヒ. ユー

ター ( C P U6 4 K B )  2 セ γ ト、 ( 1 セ y トは

パ ックア ップII J)、 C R T 3 セ ッ トを設け、各

設備の機 能チェッ ク、端末機総とそれに至る

l旦|路のチェ ッ夕 、111 州 11、防火ダン パ ーの動

作、復帰テストまでを合めた敗視 システ ムの

機能をもたせている 。

守岱'S)理史 七ン夕一が1刻非lド5斗?計i?切H

t巨鈍僻)1箪11す るためには、 、IZ'，:;¥'"ギから防災施 設、 i没(，iii

の保守} ，'λ 険等を行ない平常の巡回による状況

把握と点検および災 qi;: を未然に防ぐ必婆があ

る。 また災害が発生した場合は短H、¥'I t : l で現場

に，急行し正維な -h' i報をセンターに伝達するな

どの緊急対処を行ないまた適切な遊i 1fg誘導な

どを行なう必要がある 。
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表

管理センターとサフセンターの設直

建物が大規侠化、複雑化すればその情報11I と

処理件数も英大になり情報処理機能とし てミ

ニ コ ンヒ. ユーターを利用 したマ ン ・マ シン コ

ントロールシステムを採用した 。 ミニコンピ

総合監視態

中央 監 視 盤 監視パネル左: ヱレ ベ- $ 1 ー運行右: 防災設備 防災監視皇室

中央監彼盤 酷出E 彼瞳

固 固1:

図 - 10 ミニデポ 14階ごとに設けら れたサプ

セン: $ 1 -

図ー 11 ミニデポ閉館内巡回サ - ? J レ

および非常時対処模式図
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防 災 尊 周 動 力

立 函 表 示鍍
。。。。。

表示

平 面 表 示 鍍
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管

集合要不窓他

理

〆ミ J レ

セ

ン警報 ブ ザ ー

空

防 災
。。。。。

の 自動
巡回 ・清掃

様記録

防 犯

手 動
。。。。。

制御 自 動
。

運 動 指 令

表 - 5 管理センタ一機能一覧表

おわりに

フ セ

寸P
〆

J  、
ト

。

。

。

。
。

新宿野村 ピルの防災設計にあたって重点的な

計画を行な った部分について記述して 、防災

設計上、特長のある部分にかぎったが、安全

性 に対 する 対 策は人命の災害による損失を皆

無とす ることを最終的 目桜としており 、 その

ために無限の投資をすることにもなりかねな

い。 そこで安全性の限界をとのように位置 づ

量

1) 
ンガ 調 Jl¥ Jl¥ ノ

ン べ 震 ド盤

手常錠口正

ドキ V  

幸E 〆 ガス
ノて

ノ フ マ I 置 カ

勺 ス 者ま 4融 4幾

/  、
ヲ タ 童十 〆 メ

ト 盲 7  

火報消火詮備区画 排煙区画排煙関連被器 通 報 連 絡 重量 備 非常工レベーター ・その他 防 犯 設 備

0 10 10  
。。 。。。。 。

0 1  1  
。。

0 81，82のみ C 8i . 82のみ

。。。。。。。。。 。。 。
。 。 。

。。。 。
。

。。。。。 。 。
。。

。
。 。。。 。。 。。 。。

。
。 。
。 。

けていくのかが、つねに問題となる 。 今後 防

災 設 計 が体 系 化 されるにしたがって限界を 明

確 化 す る必嬰もあろう。また 、述物 を椛 成 し

ている要素の 中 には、安全性 を ささえている

要素と日常の居住環境を縦持している要業が

あ るが、各 々が別fl 自に設 けら れ ている 中に、

平 常時 にはまったく機能 しないものもあり 、

経済性から日常時の保守点検にいたるまで数

。 。

々の 問題 を含んでいる、 今後は|坊煙のための

給排気設備と空調設備の併用、エレベーター

シャフトの防火防煙対策 と遊¥ifgH寺のエ レベー

ターの利 用 など、問題は多いが、これらを解

決 していく 中 で、より 一層合理的な防災 設計

が可能になるのではなかろうか。

( やまぐちてつお 安11' 建築設計事務所)



新宿野村ビル

主 な 協 力 業 者 P R  

鉄 骨 株 式 会社 償 河 橋 梁 製 作 所 !.J:[ Jj( 1i 1Sl.控l正之机1i 4 - 4 -44 T E L  03- 453- 411 1  

鉄 骨 川 崎重工業株式会社 Ｊ ｊ ［ｲ ＱｩＱ ｗｾ 区浜仰 ｊＲＭＴＭ Ｑ T E L  03- 435- 2227 

生コンフリート 関 東 宇 都 コンクリー卜工業株式会社 l!Oi (/ifl 江東区銀洲←11-3 T E L  03守 533-1001

生コシクリート 東 協 生 コ ン 株 式 会 社 制，1i ! 5千代悶区神間奨土代町 1 T E L  03- 294- 4791 

-t ・鍛 治 丸 嘉 架 設 株 式 会 社 州 市i15料! 何回士l柄 3 - 18- 15 T E L  03- 999- 1254  

そ ・土工芝塚建設株式会社 埼玉ｾ［ｾｊｬ ｉ 口市西青木 Ｒ - 5  - 15  T E L  0482 - 53- 0082 

土 工 ・基 礎 株 式 会 社 関 原 工 務 庖 東京郎八王子市大和田町 4 - 26- 16 T E L  0426- 45- 5155 

型 枠 サ イ ガ 建 材 リ ー ス 株 式 会 社 点点郎浴区虎ノ 門2 - 6  - 7  T E L  03- 502- 2201 

型 枠 山 本 建 材 リ ー ス 株 式 会 社 ール 川i15港区附属 2 - 12- 11 T E L  03- 504- 32 11 

揚 重 ・ -t 株 式 会 社 外 山 工 務 広 U! J;r 自n渋谷区神白・ iiil l - 9 - 4 T E L  03- 40卜 6670

コンヲリート圧送 建芙コンクリートポンプ株式会社 点;jr ｴｬ Ｕ 府 中市浅Ｑｬｩ Ｑｾ ｔＴ Ｍ Ｑ ＳＭＴ T E L  0423- 65- 721 1  

カーテンウォ- ) レ 不 二 サ ッ シ 販 売 株 式 会 社 ル ; rms中央区日本総室町 1 - 3 T E L  03- 279- 1611 

カーテンウオール 巳 軽 ア ル ミ 販 売 株 式会 社 * Jjr/i f S中央区銀座 7 - 3 - 5 T E L  03- 574- 3617  

カーテンウオール 日 錨 サッシ販 売 株 式 会 社 東京町i千代田区神田錦町1-8(0 ・p ピル) T E L  03-259-4511 

蛸 子 株 式 会 社 川 島 ガ ラ ス * Jjr ms析街区制場町20 T E L  03- 269- 8351 

硝 子 古田 ガ ラ ス 株 式 会 社 東京郎杉並区和以 2 - 1  - 2  T E L  03- 323- 8521 

硝 子 株 式 会 社 伊 藤 ガ ラ ス * JjrmS千代目 l区ニ崎町 2 - 16- 9 T E L  03- 26卜 5552

塗 装 中 部塗装 株 式会 社 東京r，J I ｦｦｾｬｬｬ 区布抑 ｮ ・ Ｑ Ｒ ・ ｉ Ｈ 祈有楽町ピル ＱＰＱＶ Ｉ T E L  03-214・5441

塗 装 板 橋 塗 装 工 業 株 式 会 社 m;jr nf S千代印区神田神保町 1 - 20 T E L  03引 3- 4801

塗 装 株 式 会 社 中 村 塗 装 底 !R" Jjr r. u品川区 l二大崎 卜 21- 1  T E L  03- 445- 0061 

耐 火 被 積 株 式 会 社 大 阪 H .:; キン ク 製 造所 州哨中央区l/r /III- 14-5(金盃抑 ピル) T E L  03-553-7531 

耐 火 被 積 西武ポリマ化成株式 会社 Ｊｊ［Ｈ ｉ￭ＱｓｾＺｦＮ ＮＱ 品 以上 池袋 Ｒ - 5  - 26 T E L  03- 916- 6121  

耐 火 被 覆 朝 日 石綿 工 業 株 式会 社 点 川15港区 海伴 1 - 4  - 15  (竹芝 ピ川 T E L 03- 436- 5171  

耐 火 被 覆

石

石

石

日 本 ア ス ベ ス ト株式会 社 J+( J川15中央区銀座 6 - 6 - 5 T E L  03- 572- 0331 

岡 田 石 材 工 業 株 式 会 社 削 IV，H <IJI Itl I雌治問 f 3  T E L  0878- 45- 3355 

関 ケ 原 石 材 株 式 会 社 州 バ15'!' 央区八 l淵 3 - 20- 1  T E L  03- 552- 1471  

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 底 東 京 支 庖 車;jf lis千代田区丸の内3-2-3 T E L  03-214-3561 

三 和 シャツタ 工 業 株 式 会 社 恥; ' (，111附 区間刷会1ーI (附 i三井ピル) T E L  03-346-3011 

東 洋 シャッタ一 株 式会 社 東 京 支 庖 * );， (，11中央区銀座7-15- 17(111勝ピル) T E L  03-543引 45

昭和 銅 機株式 会社州 ｴ 同 ｩ 刷局 ｬ 正 ｬｩ ｩ ｬｾｦ 洲 ｦＶ ・ Ｑ - 10 T E L  03- 969- 1101 

株式会社 イ 卜 ー キ mJj( /i日中央区銀雌 1 - 8 - 19 T E L  03- 567- 8271 

シャ y ター

シャ ッター

サ ッ シ ュ

ス チ ー ル

パーティシ ョン

内外装金属 株式会社 田 島 順 三 製 作 所 点点削減楠IR 前野町 6 - 2 - 2 T E L  03- 960- 5131 

銅 製 盤 具 田 中 サ ッ シユ 工業 株 式 会 社 t白浜市港南区上水谷町3450 T E L  045- 842- 2 111 

制作パネル 奥 村重 兵 衛 株 式 会 社 東 京 支 庖 削{ 都港区新胤 引 約時 ピル) T E L  03-437- 3361 

金属製家具 株 式 会 社 岡 村 製 作 所 附 ｦｾ､ｩｩ 珂 ｬ 正北事 Ｑ - 4 - 1  ( ワールドプラザ) T E L  045- 319-3401 

システム天井

石膏パネル

三 友 工 業 株 式 会 社 U( Jjr 自11'!' 央11{ ! J 本稿制御T 1  - 14- 14 T E L  03- 667- 6861 

内外装i主具 菊 川 工 業 株 式会 社 似f 仰品I WI正悩川2 - 18- 10 T E L  03- 634- 3231 

金 属 装 備 宏和 妓 建 株 式会 社 *，1; ( 仰向飾区 t'l (戸 5 - 6  - 7  T E L  03- 602- 7826 

内 装 株 式 会 社 く ろ カ ず ね 工 作 所 点点目rt 5i荏l正之 5 - 29- 20 T E L  03- 455- 2171  

天井材大建工業 株式 会社 大阪 ､ｩｾｴｬ Ｑｻ ｯｊＧ之，ￇ［ ｜ＲＭＳＭ ＱＸ T E L  06- 203- 5541 

建築金物ナカ工業株式会社 崎ユ ｩｾ［ｾ 八潮 市仰 ｦＳＹ T E L  0489- 36- 3781 

t P A I里石 渋 谷 金 属 産 業 株 式 会 社 大阪oI il t. i区鍛治刷 f52 T E L  06- 211 - 7333 

ナカ自動ドアー ナ ブ コ シ ス テ ム 株 式 会 社 東J;' (，15港区虎ノ! "j] - 22- 15 T E L  03- 59ト 6411

遮 音 間 仕 切 日本ハードボード工業株式会社 班点僻中央区日本t制喰町2-1-1 T E L  03-663- 2046 

防 水株式会社関械化学工業所ＮＡｕ ｊｪｲ Ｏｩ ｕ 北区制ｾ 2  - 28- 7 T E L  03- 902- 3181 

防 水 高山 工 業 株 式会 社 制，1i! 5千代 1.1I 区旗士見 1 - 1卜 21 T E L  03- 265- 5631 

シー リング マ サ ル 工 業 株 式 会 社 点以郎江点IR 佐賀 1 - 9 - 14 T E L  03- 643- 59 11 

長 ニ ロ イ ぶ 三 星 産 業株 式 会 社 刺 ( 1i! 5千代凹区神 l日小川町 3 - 28 T E L  03- 292- 州

防 災 ニ ッ タ ン 株 式 会 社 '!u，jt 郎渋谷区幡ケ谷 1 - 11- 6 T E L  03- 468- 1111 

照明周lレーパー 株式会社 ヱ ビ ー シ ー 商 会 *J j f li1S千代出区永田町2 - 12- 14 T E L  03- 507- 7233 
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「建築と社会」誌バックナンバーのおしらせ

パックナンバーがそろっております。購入ご希望の )j は n本建築協会まで (，/[ ，j1; 06- 231  - 9648) おI11し込み |ごさい。

なお、 郵送料は実技 いただきます。年 IIrIl!拝読 ( 12情 ￥7，800 送 料 当 方f i1l 1. ) のお "1 し込みも応じます。

* 印 は 欠 号

IX 
1I ({，ft 146年(52J 長) H日手1I 4N. (53 !f，) !l f1利48年(54 !f，) II?'. 剥]49年 (55 !f，) 昭和50年 (56集) II({ 利51{ド(57 !f，) II({ 手1152年 (58 !f，) 昭和53年(59J!.¥)

住宅 - 60 年年代代 の 冬季オ' ) ンピ y

*  *  
デザインの動向一

I  
I総民照 と70 の主皇

ク と 札 似

lli ｾ 教 ff 廃止J 的環 境 保 全 似| ［ ｉ ｾ＠ 総 調，_ r 76 ー 建 築 デザインの動全向一

デザインの 動 向 告11 分 と 体
新旧のコントラスト

相Irn エネ Jレギと
泉北二回ユー タウン

lり1 I1 の 地 築 は 建築ｾＮｈ控柿造 兵 ｲ ［ｊ￯ ｕ ［ ｾ Ｍ その ｪ 瓜土
2  

無 公 二 年 化 ピ ル

6 0 0 r;- ，記念月 のコミュニティ F也 東 海 の 新 建 築 水

J生
ど う > d : る か の 問 題 点 と建築 建 築 界

イ ン テ リ ア 大 阪 大 林

*  *  
日本建築協会60周

医療施設ー病院建

3  ill 築 基 準 法 1呆 司 書 所 作 品 イ ン テ リ ア E邑 智正施 2生 年 記 念 号 ニ ュ ー

デ ザ イ ン ビ ル デ イ ン グ
タ ウ ン の 管 理

築と情報システム

伺1 '" 生 活 と 既 成 市 街 地 の fl ニ P  C  f匝 を 使 用
コンクリートの J弘

4  郁子行交通 Bl J 題 レジャ ーと F匝設 床 工 法 と 材 料
質の管理と方行政指滋向

外 壁 塗 装 材 料

み ど り 宅地 整 備 の 方 策 し た 工 業 化 住 宅

*  
大 阪 国 際 ｾ ｴ 娯ニ ュ ー

5  企 幽 と 設 計 水 ヰリ HI 社会 ・建 築 ・法 建 築 防 災 と 法 日 i彰 税 制l と 法 電波防i 1 l = と勉築

の プ ロ セ ス
ピ Jレ デ ィ ン グ タ ウ ン l汁 I! 血

6  解 体 工 山子ー : ! Hi1 ft 宅 の 設 (liIi

老 人 主l ! 築生産と流通 /i11市 の 対 観 と

市 街 地 ｾ (11I i  身 障 者 純 設

組 合 方 式 に よ る

コ ミ ュ ニ テ ィ 機 柿 の 変 本 F血 設 集 合 住 宅 ，H 図

住 宅 ー 主主築 家

*  
ill 築 と プ レ ス ト

7  制1 di と 浴 湾 ピ ) v σ〉
1'i レストコンクリ 工jJ，j主l! 築 と 設 備 !!H f別 品生 住 宅 設 (lI. i  

自E
'Bi ， の す ま

L 、
エ ネ Jレ ギ 化 ト 機

転 換 Jtll の ( 佳 rj ' ・n
*  

高 層 プ レ ハ ブ 生活排水処理施設 鉄 f'l" fo' li 迭 の
2型也地にむける間近r . :J 岨

8  
環新用途地 j或;811tと克 - k阪Iも;1岳と門同前尚M 新しい由t i以設，H

ニ ュ ー タ ウ ン 住 宅 の 精 道 設 計 の あ り 方 ジ ョ イ ン ト ブロシ . . . 7 ト

*  *  *  *  *  
日本住宅公同と主l! C  A  D  

9  軟弱 I曲線と漠災 自 ｾｉ ，i i ( _! ; 環境 への 桃 迭 と 施 工 人l:aJ . 車境としての lli 主 体 。コ

設計とコンピュータ
ア プ ロ ー チ

み ど り
タ ー ミ ナ ル ハ ー ド と ソ フ ト

築 作
目回日

る

*  *  
結ｾ｜ｬＢ s}i 止 対変 貌 す 騒 音 対 策 と ミニ開発から計画 大ポ 阪 府 浴

10 初i 叶i s}i 災 ( J : 上 と 材 料 l長似防ぷ工 事Nの ー ト タ ウ ン

ill 築 生 E主 防 音 材 料 策 と 断 熱 材 料失 敗 例 と そ の 策 的 ミ ニ l摘 発 へ ( f 定)

夕羽、2ー
8  [ij] 百1 l  9  I.i l  tFZ 2  

。
1"1 

第 2 lul tj¥; 2  2  凶 1:1'; 2  3  1" 1  建 築 に お、け る 第25回背年技術者

11 

.，'f  1. 1;' 1.主 体I 者 世r 年 技 術i お i' f 年 技 術 省 l'f i; f . . 技術j 行 何 年 技 術 者
1'j: {f. 技術- i ' i すi エ ネ ル ギ ー 化 ( ( . 定)

*  
ヨ ー ロ ッ パ の ピ Jレ 防 災 に

技 術i か ら み 2キ |l 第叫 桝 技 術 者

ピ ル 環 1克

1' 1 然 と 北 陸 の 新 ill 築 lli 合 住 宅 の 設 備12  

ま ち づ く り I刻 す る 12 1'j: レ ジ ャ - ｾ＠ HtI ill 築 の WJ l回 u. 定)

③ 建 築 技 術 選 書

企 画 日本 建 築 協 会

く 刊 行 開 始 フ月 30 日〉

， . 茶 室 の 話 rfVZ 岡田孝男著

茶室の g没計に |刻しでは，多くの約束事があり ，むずかしく専門的 で

あるといわれている Ｎ 本 ｾ ｉ ｾ では，専 門 家だけでなく ， 多くの建築妓

術者 が茶室設計に関心を持つことができるように，豊富な実例写其

と' J ! [ 画関をmいて平易に解説 - - - - - A 5 ・136頁 ・1，0∞円

2. ビ ル の 省 エ ネ ル ギ ー 1275 中村猛著

今 世紀政大の課題 である 街エネルギーに |均して ，建築分' J ! T に多大の

ｗ ｈ 寺が寄せられている Ｎ 本 ｉ ｉ ｾ では，ピルの空調システムとして ｩｴ も

効率のよい (複 合ヒートポンプ〉 について ，建築技術者を対象に ，

わかりやすく解説 A 5 ・136頁 ・1，000円

近刊 - コ ン ク リ ー ト 工 事 の 管 理 奥 島 正一

- 下 水 処理 の し くみ 松 永 一 成

- コ ン ビ ュ ー タ ー に よ る 情 造 設 計 (仮) 魚 木 ｉｉ ，ｾ Ｇ夫

- エ レベ ー ター ・エ ス カ レ ー タ ー 木村手1 H1i

- 槍 造計 画 と や さ し い 力 学 須 賀 好 窓

( 以下続f ll )

編集 学 芸 出 版 社

発 行 京 自111市下京区木津屋係jlfi 凶i!uJ院 東 入 T E L  075- 343- 0811 

日本建 築協 会創 立 60周年記念出版

「建 築技 術選 書」 刊行にあた って

わが日本建築協会は，発足以来 ，建 築関係諸音 Ｑ Ｑ 門 の述ｾ，協力によって，

建築の. . ; . : 術 ・技 術 ・事業の進歩と発展をはかり ， ひろく社会に貢献 すること

を大きな目的として歩んできました 月刊 会 誌 「建築と 社会」の発行， また

随H寺の 講 習 会，講 演会の 1m!砲などを通じて ，会員ならびに一般の 人達に建 築

知織を啓蒙し ，技術の向上に寄与すベ< ，多分里子にわたって 帳 ひろく活動 し

ています ー

今日 ，建築技術の発展はまことにめざましく ， 日に日に未聞のジャンルが

Ii H拓されており ，ま た，建築をとりまく社会的環境 も一層厳しさをmしてい

ます . 社会はわ れわれに，よりひろい視野と深い知識 をもって ，建築という

きわめて 創 造 的 な社会 的事業にあたるよう，強く求めています . 建築にたず

さわる者は ， 進歩にたえず目をＩｬｾ長り，知識の追求を心がけて ， 社会の要請

にこたえていかなけれ lまなりません

このような H寺代にあ って， 日本建築協会は，昭和52年 3 月 をもって 創立 60

周年を 迎 えるにいたりました . この記念すべき H寺を契機として ， ＱＱ 寺 代の ｉｾ ｾＩ Ａ ￍ

に対応し ， より一層社会に京献するため ，総力をあげて新しい企画「建築技

術 ｾ ｉｉ ｾｊ にとりくむことにいたしました ー

「建築技術選. zt; J は，日常の業務， 研究に役立つ有効適切なテーマを多方

l函にわた ってとりあげ，各分野の第一 人者が，知識や技術を ， その原理，基

本からわかりやすく解説したものです .

本選 ｉ ｉ ｾ が ，初 級技術者 ， 学生をはじめ ，建 築に関連したすべての技術 者 の

よき伴侶となれば， まことに幸いです .

II g ;j' 053年 6 月

社 団法人 日本 建 築 協 会

会 長 塚本 儀 次

出版委n長 小 林 消

1割引で頒布いたします。



大阪都市計画による 用途地域 および防火 ・準防火地域

か変更されま した。 新 しい都市計画 にもとづく 建築制

限は、用途地械が 7 月17 日か ら、 i坊火 ・準防火地域が

7 月20 日から施行となっています。

今回の変更は、町づくりの基本として大阪市の総合計

画基本締恕( 昭和52年 3 月改訂) の目標に沿って行 っ

たものであります。ここに変更の目的、大要等を記し

本市都市計画について、市民、事業者並びに関係業界

各位の理解 ・協力 をお願いする次第である 。

(大阪市総合計画局都市計画緩地域係長 西山充)

ナ

質疑などの投梢をお待ちしております。

日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

コ
Aa. .  

寸3

128 

商品' ( ha)

20/10以 F1 12. 992

30/10以下 1 4. 133 

40/10以下 1 1. 801  

50/ 10以下 1 59 

60/10以下 1 790 

80/10以下 1 468 

100/10以下 1 127 

草草4担率

変更後の用途地域面積表

第2 借住居専用地域

住 居 地 減

近 隣 商 業 地 織

商 業 地 域

司 自 工 業 地 域

工 業 地 域

工 業 専 用 地 域

商繍(ha)

2. 519  

6 .838 

345 

3. 106 

4. 380 

1. 076 

2. 106  

用途地域

防火地域の制度は、建築物の不燃化を促進し、都

市の防災性を i認めるとともに、土地の合理的利用

のI曽進 を図ることを目 的 としており、

① 都心の商業地域で面的に不燃化を図るべき 地区

②幹線道路沿道の商業地域で不燃化を図るべき 地

区

③鉄道高架事業等で高架下利用の考えられる地区

等で拡大した 。

当主防火地域は、工業地域、工業専用地域以外で、

防火地域以外の区域について指定した 。

変更後の面積は、 i 防火地域 1，835ha  

1  i隼防火地域 15，454ha  

20. 370 J十
A  

n  20.370 J十
A  

ロ

防止するために変更するものである 。対象 は、

従来より工業地域で、マスタープランでも工業

地 と位置づけられ、工業系用途の専用化E容がお

く、工業基盤の盤備状況や、周辺の土地利用の

状況等よりみて工業の利便 を噌進すべき 10ha以

上の区域である 。

以上の住居系地域の拡大と工業用地域の拡大に

に沿って 、今後住宅と工場の分l維を進め、土地

利用 の純化を推進する 必要 があり、たとえば住

宅地 の工場を工業専 用地域に移s伝させ 、工業専

用地域内の住宅等を住宅地 に誘導するよう、関

連ml股 等のシステムが縫うよう検討を継続して

いきたいと考えている 。 とくにこれらの土地利

用転換は、民間エネルギーが主体であり、適正

かつ円滑に行われるように考えたい。

③ 商業系地域の見直 し

幹線道路沿道、欽・道ターミナル周辺、商底街等

の街業地 について、商業活動のキIJi更 をI曽進 させ

るよう商業地全体の織成を勘案して変更。

用途地域・防火地域等の変更について

1 . 用途 地域 の変更

大阪市では 、大正14年にはじめて用途地械 を指定

して以来、今日まで50有余年を経、何回かの変更

を行ってきたが、都市計画として将来にわたって

限られた資源である土地 を有効、効率的に利用し、

さらに都市としての発展を図り、良好な環境の碓

{呆を 図る 必裂 がある 。

である 。

2 . 防火地域および準防火地域の変更

前述の用途地域の変更にあわせて、防火、準| 切火

地域の変更を行 ったものである 。

大阪都市計画用途地域図

凡 例

c 第2f重住居専用地媛

E コ 住居地域

- 近隣商業地i或

醤 麗 商船也減

ｾ 準工業 Ｑ 自滅

後盤工業地減

ｾ 工業専用地威

一・一 区境界

昭和50年の本市の土地利用現況を昭和40年と比 t絞

すると( 本誌77年 9 月号参照) 、南港を除く大阪市

全域で、住宅がお ｾ Ｒ ＹＰｨ ｡ 増 、工場が約 Ｓ Ｐｨ ｡ 婚、 商

業施設が約 340ha! ('j となっている 。 この土地利用

の動 きについての全体的な特徴として、①商業系、

流通系への変化が著しい、②工業地内 で往宅立地

が潜: しい、③住宅地の一部で工場等の進出が見ら

れる 、また j災地、空地での建築利用が進行し、特

定の地区でのＺＡＮｒ Ｎｉ Ｍ ｉｦｬ Ｇ ｾ な用途転換、質的変化がある 。

本市では、 l昨年マスタープランを改訂し、 “ 住みよ

い、働きよい" 18J づくりをすすめるため、土地利

用構泡! を定め、住宅地、商業地、工業地等に区分

して、今後の郁市計画の目標のひとつとしている 。

この土地利用の }j 針は、限定された区域の中でい

かに合理的、適正な土地利用 を図るかであり 、各

機能の混在を防止し 、利用の純化を推進しようと

いうものである 。

大阪市は、商工仰市、 中小企業の町と 言われてき

たごとく、全国の大都市の中でも工業のウエイ卜

がおく 、住宅と工場 が混在した地区が多々ある 。

さらに j泣近の土地利用 の動向でも、この住工混在

I也を再生産するような 地区も見られ、市民生活な

らひ' に企業活動等、さまざまな面からみて好まし

くない土地の伎われ方が拡大しているのが実情で

ある。

一部の虫食い的な土地利用 を防止し、マスター プ

ランの土地利用柿想を実現する手段としては用途

市

一

地I或が基本であり、今回新マスター プランによる

施策の第一段階として、用途地域 を変更した。

変吏の大裂は、①住居系地域の拡大、②工業 !，!i- 月l

地域の拡大、③商業系地域の見直し、の 3 点がJ :

である 。

① 住居系地域の鉱大

工場跡地等への住宅建設により、住宅地化の傾

向の許しい地区で、住宅地 として整備 を悶る べ

き地区で工業系から住居系地域に変更。 また土

地本IJ 用現況でT主宅の専用化率が高〈 、居住基童話

の豊富備状況や周辺の土地利用 の状況から住宅地

として ¥11- 用化を|濁り 、良好な住環度の維持、向

t を阿るべき地区を第 2 種住居専用地域に変更。

② 工業専用地域の盤大

今同の変更の主裂な相: の一つであり、工業地域

における集問的な住宅開発による新たな住工混

.([1出J或拡大を防止し、混在の結果生じる環凌l問題、

企 業 倒的の低下、新規の都制包設絞備の 問題、

新民f主省の地域社会との調手[1の問題等を未然に

挫1I! i と社会 / 1978il' 9  t j l }  
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無機質不燃性建築用吹付材『ダイフネン』 大 阪 曹 達 株 式 会 社 ダイフネン部

干 550 大阪市西区江戸線 1 丁目 10番 8 号 T E L  06- 443- 5501  

大阪1官途( 株) では、数年前から水ガラスの常・極破 らには耐水性、耐加熱水蒸気性があり、水あるい の可{史1時間 が大きく変化する 。 ダイフネンはその

可伎時間を制御調節しうることができ、夏季には

3 5"C の気温でも可使時間を 1 時間以上持たせるこ

とが可能であり、冬期には水ガラスの凝固温度、

化型耐水位向上剤の研究を行 って いたが、最近有 は加熱水蒸気に常時さらされていても異状な く結

効な硬化剤を見い出しそれを塗裟材料に応用し、 露防止材として適している 。一般に結露防止件ー能

ダイフネンという名称、で商品化しているのでここ としては断熱性のみならず、吸水位が大き くて結

に紹介する。 露した水分を一時的に保持しておき、結露しない ( ー 2 .C) 以上であれば施工は可能であり、指触乾

燥には 1 - 3"寺問、 養生期間も 2 4 - 7 2時間で寸ー分

である 。

ダイフネンは無機高分子仕上材であるため、その 条件( たとえば、昼間温度が上昇した時) にな つ

ものは無;題性および不燃性はもちろんのこと、耐 た時、吸収水分を大気中に発散させるという機能

候性、耐薬品性、耐水性および耐熱性等に優れ、 も望まれる。表ー 2 にダイフネ ンソフ トの防露性

その他に常温硬化性を利用して住宅や工場の保温 を示す。

断熱材料な どに も応用を拡大し つつ ある 。 表一2 防露性

j j l t  
1 . 特長

ダイフネン塗装材の仕上げパターンに は、リ シン 、

タイル、ス夕 、ノ コおよびソフトの 4 積類があり、

リシン 、タイルおよびスタ ッコは主に外装用でガ

ン吹付けで施工し、ソフトは結路防止性を有する

内装用塗装材料で、ガン I次付け、コテ塗りで純工

する 。

( 1) 不燃性である

ダイフネンは顔料、骨材、 添加荷j 等に有機物を使

用 して いないため不燃性かっ無煙性である 。 また

ダイフネンタイルを厚 さ1 mm程度以上塗布すると

可燃性のものであっても初期の火災には有効であ

試験結果 Al l 格( 日本雄築欧付材工業会)

画t ホ 性 異常ｾし
ホに24時間捜慣しでも典常的

会いこと

綾者性 Iドロマイ

プラ λ ター

3( 材0料kg/I暗d壇)
0. 1  kg/ad以上

耐 溢 性 異 常 生 し
5躍0・し- 9でO Rも見H常の空町中会にい2こ4時と間. 肱

結露 1問始時 1111 6  hr 以上 6  hr ｾｾ ｟ｲＮ＠

防 露 性 ( g l ad)  0.23 0. 15以lニ

見 fif け比1 I i 0. 65 

熱伝導率kcal/ mh't: 0. 10- 0. 13  

防露性とは挫築研究所訟によるもので、 20' t : の恒嵐室で試科を 6 時

nn、50't: 9 8 %の出内条件をもっ試験結に七 y トする。 D - 且 号 止

で示され‘ D は防Z官性. ａ 、 ｂ は以験［ｪ ｴ ｌＦぴ ｦ まのよ点科のＱｉ ＱＱ ， ｴ 、 ｖｉｾ

試料の iH i'l を示す。

ダイフネンソフトは表ー 2 に示したように防露性

が大きく 、かつ施工、取扱いが容易で安全であり、

20 

10 0  - 10  - 20 

屋外温度 ( ' C)

図 2 表面銘需防止条件

(室内温度20'C )

2 . ダイフネン仕上け‘パターンの標準仕様

表 - 3 にダイフネンリシン 、タイルおよび ソフ ト

の標準塗装仕織を示す。

3 荷 姿

表 4 荷 姿

ろう。 硬化が早〈コンクリー卜、モルタル、アルミ板、

(2) 密者 カが強い 発泡プラ スチックなどの下地に対する接着11: も良

ダイフネンは、水ガラスの特性でコンクリー卜、 好である 。図ー 2 に下記の傑準工法におけるダイ

PCノf ネル、セメントモルタル、 AL Cノf ネル、 コ

ンク リー 卜プロッ夕 、石綿 スレー ト等に 強力 にJ安

打する 。 また合板、金属商および発泡スチロール

等にも適用し うる。( 図ー l 、表ー 1 参照)

工法 I ヱ法日

コンフリートダイフネン

/  ‘ / ソフ ト

10- 30 

図 1  断面図 (単位 mm) 

表ー 1 各種基材に対する付着強度

J主 材 の M i lIi 材 令

コンタリートプロ y タ 施工5 ヶ月後

セメントモルタル
"  

A  L  c  板 施工数日後

合 板
砂

鉄 舷
.  

ア ル 、 板 "  

10  

f.t ./'f 強Ijf (kg 1αrl) 

8 - 10  

8  - 10  

7  

2.8 

3. 3 

3.3  

(3)  耐候性、耐薬品性 、耐汚染性に俊れている

耐候tl に優れているため長期の野外曝筏でも美装

効果を維持し、また酸 、アルカ リお よび有機溶剤

にもおかされない 。 さらに、有機物が含まれてい

ないために怖電気によるホコリ等の付着がなく、

汚れにくいばかりでなく、湿気の 高い所でもカピ

が生えない。

(4 )  防露性、断熱性に優れている

ダイフネンソフトはパーライトを主骨材とし水ガ

ラスおよび硬化剤l をパインダーとしており 、熱f云

導E容が低〈断熱効果があり、 l吸水誌が大きく、さ

フネンソフトの表面結露防止条件を示す。

4 . 施工体制

図- 2は、室内温度2 0"C、 戸外温度一 1 0"C の粂イ牛で

ダイフネンソフトを( コンクリー卜 150 mm) IOmml写

施工の時、室内湿度52% 以上は表面結露が起こ る

ことを表わしている 。

(5)  寒冷時でも塗装可能

大阪15逮( 株) ではH宇年の 9 月よ り専任のダイ フネ

ン昔日を設け、業界各位の協力を得て各地で施工を

実施し実績を 憎やしつつあるが、す べて責任施 工

ダイフネンは常温硬化型の材料で気温によ ってそ という形で工事を行 っている。

表 - 3 練準塗装仕織

、工、、、、4k2 i l 上、パ、ヲ、ー』ン
ずイ 7 ネンリシン

ずイフネン宮イル
ずイフネンソフト

(齢、壁状)

M型( 玉吹吉状)

W型( ゆず肌状) (砂壁状・結露防止)

C 型(コテ押え状)

- 紫I也の淵聾は背水率 12%以下、 pHIO以下とする。

紫 I也叫1 fs • tlJ れおよび付./'1物は完全に除去する。

- クラ γ ク. ピンホール、不能$は抽:11盟・捌絡する。

下 検

- ダイフネノンーラーをスプレー、ローラー又は刷毛で後イli する。

- 喰布i止は0. 15- 0. 20kg/，村、 80m1: & 

ダイフ不ンリシン ダイフネノタイル (M. C) ダイフネンタイル (W ) ダイフ布、ンソフト

材料および配合 F欧用液剤 l 缶 下吹m液剤 1 缶 減 剤 l 缶 液 剤 l 缶

扮 剤 l 袋 粉 剤 l 吊 粉 剤 l 袋 粉 剤 I 袋

下 リシノガン タイルズf ン、スキンガン リンンガノ スタ y コガン

ノズル 11径約 6 mm ノズル 11径6 - 8mm ノズル 11径4 - 5  mm ノズルr I 径 5 mm 

欧

塗 l ! i 方法

1E1 )  ｦＧｾ＠ 5  kg/，凹f コンプレ γ サー 1 - 2  HP  i耽1川n離 30- 50cm

き

強l ! i 間 傾

20't: 1時間以上 5 't: 2 時間以上

下自主→下欧

自主布l J ( kg 1 ば)

1. 0- 1. 3  0. 8- 1. 3  0. 8- 1. 3  4. 5- 4.8(  7m. I;;:) 

(30m 1 1セy ト) (28m 1 I セy ト) (28m 1 I セット) ( 4  m 1 I セy ト)

ダイフネンリシノ ダイフネノタイル ( M・C )

材料および配合 1:. 吹111液剤 1 缶 k吹問液剤 1  :17 

上
粉 剤 l 袋 粉 削 l 袋 F吹きと同じ F耽きと 日l じ

自性 袋 }] 法 ド吹きと同じ

下吹きと同じ

吹
{ エアーコ y タ5 分附き)

自主 袋 1111 陥

20't: 0. 5時Iil l以上 5 't: 1 - 2 時1::1

き
下欧→上PX

塗布l，t (kg l ば)

0. 5- 0. 8 1. 2- 2. 0  0.8- 1. 3  3. 5- 3.8(  3 mm! ポ)

(50m 1 I 七y ト) ( 18m 1 I 七y ト) (28m 1 1セγ ト) ( 5 m 1 I セy ト)

建材委員 / 藤川 懇 (日本池築総合試験所研究w

也寮 と社会 1 1978年 9 月月
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---.， g- ; J  ｉｾ＠ :1ー ド

マスチッヲヲI : 1 - 9: J 1:J“

無 公 害 な 弾 性 床 材

特 長

耐久性 : 耐久性にす ぐれている 。

2  耐摩性: 摩耗の度合が低 く、 ホコリな ど生じない。

3  すベ り抵抗性 : すベ り抵抗性にすぐれている 。

4  弾力性 : 弾性があり 、万一亀裂ができても使用している間に復元する 。

5  粘着性 : 多少湿っ ていても 、コンクリート、金属 、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性 : 引火のおそれかなく 、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭 : 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多く使用されている 。

毛主

フリントコートについてのお 間合せは下記へ

j械式会前シェル厄;iX版発売所

7 モI ｾｉＭ］ ｉｬ ｾｉＭ 部

大阪本部 需 530 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 1 丁目 2 の 6( 新大 ビル 9 F ) n (06) 343- 0441 

東 京 帝 104 東京都中央区京橋 2 丁 目 9 の 2 ( 第一ぬり 彦 ビル) 合 (03) 562- 4676

福 岡; ; ; ，810 福岡市中央区舞鶴町 1 ー 1 - 5( 舞鶴 ビル 3 F ) 合 (092)771 - 1961 

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  



第 15岡よろず相談住宅

展 盛 会 裡 に 終 わ る 。

読者の頁

国宝東大寺金堂( 大仏殿)

昭和大修理の現況

八木悠久夫

清 水 建1st{制作 業 所 長

第15回目を迎えた「よろず相談住宅展J は、久方 国宝東大寺大仏殿昭和1大修理は、石油ショ ック級

振りに阪神百貨庖に戻って 8 月17 日( 村- 21 日(月) 中の1Ii ' : l 和48年 7 月14 日に修理委員会が発足、翌年

までの 5 日IHl 8 階催場において開催した 。 49年 6 月 4 日に、起工の儀がとりおこなわれた 。

今回は 、住宅相談所の動員力 プラスアルフ 7 ーを その後大仏殿をす っぽりと破 った須屋恨工事が50

考えて、 “ 夏休み子供トンカチコーナー" を企画し、 年秋に完成、引き続いて瓦解体工事、木工事、塗

60種類約 2 トンにもおよぶ材料をそろえて待機し 装工事、 1副艮Z主将工事、臨足工事、消火、防笛設備

たところ、初自治ら家族連れで大変賑わい、十二 他諸工事を終え、現況は須崖恨の鉄骨解体工事が

分に用意した材料も、椅子、机、飛行機などの傑 中.問点に差しかか ったところである 。 また、須凶

作が続出してほとんどなくなる程の盛況であ った。 恨新築工事の際に欽'FJ- 中tl I l部 分 (750t on) は、 ハ 型

また、日島応用化工(附より提供を受けた床材端尺 にして、スライドして築かれたが、解体工事もこ

物のチャリティーバザールも好評で、 13万余円の の工法を係用し、 10月初旬から 4 聞 に分けてスラ

売上があり、これは朝日新聞大阪厚生文化事業団 イドされ、5 年間、被 われていた大仏殿は、今年の

へ寄金した 。 11 月下旬には全谷を税わすのである 。 そして 55年

その他、住まいの防犯相 談や実演、テレビ受信、 の春までに附属工事、造園工事を終え 、同年秋に

家庭電気などにも熱心な相談が持ち込まれ、従来 落康法要が予定されでいる 。

からの設計施工、材料から登記、税金、賃貸、分 延 べ2，700 目、実際工期 6 ヶ月を嬰すのである 。現

浪、融資などの相談も縫況を絡めた 。 (Y ) 在の大仏殿は、え休 (1688年) から宝永 (1709年)

T 一一- ' - - J ーー← =ι にかけて再建され、明治36年 (1903年) から大正

4 年 (1915年) に解体修理されたものである 。

さて昭和大修理本工事は、 II Prキ1150年 11 月下層の屋

恨瓦の解体から始まり、およそ 2 年半後の 53年 3

月に一区切りをつけた。約70年の問、緩われたも

のを取り外し、修辺修復し、祖先が築いた偉大な

功績を目の辺りに見て、直接工事に関係はなか っ

たが、いろいろ考えさせられたこと、まなんだこ

とを紹介しよう 。 まず世界最大の木造建築といわ

れるだけあ って全てのものが大袈裟に表現されて

てる見たいで、デカサ IJ [ I 減には圧倒された。平瓦

の大きさが48cmX 55cmで一作巡の 4 倍、重主上は 8 倍

もある 。鬼瓦が高さ 1. 5 m、重: hl 400旬 、捨てた立

こ類 ＶＹＰ トン、天井ｾから出たホコリが Ｒ トン、ダン

プで 3 台分、大梁の直徳1. 2 m、長さ 25 m、重さ 22

トン、縫木30cm角:長さ 12- 13 m、約600旬、 また土

居主主( トントン板) 材は jE4 さ18- 21mm、大きさ 24

cmX 60cmで約18万枚 ( これに使用した洋釘、3 トン)

単線装の凶附にぶらさがっている胤鍔が、70kg、

大 ｦ ｊｬｩに飾られた鴎 ｮｾ は向さ Ｓ Ｎ Ｔｭ 、 重き ＱＮ Ｗ トン、

使用した金箔一対で、問、J- 2 分角 10 ，400枚、等、

様々である 。

解体作業中に｡Ｇ ｪｾ ，で来たものでは、表のすり切れた

1' 1J -鮭が一番多く、 6 .J- 5 分- 8 寸 5 分の急勾配な

尾根を歩いたためと忠われる 。大工さんの忘れも

のの 中 に、打ち忘れた手II >il T、のみ、鋸がありほと

んどが使えるものであ った。

古建築につきものの務 ，作 、楽 ｉ ｉ ｾ 、 ＱｦｴＡＡ 物等も色々あ

ったが落; 年はやはり L投資を侍 っている大工さんの

ものが多くあ った。345Aは当時の世相がうかがえ

られるものである 。 明治時代は、目的、日露戦争

があ ったりして、経済的にもかなり苦しかったと

思われる面があった。答祭派出所の看板が野地 板

に張られたり、墓表が里子怪に、便所の 案内板、火気

l厳禁、立入禁止等の札 が、土居主主板にも 使用され

ていた 。寺に動物といえば蛇にネズミですが、" *

t 寺はムササピが多くいた。生:t ili りもあ った が、

須屋恨の一番高いとこ ろ、地上55mのところに二

匹の子供が生まれI! 日いていた。また生きた蛇を見

つけたのはこれも 地上30mの H 鋼材の中の小鳥の

巣にトグロをまいていた 。 どこをどう 上 って釆た

のか、これら動物の超能力には唄然としたものが

ある 。

『茶 室 の 話』の発行に寄せて

和田精一

(樹藤木工務底倉敷支庖

最近の茶道の将及と隆感には目をみはるものがあ

り、つれて茶室建築の需要も I削 11の一途を辿 って

いる 。 こういう際、本舎の上梓を 見 たことは、ま

ことに時宜を得たものとして、建築に携わる 一 人

として喜び( こI甚えない。

岡田孝男先生とは、春秋の兄学会を通じて、永年

ごう定誌をいただいており、この方面の専門家とし

て、そのご遊説の深さにはかねがね敬1111申しあげ

ていた 。

この種の刊 行合は、写真ばかり多く 、非常に高価

なのが維であったが、本書は行き届いた平易な解

説に IJI1 えて 、 さらに懇切な際l示と写其によ って、

理解を助けるよう創11やかな配段、が払われている 。

しかも内等的には、茶室平函の追求に新境地を聞

かれた 三帖台自のくだりはまさに圧巻と申せよう 。

約束事の多い茶道、その茶室の研究 l立、空 間 と人

との調布I を縦定するものとして、また t誌の心をよ

り理解するために、建築家はもとより、茶道に関

心と興味を待たれる方にも、ひろくご一読をお務

めしたい。

斤 {1 ｉｾｉｉｽｉ 苧リ Ｑ

企 l幽 (凶 IJ 本主主築協会

発行Pfr (仰 "j: 芸 IL_f j 版社

A  5 判 136兵定価1 . 0001"1

巨歪ｾ
・ガ ウ デ イ の 設 計 態 度

J存 者 総 合 保 夫

発行所占 ｉｾ 綴 Ｓ 房

定 !而 2，500円

Ｎ ｾ涜建築とは ＨＢｊ か Ｈ ＵＰ 選 ｭ

若 者 B. タ ウ ト (篠日l英雄沢)

づき行所 鹿島， ｾｈ 版会

定 価li 980円

‘ 写真 募 集 一 投 稿 欄 小 委 員 会 11111111111111111111

投稿欄l小委 14会では、ただいま“ 7 0jト ーシリーズ"

Ｈ仮称 Ｉ のタイトルで写真をｾｾＡ￟し て います 。

fおを歩いていて、ふと見つけた空 nn、人と建築 ひろ

ば at克との出あい、あるいは旅の. ' J . I，1.，、，1jJ， . 記録など、

肉体l外を U-l j わず、傑作をど L どしお寄せ ください。

ｾお、脱税 ｲ ， ｬ Ｚ光省の頁 ｊ に ｩｩｬｩ 般 Ｑ Ｎ ＱＧ . 弘たちのグル ープ"

も採集しておりますが、それカＨｾＢきわりしだい Ｈ け数は

未定) 樹、1世する F定です。

- 内科は内自です。

Ｍ タイトルをおつけください 。 またＱｉｴｬ［ｾｊｪ， Ｉｪｩ｝ｩ などを含

めて 200字結皮のコメントをつけてください。

・サイ ズはキャビヰ以 上、 コントラストのついた且下旬!

なモノ クロ写良を希望します。 ( カラーでも結榊です

が、f. 1l 届リはモノクロになります)

.  ｾｾｾ世分には続定の制料をさしあげます 。 原ｊＡｉＡとして

写点の返却l はいたしません。

辿築 と社会 / 197811' 9] 1; ;  
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日本住宅公団指定型

B O- 3A( E - 321) . 3B( E - 316日). 3N(E - 316)

/ ドレイン本体

/ す 三ィ ゴ孫浄円/

吾7k裂シリ

① スペーサーへのドレイン本体取り付けは差 し込むだけ、ワンタ

ッチで、 答易にしかも完全 にセッテイ ングできるワ ンタ ッチタ

イプ ・スペーサーを開発しました。

② 従来の打込型ノレー フドレイ ンの場合、コ ンク リートスラプ打込

み後、 ド書1I の凡えがかり部分が錆びるという弱点がありました。

8 0 - 3型では、 ここに特殊防銭塗装を胞し、より 完i援な製品

としまし t.: 。

ルーフドレイン打込型

BO- 3型シリーズ

③ 先に発光した ＸＰ Ｍ Ｑ 型 Ｈ ＺｾＧ￩ <、普及型ノレーフドレイ ンの第 2 I  """ .... ^  I  r. "" " ' "  I  

仰で、コスト的にも自 信 討 っ て ｉ ｪｾ Ｑ 発された製品です 。 ｉ ｂｏ Ｍ Ｓａ I  BOー 3B I  BO- 3 N 

⑪ 部 長 制l' 鋳 玄 所

大阪営業所/ 大 阪 市北 区南森 町 2 - 3  - 36 f i ( 06)3 15- 8900 

本 社 / 東 京 都 千 代田区神 田淡 路 町 | ー 2 f i ( 03) 255- 4051附

埼 玉営業所 ( 0482) 23- 3351 /川 口 工場 ( 0482) 22- 5175/横 浜 営 業 所 ( 0467) 78- 3235・77ー 1402



- 写真と概泌を どしどしお・送り ドさも、。

凡帥11 :  a .  州f ( EJ 也 b  敷 地l f i i m c  他 築 1( lI h1 d  鍾 1.1< 1耐fi' l c .  I周辺止州民 f  工 JYJ

E"/ 7- 7 " ':; '7 

1360 ヴ ィ ラ 神 仙 寺 1361 龍 野 市 総 合 福 祉 会 館 1362 八 幡 市 庁 舎

設 計 : 今 西 建 築 デ ザ イ ン ル ー ム

施 工 : 不 二 建 設

a  神 戸市立合区神 lJ i J寺Ji ! i 1  T  Fl 3  - 28 

b ， 360m'  

c ， 210m' 

d ， 370m' 

e ， R  C 、 B 1 、 3 F  

f  昭 和 52 年 9 月- 1 I 11 .fl ] 53 年 4 月

設 計 . 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : 鹿 島 建 設

a  飽野市首日野町筋水 1 0 0 5 11'0 也の l

b. 3，939. 88m'  

c ， 633 .  16m'  

d  .  2，928 ， 98m'  

e.  R  C 、 5 F

f . 昭 和 52 年 8 月 ~ 昭 和 53 年 3 月

設 計 : 山 下 設 計 大 阪 支 社

施 工 : 清 水 建 設 大 阪 支 底

a ， 八 附 市 八 幡 園 内 75 番 地

b .  15，355m'  

c .  4.587m'  

d .  本 館 '8. 956m' 、別 館 ・777m'

e  本 館 田R C、4 F 、P 1、別館 R C 、2F

f_ 11白布] 52 年 1 月 ~ 昭 和 53 年 5 月

1363 播 磨 町 中 央 公 民 館 1364 和 歌 山 市 立 市 民 体 育 館 1365 M 邸

設 計 . 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : 清 水 建 設

a.  兵l市民t }111，.I;' I部品市 IH阿l 本山 3 9  0 の l

b.  3，1l 7.03m'  

c .  L 310. 53m'  

d.  2 司 095 ，19m'

e .  R  C  ' 一部 S R C 、 2 F 、 B 1  

f . 昭 和 52 年 9 月- 1 I?l 刷153 年 3 H  

設 計 ・ 雑 賀 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : 鴻 池 組

a. 和 歌 山 市 土 人 3 2  0  lft.t也

b.  20，658. 26m'  

c ， 3. 958 .0m'  

d ， 3，811. 70m'  

e .  R  C  (上屋のみ S )

f .  n?{ 布152 年 7 月 ~ 昭 和 53 年 3 月

設 計 U A 斉 藤 設 計 事 務 所

施 工 : 箱 図 工 務 底

a .  ｉｾ Ｇ，Ｇ ｪ 槻 ｲｉ Ｎ ｪ 11 吉 台

b. 400m'  

c .  118.42m'  

d ， 155.  28m'  

e  木造、 2F

f. II({ 利 50 王1: 10 ) 1  - lI !l ，f ll 51 年 4 H  

1366 タカラベルモント京都営業所 1367 北 原 歯 科 医 院 1368 サ サ モ 卜 歯 科 医 院

設 計 ・コ ン コ ー ド 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : 竹 中 工 務 底

a .  京郎市中京区御幸町竹If . 町上ル毘沙 1"1田T537- 9

b.  561. 79m'  

c .  403.  82m'  

d ， 996. 01m'  

e .  R  C 、 3 F 、 P 1  

f .  II ll 利 52 年 3 )-1  - II fl 利 52 ｻｾ＠ 10 "  

設 計 ・コ ン コ ー ド 建 築 設 計 事 務 所

施 工 . ベ ル モ ン ト 建 設

a. ボ伺11符向日市物$ - 9 : 田T池ノ議 1 - 5  

b .  330. 75m'  

c .  132 ，60m'  

d .  268.  10m'  

e .  R  C 、 3 F  

f .  lI !l 利 52 年 4 1'1 - 1I 1'. ;f'1l 52 年 9 )'1  

設 計 : コ ン コ ー ド 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : 不 動 建 設

a .  ｾ中市庄内阿凹 ｲ 4  r 目45 Iff j也4

b.  150 ，29m'  

c .  103， 79m'  

d .  245 .41m'  

e .  R  C 、 3 F  

f .  lI !l 訓152 年 8 月 - lI !l ;f' n  53 年 3 月
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田 顕 治

大阪府建築部営繕室長

山 勉

ウシヤマ設計研究室主宰

松 本 大 平

田島応用化工営業部専門部長

ひとコマの大きさ

建築空間はいくつかの単位空間で椛成されている 。 このコマ( 単位空間) の数はそのまま機能に 1ii*斡し、一般に

はコマ数が多ければより多くの機能を果たすことができるといえる 。

そこで設計の過程でいろいろな努力をする 。例えば同 じ建築貨 を投下するな らば、建築単何li を切り下げることに

よってコマ 数を多 くしようとした り、またあるよ易合にはひと コマの大き さを小さ くして 、より多くのコマ 数を石在

保しようとしたり、コマ数は同じにしておいて建築資を 削減したりする 。すなわち柱 間寸法 を調査Eしていくらか

紡少したりするのがそれである 。

この場合、ひ とコマの大きさには絶対的な ものがあるときもあろうが、多 くの場合は或るr I 1 のなかならばかなら

ずしも機能の低下には結びつかない 。 だとすれば限られた投資をするときの有効な手段といえそうであるし、そ

の大きさの限 界を検討する努力 もしてきた 。 しかし、これがわれわれのも っている空 間を貧弱な ものとすること

ともな ってきたといえよう 。

多くの場合はコマ数は将来噌築によ って多くすることはで、きても、ひとコマの大きさをあとで大きくすることは

難しい 。従って「コマ数× コマ面的与を依重に抜い、ひとコマの大きさについて現段階で再検討の要があろう 。

( U  R )  

小雀の死

去A 去の成る目、 I W元i除をおえ i放水をした後、ふとみると、鉢木の必でぶに濡れた小雀の死骸がありました 。 かわ

いそうにとおも って、必に r小雀 が死んでいたよ』 といったら、 r 2  - 3 目前、生まれたばかりの飛べない小雀

がチ ュ ン、チュン 、I!t¥いていたのに、死んだの 、かわいそうに』 という返事 が返 ってきた 。小雀 の死んだ姿を 見

ていると、あたりまえの話しだが、ま ったく微動だにしなし、 。Ti 象すべて、いずれは土になり内然に巡るという

ことだ。

われわれの仕事である建築にしても 、デザインは自然との調手nであり 、椛造 は向然、へのI1国応である 。 自然との訴l

平11のなかに建てられた建築物は やはり美しい。

どうせいつかは自然に還らねばならないわれわれである 。 どうせ 1'1然に還 らねばならないのなら 、生 きて い る現

ＱＧ ｕ Ｎｬ 今 、 自然に親しみ、向然を愛し、 Ｈ ｉ ｾ ベに順応する生活を、 Ｑ Ｑ 分 の 仕事 に於いても 、政 ｬ 床 に 於い ても 、心掛け

たいものである 。小雀 の死が、 ( 1分に教えてくれたような気がする 。 ( M K )  

無免許じゃけん

払の関係している大学に T というを先生がおられる 。建築学科の J 氾主 lこ r)必陸1i' :J の講義をされているのだが、

予生の人気は抜群である 。 ｦ 也の予日 ＱＱ や、ときにはよその大学からも“ ＱＱＱ 聴Ｂにくるほどの名秒 ｬｪ ，￬ｉｾｾ世にな っ でいる 。

この先生 、版画 が本職 で、今でも 切 り，'1'，しナイフ 一 本でiJJ lj作 に励 んでみえる 。岡山生まれのこの人の |寸ぐせは 、

「 ・・ ・・ ・ ・ ・・ わし ゃ あ、ｾＡｬｾ免許じ ゃ けん」である 。

，Ji k J ! 築とか挺|羽について正胤の勉般をしていない、たまたま版 Illil の題材 としてそうしたものにひかれ、あちこち

スケ ッチして姐 っているうちに身に ついたものを実感として訊してるだけだ、というのである 。

その話が、孫ほど年の迷う 半年有 を魅 f している 。無免許じ ゃけん 、 という意識はものをフレ ッシュ にみる感党に

泌打ちされている 。 なによりも大切なことは、訴に感、i?x'lt があることである 。

ぷ村、な泊り口でも 、ホンモノに後したときの篤きと少年のような好奇心 が訴を支えていれば、みずみずしい 。 咋

門の道にノ' I < くいると期11れから、本、切の立l沫で党くことが少なくな ってくる 。制神的 な年噌の多い大学人の 中 にあ

って、 T 先生の無免許制村I が光 っている 。 ( U T )

“ ものさじ' 諭

)'Ii 近の一般的な j瓜i' 初として、 「それが光れるのは、経済1'1' との放ね合いにおいて辛抱しているだけである」とい

う ， ｩＮｾ や、 r  _ ._r，t 豊かにみえても、その夫氏 的 な内容はむしろ抗体| 化している 場合が多い」とい った指摘 は、床

11:  1'. 材 に閲しでも、銭念ながら え: 分、Ii てはまる 'l j: Wlj があります 。

経済n l{，t 先ということですから、門: 能のことは多少椛中|にしても rJ : むを得ないという 判断 でし ょ うが、もし、現

状の性能では不充分であり、 1-11/ 味のある必要な性能のものを人予したいと考えた場合、納得のしやすい“ ものさ

し" がないと 、選択 する際立 任のある符は ，'I't し雌いとおもわれます。 l 十l/床のJ43ぃ'1' 1 = 能とは、いいJ換えれば 、必必

にして 光分 なIt 能ということであり、そのための “ ものさし " があればh ' JCHtJi l合というわけです。

そこで “ ものさじ' ですが、 般にははがj に置換えられてこそ有川なのであり、公的に基準似のあるものもあり

ますが、ただ私的 にイf - .ft: しているにすぎないものもあります。se に重要なことは、必妥にして光分な' 1 ' 1:能 が、 そ

んなふうにうまく 川的 に置換えられるのだろうかという 問題 があります 。 ｦＹｾえば人 ｴｈｊ の心 ｦ 史的ないろいろな安ボ

を定 Ｚｉｕｉ Ｏ ｾ に測定で・きるものに 前換 えるという予続きが 必要 だということです 。 しかし、引 花訪れ 入 札 が ｨ われて

いるのですから、なんらかの形で、このことが行われているうえ 、吏に金2史的な {illi 航で計算されているのだとか

んがえています。 ( iVI T )
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総鎗一 一

C A D- 設計とコンビ

ュータの現状

吉 田 邦 彦

1  . はじめに

最近、イギリスの王立建築家協会 ( R 1  B A ) の機関誌 r R

1  B  A  J our nal j に、 Comput er A ided Desi gn ( C  A  D ) に

関して興味ある二つの記事が掲載された 。一つは Nigel C r o -

ss 氏 ( オー プン 大学講師 ) によるも ので、建築設計における

C A Dについて、やや悲観的な見方を述べて いる 。他の一つは、

上記の記事に応えた T om Mav er 氏 ( ストラスクライド大学教

授) の記事で 、最近の建築における C A D システム の進展をソ

フトウェアおよびハードウ ェアの両面から 事例により紹介 し、

その有用性 を述べ ている 了) この二つの記事は、イギリス におけ

るコンビ ュータ利用の現状 を教 えてく れるとと もに、建築設計

における C A Dの意味や問題点 を考 えさせ てく れる 。

きて、本誌が rc A D- 一設計とコ ンビュータ J とい う特集

を組むよ うにな った背景を考えてみると、いくつか のことが考

えられる 。今から約10年前、建築の設計 ・計画の分野でのコン

ビュータ利用が種々試みられ始めたころ、日本の多く の建築関

係の雑誌がコ ンビュータ利用についての記事を掲載し た。本誌

では、昭和45年 4 月号で「設計のシステム化J とい う特集号が

出されている 。 当時は、建築設計におけるコンピュータ利用に

ついて大きな関心をも って見られる 一方では、かなり のアレル

ギー症状もみ られた 。それは、正体の明 らかでないも のへの興

味と不安感といっ たものであ ったとも考えられる 。 しかし、そ

の後、コ ンビュータ利用の状況が明らかになるにつれ、 一時ほ

どのアレルギーはなくなり、設計 ・計画における道具一一De-

si gn Tool - ー のーっとして冷静に受け止められるようにな っ

てきたといえよっ 。

さらに、当時と現在におけるコ ンビュータ利用のハー ドウェ

ア ・ソフトウェアの状況を比較してみると、後で述べ るように、

あるいは各論の事例紹介で示 されるように、格段の差がある 。

C  A  D  ( Computer Ai ded .Qesi gn; 文字通り訳すとコ ンビュー

タに援助された設計) という 言葉も、 10年前は、概念として語

られていたが、現在ほど実体的な形では議論されていなか った。

このような状況の変化を考えると、この時点で建築設計にお

けるコンビュータ利用と C A Dに関する諸問題について現状を

整理しておくことも有意義なことと思われ、編集子に請われる

まま畿をとった次第である 。

52 姐 祭と社会 ハ978年 9 月号

この小論では、最初に コンビュータの利用環境について述べ、

次いで、建築設計における コンビュータ利用の意味、実務への

適用上の諸問題について考えてみることとしたい 。

なお、 rc A  Dj という言葉は、建築の分野だけでなく、土

木、機械、造船、電気などの設計においても広〈用いられてお

り、それぞれの分野で大きな発展をとげつつあるが、この小論

でいう rc A  Dj は、建築の設計 ・計画の分野における C A D

一 一 C A A D川♀omputer Ai ded Archi t ect ural  .Qes ign) ーー

の意味で用いている 。

2  . コンビュータの利用 環境の変化一 一C A Dシステ

ムの外部条件

コンビュータは、現在種々の分野に導入され、その利用範囲

は広まりつつある 。建設産業もその例外ではなく、ここ数年の

コンビュータの導入状況をみると、昭和51年におけるコンビュ

ータ設置台数は、昭和45年の約 5.5倍に も及んでい る ( 表 1 )。

また、遠岡地から即時の処理を行お うとするオ ンライ ン化率 も、

昭和45年の 3. 4%であ ったものが昭和51年には 7. 5%へ増加し

ている 。全産業におけるコンビュータの設置台数が、約 5 倍に

なっているので、オンライン処理が行われているコンビュータ

の台数では、昭和51年には、昭和45年の 15倍にもな っており、

現在もこの傾向は進んでいる 。 これは、私達の日常生活におけ

る座席予約、銀行業務など種々の分野におけるコ ンビュータ の

利用状況をみると理解できることである。

表 1 電 子計 算 機段 置状 況 と オ ン ラ イ ンイヒ率 の 推 移

話 一 一 主主
45  46 47  48  49  50  51 

全産 業におけ る

設 置 台 数

7，933 11 ，237  14 ，806 20，089 26. 834  32，447 40 ，719  

建 設業における

設 置 台 数

122  190  253 341 448  526 670 

オンフイン化率

( % )  

3. 4  3 .7 3 .9  4. 1  5 .0 5. 3  7 .5  

注 l 訟置台数については 、 r  1977年版コ ンビュー タ白書fJ( 日本情報開発協会編)、

オンライ ン化率に ついて は文献(3)による .

2  設置台数には、縮小虫電子計算機は含ま れていない.

3. 挫設業には、土木Z主計、土木施工、 建築鮫計、強築施工業等を含んでいる .

表 l は、建設業全体における状況であ って建築の設計分野に

おける状況を示してはいないが、このような全体の傾向の影響

は必ず受けるようになってくると思われる 。 また、昭和46年 5

月からの通信回線の自由化と、上記のようなオ ンライ ン化率の

伸びに伴い 、ユーザが単独のコ ンビュータを保有しないでい、そ

れぞれ端末装置を持ち、通信 回線で結ばれた中央のコ ンビュー

タを複数のユーザで共同利用するというサービス ( データ通信

サービス ) が、種々提供され るようにな ってきた 。1977年版の

「コ ンピュータ白書」によれば、電電公社によるデータ通信サ

ービス科学技術計算システム ( D E MO S - E ) のほか、民間

企業で一般のユーサo をサービスの対象としてデータ通信サービ

* さらに詳 し くは、 C A A Dと呼ぶか C A  B  D  (Computer  Aided Bui lding De-

sign) と呼ぶかとい う論械 があ るが 、ここではふれないこと とし た。



スを行っている会社は、電通国際情報サービス、日本アイ ・ビ

ー ・エム を初めとして 41社に及び、 29のシス テムで科学技術計

算のサービスが行われている。

これらのデータ通信サービスによるコンビュータの利用は、

従来の特別の仕上げ‘ をしたコンビュータ室を設けてコンビュー

タを導入するという状況とは全〈異なり、単に端末の入出力装

置のみを、事務室の一角に、場合によっては事務机と並べて設

置することによって コンビュータが利用可能となる 。これは経

費的に安価で、あるというだけでなく、利用の使が著しく向上す

ることにつながる 。

かつて、筆者は、本誌の「設計のシス テム化」特集号 ( 昭和

45年 4 月号) に、 「設計情報とコンビュータ」という一文を替

かせていただいたが、その 中で建築設計における設計情報を設

計活動全体における情報の流れという面と情報の具体的な形態

( 数字 、文字、図形など) の面の二つ より分析したのち、これ

らの設計情報を 処理する システムがどのようなものでなければ

ならないかを述べた。それは、つぎのようなものであったア

( 傍点は今図鑑者がつけたむ の である .)

1  ) 高度な「人間一 一機械」系のシス テムであること 。

2  ) 大容量で、しかもアクセス時聞の短い記憶装置をも った

システムであること。

3  ) 会話形式による リアルタイム処理のシステムであること 。

4  ) 数字、文字情報だけでなく、画像情報が自由に取り扱える

システムであること。

これら の条件を 、約 8 年後の現在の状況と照合してみると、

傍点をつけたところの完成度の問題があるにしても、大部分の

条件が満たされつつあるといえよう 。

とくに、図形情報の入出力装置として図形を表示 ・入力する

C R T ディスプレイ ，図形データの入力を行うデジタイザー

(座標読取装置 ) 、ハード コピイをとる装置、そして精度の高 い

図面を作成する X Y プロ ッターなど 、従来に比して性能の向上

した機器を 比較的に安価に入手できる ようになってきた。ハー

ドウェアの進歩は、現在までは主記憶装置と中央演算装置の大

容量化、高密度化、高速化によ って飛躍的なものがあったが、

今後は、人間との接点である入 出力機器の開発が重要な課題と

なると 言わ れており、機能的な面での一層の進歩を期待したい 。

さらに、 コンビュータの利用環境に今後大きな変化をもた ら

すと考えられるもののーっとして 、ミニ ・コンビュータがある。

ミニ ・コンビュータとい っても 、最近は記憶装置の高密度化と

処理の高性能化が進み、かつて コンビュ ータが導入され始めた

頃の大型機に匹敵するものもあ る。 しかも制御技術の向上によ

って、多数の処理の同時管理と 制御の機能をもち、複数個の端

末からのリアルタイム処理が可能とな ってきて いる 。図形入出

力装置、外部大容量記憶装置との接続も可能で‘あり、今後のコ

ンビュータ 利用 に重要な位置を占めるようになると考えられる。

3  . 建 築 設 計 に お け る コ ン ビ ュ ー タ 利 用 の 意 味

C A D とい う言葉を含め、建築設計におけるコ ンビュータ 利

用が最近また話題になり出したのは何故だろうか。一つには、

前項で述べたようなコ ンビュー タの側での進歩の問題があるが、

それにもまして、建築設計の分野においてそれを求める ものが

あるのではないだろうか。

建築設計に対する要求の複雑化 ・高度化に対して設計の合理

化、システム化が言われるようにな っても うかな りの年月が経

っている 。部品の標準化や工業生産化は進んだが、設計そのも

のの合理化は、あまり進展していない現状にある。一方、建物

が大規模 ・複合化するにつれ、建物による周辺への影響は 大き

くなり、より合理的な、しかも多角的な検討を短期間に行うこ

とを要求されるようにな ってきて いる 。 このような場合の 設 計

の道具としての役割lをコンビュータに期待しているのである 。

その良い例が、 企画段階におけ るコ ンビュータ利用であり、建

築法規による斜線制限や日照関係の検討、面積やコストの算出

など、種々の検討に応用されている 。

さらに、建築における部品の標準化が進むことは、同時にコ

ンビュータ 利用の基盤が作 られつつあるとみること ができる。

イギリスなどで開発された C A Dのシステムには、病院や学校

などの工業化建築を対象として開発され、活用されているもの

があり、日本においてもこの方面でのシステム開発は進んでい

くものと考えられる。

きて、一般に C A Dの目標としては、つぎの二つをあげるこ

とカイで・きる。

1  ) 設計プロセス の改善

2  ) 設計された建築の質の向上

I 前者は一般に設計における省力化につながり、省力化により

得られた人聞の頭脳を、より基本的な、人間でなければ出来な

い作業に向けようとする 。そして結果的には、同時に質の向上

をもねらっている 。ここで、イギリスの A R  C  (Appl i ed R e-

sear ch of  Cambr i dge ) という 研究所で開発された O X S Y S

( Oxf or d Sys t em) といっ C A Dシステムの基本的な考え方を

紹介することとしたい 。現時点における C A Dの目的のー側面

をかなり明解に示していると考えるからである?

A R C の O X S Y S の考え方は 、図 1 に示されているように、

建物の計画段階を 重要視す ることにある 。すなわち、設計の決

定が建物の質およびコストに与える影響の度合いは、一般に計

画段階が大き く、実施設計段階になるほど小さい。たとえば、

規模に関する決定の影響に対して、詳細設計における仕上材の

決定の影響は比較にならないほとツトきい。しかし、在来から行

われてきた設計作業の進め方では、基本計画段階には少しのマ

ンパワー と資源しかかけないで、詳細設計の段階に多くをかけ

てきた 。 これは、設計の決定が建物の質およびコストに与える
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設置十の質および コス トに対する決定の

/  影 響

設計の質およびコストに対する決定

の影響

制

終

盤

需

制

総

椋

OXS Y S を用いた場合
時間在来方式 時間

図 1 設 計の 業 務 量 と建 物の 質 およ び コ ス ト に 対 す る影 響の 度 合 い

影響という観点から考えると望ましいことではなし、。そこで設

計のための手段として、 i OX S Y S J というシステムを導入

し、基本計画段階の検討から、実施設計図の作図までの作業に

コンビュータを 利用し、その改善を図 ったのである。 OXSYS

の詳細についての紹介はこの記事の目的でないので、高性能の

ミニ ・コンビュータと種々の図形入出力装置を用いたシステム

で、完成度も高〈笑用性の高いシステムであることを付記する

にとどめる。

つぎに、設計の質を高めることを目標とするものとして、設

計条件の分析から始まって、種々のシミュレーションによる検

討などをあげることができる。コンビュータという道具一一大

量の情報を正確に、しかも早〈処理する道具一一ーがない場合に

は不可能と考えられていた領域への適用であり、従来にない検

討を加えることによって設計の質を高めようとするものである。

なかでも、シミュレーション手法は、今後、建築設計の分野

で建物の質を高める手段として広範囲に利用されていくものと

思われる 。建築設計は 、実際にものが出来上がる前にどのよう

なものになるかを予測し検討することを要求されており、もと

もとシミュレーション的な作業と考えられるのである。たとえ

ば、災害時における避難状況のシミュレーションによる検討や、

通常は模型やスケッチで検討されている建物の形や空間構成に

ついて 、 C R T デ ィスプレイ上に映し出された外観や内部空聞

の状況をもとに、 ;種々に条件を変化して行われる検討などがあ

る。

4 .  C  A  D システムの今後の発展のために

構造設計や設備設計の分野においては、コンビュータ利用が

いまや一般的になりつつある。とくに構造設計の分野における

普及は目覚ましい。それに比して建築設計の分野における利用

は遅々として進まない 。 コンビュータが役に立たない道具なら

いざ知らず、設計条件から建築空間への情報の変換行為あるい

は意志決定の行為といわれる設計作業において、大量の情報を

正確に、しかも早〈処理する道具一一コンビュータの利用が進

まないのは、それ相当の原因あるいは障害があると考えられる 。

そこで、それらの C A Dの発展の障害となっているものを明ら

かにしたい。それは 、 とりもなおさず C A Dの今後の発展の目
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標となるものであり、ここにあげた多くの障害を乗り越えて初

めて 、真に設計者に役立つ C A Dの システムとなると考えるか

らである。

C A Dの発展上の問題点の把え方としては、種々の軸が考え

られるが、ここではつぎの 5 つをあげることとした。この 5 つ

の項目は、今年の 3 月、イギリスのブライトンで開催された C

A Dに関する国際会議( C  A  D  78) の基調講演の中で、テキサ

ス大学のM. E.L ees ley 氏によって取りあげられているもので

ある? それに筆者の考えを含めてまとめてみると、つぎのよう

になる。

1  ) 経済性 コンビュータのハードウェアのコストは 、その

性能の向上に比して格段に安くなり、それに反し、設計者の給

料が上が ったことは確かである 。それにもかかわらずコンビュ

ータの利用は高価であるというのが現状であろう 。 それは一つ

には、ハードウェアは安くなったが、ソフトウェアが高くなっ

たためである 。 ソフトウェアはあくまで人聞の頭脳によって作

成される 。 人聞の給料が上がっているのだからソフトウェアも

当然のことながら高くなる 。 さらに、建築設計の C A Dの場合

には、図形を取り扱う装置が必要であり、装置の値段は安いと

いっても種々そろえれは¥一千万円のオーダになる 。 システム

を維持するランニングコスト等を含めて考えると、よほど効率

のよい C A Dシステムを作成し、適切な運営をしない限り、経

済性だけの税点からはなかなか成立し苦fr ，¥，、のが現状ではないだ

ろうか。

このような障害を打破するためには、もちろんコンビュータ

利用 の普及につれてハードウェアがさらに安くなることも必要

であるが、さらに建築設計の方法が擁立し、ソフトウェアの相

互交流が図られるようになることが必要であると考えられる 。

今日のように同種のプログラムを多くの企業で作成することは、

それぞれ一部に個性的なところがあるにしても無駄が多いと言

わねばならない

2  ) 組織 として M. E.  Lees ley 氏は、 「組織J とい うこと

でつぎの 4 つめ障害をあげているが、筆者も全〈同感である。

第ーは、無知一一 組織として新しい技術の進歩を知らないこと

によって生じる障害である。ある新しい省力化の技術が開発さ

れたとしても、そのことを知らない会社にとっては何の役にも

立たないし、正しい理解もできないのである 。第二は、システ

ムの利用者と作成者の聞にギャ ップか存在しがちであることで

ある 。 これに対しては、システムの開発時に、利用者と作成者

の協同チームを作ることによって、良い成果をあげることがで

きる 。 また、実際の仕事を正しく経験した人がシステム分析者

になることが非常に良いとしている 。第三は、 C A Dが導入さ

れると、技術がブラ ックボ ックス化されて、若年技術者にとっ

て自分の仕事に対する勘を養う機会か奪われてしまい、経験が

積めなくなるのではないかという恐れからくる反対である。 第



四は、教育・訓練の問題である 。 C A D システムの導入は、適

切な訓練を行わないと、多くの反挽を生じることがある 。訓練

を受ける人の立場に立った親身な指導が行われなかった場合や、

あるいは、設計部門の主流の人々がシステムから雛れてしま っ

た場合などは、 C A D システムの導入の結果がみじめなものに

なってしまうと指摘している 。

3  ) 経営 経営的観点からみても、経世性の 問題がある 。 さ

らに重要なことは、 C A D システムの効果を評価する適切な手

段がないことである 。 C A D を利用することによって、よりよ

い設計がなされたと感じられても、それを合理的に評価し、コ

ストのように勘定し、比較することができない 。

4  ) 感情的なもの 第ーは、高年齢層の反感である 。若い人

々がコンビュータに容易に融け込んでし、くのに対し、高年齢層

の人々が年をと ってしま って修得することか離しいと感じてし

まうことである 。第二は 、より深刻な問題であるが、 C A Dが

導入されると設計者やドラフトマ ンが失業してしまうという恐

れである 。 第三は C A Dを製図に 利用している場合に起こり勝

ちなことであるが、コンピュータへの数字による入力のわずら

わしさと、入力してから図而が出来てくるまでの時聞のずれに

よって仕事がとぎれてしまうことから来る感情的な反感である 。

5  ) 技術的なもの C A D システムを導入したとき、技術的

な障害の主要なものとして、まず第ーにあがるのが コンビュー

タの図形認識の能力の低さであり、部屋のレイアウトの問題の

ような試行錯誤的な方法によ って解を得る能力がないことであ

る。 コンビュータによる図形認識については、最近種々の試み

がなされているが、方法としてはまだ確立していな L 、。創造力

とか連想力とかは、コンビュータにはない能力であり、も っ と

も人間らしい活動とみるべきで、そこに C A D システムが、高

度な人間一一一機械系でないと成立しない条件がある 。第二は 、

大量の技術デー夕、なかでも図形テータの取り扱い技術が未熟

であることである 。建物を記述するデータの構成さえもまだ確

立していない。 さらに、技術データの内容そのもの 、たとえば

コストデータとい ったものが完全には整備できていない 。 この

問題はコンビュータの側の問題ではないかもしれないが、 C A

D システムが真に有効なものとなるためには各種の技術データ

の繋備は不可欠である 。第三に、コンビュータ装置へのアクセ

スが悪いことであり、さらにまだ十分に建築設計に向くような

道具に成り切 っていないことである 。現在の端末装置が安くな

ったからとい って製図板のように設計者 l 人に l 台というわけ

にはいかず、部厚くて重いマニュアルを持って端末装置のある

ところまで行かなければならない 。第四にコンビュータのため

の言語と装置の取り扱い技術の修得の困難さが ある。両者とも

まだ設計者には取りつきにくいものである 。

以上 5 項目にわたって C A Dの進展をはばむ障害をあげてき

たが、それぞれ多くの意味を含んでいると考えられる 。 なかで

も経済性の問題と技術上の問題が重要であると思われる 。

5  . おわりに

前項で述べたように 、建築設計における C A Dが実際に活用

されるようになるには、克服しなければならない多くの障害が

ある 。 しかし、今後の建築設計のあり方を考えるとき、 C A D

をふまえた設計方法の確立は大きな課題であり 、これらの障害

は克服されなければならないと考えている 。最近の建築学の研

究においても、 C A D研究の意義が再認識されつつあり、建築

学会が主催して来春行われる「第 1 回電子計算機利用 シンポジ

ウム J も、そのあらわれと言うことができ、成果が期待される。

最後に、これまでの記述を通して、コンビュータによる単な

る計ｾ ー ではなく、 ｃａ ｄ システムとして成立するために満たさ

なければならない条件がやや明らかになったと考えられるので、

それらを筆者なりにまとめて結びとしたい 。

1  ) 建築の設計プロセスにおける位置づけの明確さ 。

2  ) 設計者とコンビュータの役割分担の明確さ 。

3  ) 設計者がコンビュータを必要としたとき、いつでも使える

こと 。つまりアクセスのよいこと 。

4  ) 人間一一機械聞の応答が容易で、タイム リィなこと 。

5  ) 複雑な設計条件 ・変化する設計条件に対応できる処理能力

を持つこと 。

6  ) 図形の入出力、処理か容易にできること 。

7  ) 各種の整備されたデータファイルを持ち、建物データは設

計プ ロセスの進行に応じて管理することができること 。

8  ) 笑用に耐える程度に経済性をもつこと ( 経済性については、

本来システムの性能との対比で議論されなければならない )。

以上、最近の欧米における動向を含めて、設計におけるコン

ビュータ 利用および C A D をめぐる諸問題の現状を述べたが、

なにぶんにも、この分野の情報の交流は非常に限られており、

また技術の日進月歩がはげしい。 その意味で筆者の無知と技術

レベルの至らなさにより、誤った理解をしているところがある

のではないかと恐れている 。 この一文が建築設計における C A

D の今後の発展にいささかでも役に立つことを期待するととも

に、大方のご批判・ ご意見をいただければ幸いである 。
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通 信 回 線 を 利 用 し た

設 計 シ ス テ ム

石 神 絢 夫

はじめに

本誌は今回の C A D特集を企画された意

図として、設計とコンビュータの現状を明

らかにするとともに、将来の方向と可能性

にも焦点をあてることを掲げておられる。

本稿は、コンビュータの今後の利用形態

のーっとして、センタの大形コンビュータ

と利用者の端末機( 各種プリン夕、ディス

プレイ装置等) を通信回線で接続する場合

に、利用者側にも小形のコンビュータを設

置する方式を紹介する。この方式によれば、

今後ますます多様化する端末機を効率良〈

利用すること、通信回線を介して多 くの利

用者により高度のサービスを提供すること

が可能となる。あわせてこの方式を応用し

た設計システムの例として、われわれの研

究室で検討を続けている建築基本設計プロ

グラム C A ST ( Comput er - aided Archi  -

tectural  Scheme-desi gn T ool ) の一端を

紹介させていただく 。内容の一部には、本

特集の他の各論と重複する個所も予想され

るが、説明の都合上としてお許し願いたい。

1. コンビュータ利用の現状

わが国において建築設計業務にコンビュ

ータが導入されてから約 15年が経過した現

在、その利用形態には一応のパターン化が

行われ、利用効果も着実に現れてきたと考

えられる 。 これまでの発展と定着の背景と

しては、ハード ・メーカによる高性能化と

コスト ・ダウンの成果、関連ソフト ・メー

カによる作成効率向上の努力も忘れてはな

らないだろう 。

〔利用分野〕 しかしながら、企画 ・計画

・設計、あるいはいわゆる意匠設計の分野

( これらを含めてこ こでは設計計画といお

う) に限 ってみれば、他の構造、設備など

の分野と比較した場合の導入の立ち遅れ、
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利用率の低さは残念ながら明らかである 。

設計計画の分野は、端的に設計料金体に占

める割合や建築技術者の中に占める割合な

どから推測してもわかるように、今後コン

ビュータの利用度を高める余地が十分に残

された分野である。

〔利用形態〕 さらに利用形態についてみ

るなら、大手の設計部や設計事務所など大

形コンビュータが自社内に設誼されている

もの、あるいは中小規模の組織で小形コン

ビュータを独自に設置するもの、計算サー

ビス企業を利用するもの、データ通信の端

末機サービスを受けるものなど、各種の例

がみられる 。 これらの各例を、サービスを

利用できる技術者の人数、サービ スの内容

という面で総括すると、大形コンピュータ

を直接利用する場合には高度のサービスが

受けられる反面で利用人数が限られること

が多〈、通信回線を介して利用するデータ

通信の場合には多数の利用者を対象とする

ことができる反面でサービス内容が比較的

限定される傾向がみられる 。

〔処理形態〕 一方でー処理形態としては 、

即時処理と一箔処理がある 。前者では利用

者とコンビュータの問で比較的頻繁にデー

タのやりとりが行われるが、計算時間は短

い場合が多い。後者では計算時聞が長くか

かるがコンビュータとのやりとりの少ない

問題が対象となる 。一般に建築の企画から

計画の過程は、設計内容の方向付けを試行

錯誤する期間であるから、前者の会話的な

処還が多く用いられる 。本稿ても説明を簡

単にするため、即時処理を主体に話を進め

ていくことにする 。

〔端末後〕 現状分析の最後に、利用者に

とって最も身近な端未機類をとりあげてお

く。 まず文字専用では各種プリ ン夕、キー

ボード、キャラクタ ・ディスプレイ装置が

あり、図形処理用としては X Y プロ ッ夕、

高速度製図機の類があるが、これらは一般

には入力装置としては使えない。そのため

座標読取装置に図面を貼り各点をピックし

ながら座標値を入力する。その他、図形処

理全体に体力を発揮するグラフィ ック・デ

ィスプレイ装置、同装置の画面をコピ占ーす

るハード ・コピー装澄がある。これらの端

末機類はコンビュータ本体にくらべて地味

であり、性能向上のペースも目立たないが、

それでも機種と性能の多用化、コスト ・ダ

ウンが{ 確実に進められている 。

きて本題に戻り、設計計画面でのコンビ

ュータ利用の状況であるが、結論からいえ

ば、現状では大形コンビュータの高度の能

力を十分に活用しているとはいいがたく、

また端末機や通信回線の利用効率も不十分

であるといえる 。 とくに企画から計画の段

階では、各種の設計案を図形情報としてコ

ンビュータに入力し、それぞれについて評

価用プログラムを交互に適用して比較する

必要があるにもかかわらず、このようなサ

ービスをサポートする技術が十分に硲立し

ていないことがわかる 。 自社内の大形コン

ビュータが利用できる場合は、あまり問題

が生じない。会話性を重視し過ぎると他の

優先度の低い一括処理用の仕事が停滞する

場合もあり得るが一一。

現状の問題点は、データ通信サービスの

ようにセンタから離れた場所で各種の端末

機を並行して操作する場合である 。センタ

のコンビュータは、文字の入出力ばかりで

なく、非常に大畳の図形データも扱う必要

がある 。座標値ばか りでな く、グラフィ ッ

ク ・ディスプレイ装置に対しては、その機

砲に見合 った図形表示用の命令も合わせて

送り返すことになる 。 このような端末シス

テムが多数接続された場合を想定すると、

センタのコンビュータに大きな負担をかけ

るばかりでなく、データ量が増大するため

通信回線の使用時間が長くかかることがわ

かる 。 この結果として、各端末とも、会話

性が保たれなくなるばかりか、利用料金も

割高になってしまう。

では、これらの問題を解決する一つの方

式として、先に記したような、通信回線の

端末側に小形コ ンビュータを接続し、これ

に端末機群を制御させる方法について説明

する 。

2  . 知能端末方式の構成

この方式で小形コンビュータはつぎの役

割l を分担する 。

①各種プ リン夕、グラフィ ック ・ディス

プレイ装置、座標読取装置など各種の端末



機を制御するとともに、応用プログラムの

中から文字と図形の入出力に関する部分を

端末偶I j のプログラムとして分散して持つ。

このように処理の一部を端末で分担する形

式を、知能端末( インテリジェント・ター

ミナル) と 11乎ぶことがある。

②センタと端末問のデータ伝送を制御す

るプログラムを持ち、両者の間のインタフ

ェスをとる 。センタの大形コ ンビュータと

端末側IJ の小形コンビュータとの間でインタ

フェスをとるばかりでなく、端末同士で通

信を行う場合に備えて、端末1ftlJ にこ のよう

な機能を分担させる 。

図 1 、 2 に、研究所で作成した知能端末

方式について一例を示す。つぎに、これら

の図を参考にしながら各部の構成と機能を

説明する 。

( 1)  端末の構成と機能

ソフトとしては、 小形コ ンビュ ータ用の

オペレーティ ング ・システム ( 0 S )、伝送

制御用プログラム、応用プログラムの端末

側分担部分がある 。 O S の中には図形を表

示するためのプログラムも含まれている。

ノ、ードとしては 必要に応 じて高速のプ リン

夕、 X Y プロ ッタなどを選んで付けること

カずでき る。

端末側の応用プログラムでは、まず入力

データのチェ ックを行い、誤りがあればエ

ラー ・メッセージを表示して再入力を待つ。

入力データにはコマンド、文字コード、数

値、( 図形処理端末からの) 座標値などがあ

るが、つぎに入力可能な装置はプログラム

で予定されている。余談にはなるが、この

ような制約を少なくし、利用者が自由に装

置を選択できるような工夫・がプログラムを

口

作成する際に必要である 。一方、 /  
A. 段 計 妓 術 者

X 土

正しいデータは、セ ンタへ伝送 さ 、

れる前に、伝送量が少なく、かっ

セ ンタでの解析が容易になるよう

に変換される 。そのため端末プロ

グラムは、図形処理に必要な座標

変換に類する機能を持つことにな

る。入力データは端末11刊のファイ

ルに記録して再度利用することも

2惣十寮スケッチ 出力ファイ J レ

できる 。

センタから送られてくる解析結

果もまた、伝送立が少なくなるよ

うに変換されている。一例として、

センタの解析によ って建物の外形

寸法が定まり、この形状を端末1ftlJ に三面図

として表示することを考える 。直方体であ

れば各面は長方形になることから、三面図

のために 12点 ( = 4 点 X 3) の座標値を送

るであろうか。センタから送られてくる{ 直

は、多分 3 辺の長さだけ ( デー タ量は 1 /

4  ) と なり、これをどの位置に表示するか

は端末側のプ ログラムにまかされることに

なる。

(2)  センタの構成と機能

大形コンビュータと各種周辺機器( 大容

量のディスク、高速度製図機なども含まれ

る) で構成される。ソフトとして は OS の

ほか、応用プログラムのうちのセンタが分

担する部分が含まれる 。センタの機能は、

送られてくるデータをもとに高度の解析や

計算を行うこと、大容量のファイルのサー

ビスを行うこと、解析結果の伝送である 。

(3)  通信回線の高度利用

このようにセンタと端末で機能を分担す

る方法には大きな長所がみられる 。 まず入

出力に関する処理が端末で行われるので、

センタの負担が大幅に減少すること 。 さら

に、テータ伝送量を減らすことによって比

較的低迷の伝送路でも高度のサービスが可

白自 ｾになることなどがあげられる 。

(4)  プログラムの操作方法

以上のようなセ ンタと端末に分散された

プログラムの操作は、まず端末側の小形コ

ンビュータを起動することから開始される。

つぎに端末側のフ・ログラムを動かす。 セン

タと回線を接続しセンタのプログラムを動

かす。ここでセンタは端末からのデータを

待つ状態に入る 。一方、端末側では利用者

からデータが入力されるとこれをセ ンタに

送り、今度はセンタからのデータを待つ状

態に入る 。以後このようにセ ンタと端末で

同期をとりながら入出力が繰り返して行わ

れることになる 。利用者からみれば、プロ

グラムが分散形式であることはほとんど気

図 3

にならなし、 。そればかりかデータ伝送量を

減らすことによって、プログラムをセンタ

に集中した場合にくらべて全実行時間を大

幅に短縮することも可能である 。

本稿の最後に、この知能端末方式を利用

して検討を続けている基本設計プログラム

の概要を述べておく。

3  . 建築基本設計プログラム

このプ ログラムでは図 2 に示した端末装

置を使用する。 図 3 はプログラムの構想、を

表している。

A. 基本設計の担当者および各専門技術

者は、各自に設計目標を設定し、設計案の

スケ ッチを作る 。設計案を評価する手段と

して各種評価用プログラムを利用する。

B . 評価用プ ログラムによる解析結果は、

必要に応じてファイルに記録される 。 また、

この結果は設計技術者によ って 、つぎの設

計案にフィード・パックされる 。

プログラムとしては、大別してつぎの 3 種

類がある 。

① 敷地、配置、平面等の基本データを入

力し、基本データ ・ファイルを作るプログ

ラム。 ここでは主に建築物の形状データが

対象となり、基準座標系に対する座標値が

入力される。

② 構成材の種別l 、位置、形状、それに性

能やコストなどの属性が入力され、構成材

データ ・ファイルを作るプログラム。設計

の段階に応じて、使われるデータの精度は

変えることができる。

③ 各種評価用プログラムであり、①②の

ファイルの内容と、その他必要に応じて入

力されるデータをもとに設計梁の評価を行

う。現在までに、日照、斜線、外線等につ

いて検討を行っており、今後は空調、避難

などの評価をとりあげる予定である。

( いしがみ あやお 電電公社武蔵野電気通俗研究所

建築技術研究室)
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企 画 設 計 を 中 心 に し て

橋 本 修 英

はじめに

ある土地にある建物を建てたい意向をも

っ建築主は、その計画が実現しうるかどう

か、どんな建物が建つのかなど、さまざま

な疑問や懸念をもっている。建設会社はこ

れに応えるために、該当敷地の法規制をチ

ェックし、数案のボリュームイメージを作

成し、それぞれについて臼彩、風害などの

近隣への影響や、工期、概算見積、収支目

論見などの資料を作成して、建築主の意志、

決定のデータとして提供しなければならな

し、。

企画設計システム ( CANDI S  :  C ompu-

ter A ided  Nor mari zed  Des ign and  Inf o-

rmat ion  Syst em) は、設計担当者が短時間

にこのような資料を作成できるようにする

ための T S S による会話型システムである 。

T S S は多くの企業で利用されており、そ

れぞれに効果をあげていると恩われる。し

かし会話型システムは便利ではあるが、必

ずしも ｉｾ 佐もが使えるもの ｪ になっていな

いのが現状ではないだろうか。

C A N D I S は コンビュータと会話し試

行錯誤をしながら設計をする、いわゆる C

A  D  ( Computer  A ided  Des i gn) システム

として、 52年 4 月からオフィスシステムが

58 極集と社会/ 1978判 月 号

続いて53年 6 月から集合住宅システムが東

京、大阪の当社一般ユーザーにオープンさ

れた。オープン以来 1 年間にシステムを利

用したプロジェクト数は 280件、利用回数

は 576回になり、ユーザーの評判も比較的

よいようである。

プログラムの一つ一つは決して目あたら

しいものではないが、 「より使いやすい実

用的 C A Dシステム j へのひとつの方向を

示すものと考え、ここに紹介する。

本文は以下のように構成されている 。

l  CANDI S 開発までの経総

1. 1  当社のコンビュータ利用

1. 2 新システムの開発条件

1  .  3  ｉｾ 日発テー＿の決定

2 .  企画設計システムの概要

2 . 1  企画設計システムの目的

2 . 2 使用機器について

2 . 3  システム設計上の方針

2 . 4  システム構成

2 . 5  適用範囲

2 . 6 操作の概要

3 .  利用状況

3 . 1 システムの利用頻度

3 . 2  システムの利用部箸

3 . 3  システムの利用目的

3 . 4  C P U  時間と端末機占有時間

1.  C A ND I S 開 発 ま での経 緯

1 . 1  当社のコンビュータ利用

当社でのコンビュータ 利用はすでに 12年

になり、大阪本庖を 中心に全国 6 支庖がオ

ンラインイじ されている。その利用状況は、

導入当初] に 開発した「燐造計算システムJ

をはじめとする技術計算が現在でも大半を

しめており、その処理のほとんどが、 「一

貫計算J と呼ばれる大型システムによって

占められている。これらは業務めルーチン

. ワークのかなりの部分を担う有効なもの

である 。 しかしこのようなコンピュータの

積極的な 利用は、設計部においては構造系、

設備系がほとんどで、設計計画系に 関 して

は、散発的にプ ロクラムが開発されても 利

用頻度は低〈、設計計画系の人聞はコンピ

ュータにアレルギーを持っているのではな

いかと思われるような状況であった。

1  . 2 新システムの開発条件

このような状況の 中で昭和49年 、設計計

画系のコンビュータ有効利用を推進する声

が高まった。理由の一つは部員の士首大をは

るかに越える業務量の増大であり、もう一

つは散発的に 開発されながら 利用されない

既存プログラムを何とか有効に活用したい

ためであ った。

一般に設計における屯算化のメリットと

しては 、設計ミスの減少、設計時聞の短紛、

設計コストの減少などが代表的なものとし

てあげられる。しかし、より重要なメリッ

トは、これら直接的メリ ッ トによって生み

だされるもの、つまり設計者がルーチンワ

ークから解l皮され創造的な仕事に従事でき

ること、試行錯誤をくりかえすデザインプ

ロセスの中で、気楽にトライアルを行える

などの 、設計行為をより豊かに、より創造

的にすることである 。設計計図系のコンビ

ュータ利用については、とくにこの点を 中

心に開発を進めてゆく必要があると考えた 。

したがって新システムの開発にあた って

は、以下のことを基本条件にした。

(1) 設計者のプライドやテリトリーを佼・さ

ないシステムて'あ ること。

(2) 気楽にトライアルを行える、使いやす

い会話型システムであること。

(3) 各支庖でもオンラインで活用できるよ

うな、ローコストの実用型システムである

こと。

(4) 散発的なものではなく、ある程度述続

性をも ったシステムであること。

1  • 3  開発テーマの決定

一般に設計の手}I頂は抽象的な段階から具

象化の段階へと進むものと理解されている。



RI BAで発表した業務計画では、この段階

を、

巨日 ｾＱ Ｍ ｭｭｬｾＱ ディテール蜘ｼ

に分解している 。 このような手順の立て方

は概念的に了解できるものであり、また一

般化されてはいるが、各段階の目標や性能

がいささか殴味である。

当社ではこの設計の流れを一つの情報変

換の過程としてとらえ、 0 - 4 までの 5 段

階の P HA S E に分解して業務を分類してい

る。 ( 図ー 1 )  

o  P HA S E  :  

社会の一般情報吟建設ニーズ

1  P HA S E :  

建設ニーズ吟設計条例二( 企画設計)

2  P HA S E  :  

設計条件時空間情ー報( 基本設計)

3  P HA S E  :  

空間情報時生産情報( 詳細設計)

4  P HA S E  :  

生産情報吟施工情報 (施工図etc)

テー? を決定する上で、まず、どの P H-

A S E を取り上げるかが問題にな った。 2

P HA S E は設計者が最も仲立とし、楽しみ

ながら J主務を行っているところなので第一

に除外された。 4 P HA S E は設計部だけで

はなく、作業所やメーカーとの業務のから

みが ｦ［ｾｩ 1， 、ので、つぎに除外された。残る 0 ，

l およ び 3 P HA S E について検討した結果、

以下にのべる里1 ¥由で 0 ， 1  P HA S E の「企

附設計J を取り上げることに決定した 。

プロジェク トの進み方

I P H  

2  P  H  

3  P  H  

4  P  H  

(1)  3  P HA S E の詳細設計に関しては現在

使用している S O ( St andard Oet ai l ) 、S F

( St andard Fi ni sh)  シートなどを整備す

ることにより、屯算化とは別の方向で省力

化が計れる 。またこの時点のデータ入力量

を考えると、現時点て。の端末機器で・は作業

量の曾lには効果が少なく、 「使いやすいシ

ステム」にはならないことが予測された。

(2) 当社は建設業の中でも特命工事が多〈、

そのほとんどが設計施工である。したがっ

て建築主から建築の可能性検討のための設

( 注ー 1 )

計 ( 企画設計) の依頼が非常に多い。この

種の仕事は飛び込みが多〈、迅速、的確な

対応を要求されるので、 2 P HA S E 以後の

業務をかなり圧迫している。

(3) 既存プログラムのうち企画設計業務に

活用できるプログラムが多かった。( 日照

日影システム、収支目論見システム、 etc )

2  . ・企 画 設 計 シ ス テ ム の 概 要

2  .1 企画設計システムの目的

受命したプロジェクトをこなすための社

内体制は、組織が大きく複雑になると、各

部署はおのおの、そのプロジェクトのごく

一部にしか触れないような仕組みになって

くる。したがって仕事量が多くなってくる

と、受け渡しの継ぎ目でいろいろな落ちこ

ぼれが発生することが予測される。企画設

計システムは、各専門音11持がプロジェクト

のためにーヵ所に集まって、集中的に問題

解決をしてしまうという万法を、コンビュ

ータを媒介にして行おうというものである。

施工段階の

フォ ロー

環 境 計 画

慨 略 設 計

工 法 工 期

- 企画設計システム概念図

政計の進め方は、図のよう

な螺旋状の行程をたどりな

がら、次第に深〈詳しく具

体的になってゆくもので、

企画設計システムは、その

なかの Oおよび l フェーズ

粗 概 算 見 積

日照 風 環 境 収 支

( 斜線部分) を取り 扱うも

のである。

図- 1

したがってシステムの内容も、斜線制限

図から収支目論見まで、オフィスや集合住

宅プロジェクトの企画段階で必要と恩われ

るすべての業務をカバーするサブシステム

群を持 って いる。その代表的なものを上げ

ると、斜線制限システム、ボリューム計画

システム 、日!照l 日影システム、風環境予測

システム、標準工期システム、組概算見積

システム、収支目言命見システムなどである。

利用者は設計部に設置された端末機から

システムを随時に利用できる。入力はアン

ケート形式の簡単な入力シートをタブレッ

ト( 座標読取装置) の上にのせ、特殊ペン

でポイン卜することにより 1= r う。出力は C

R T  ( 映像表示装置) の上に行われ、静電

プリンターにより、ただちにコピーを取る

ことカずできる。

2  . 2 使用機器について

端末機については、前章にのべたシステ

ム開発にあたっての 4 つの条件と、 「使い

やすさ」を 中心に考えて選定した 。機器の

構成は以下の通りである 。 ( 図 - 2 )  

(1) 端末装置

i )  T S S 端末

T E KT R ONIX  4014型グラフィク ・ター

ミナル( 19インチのストレージ型 C R T

で、文字入出力モードとベクトル出力モ

ードがある )

ii )  補助入力装置

T E K TR ONIX  4954型グラフィク ・ダブ

レット ( 40インチ X30インチ ・読取精度

1 / 100インチの座標読取装置)

ii i) C  R T のハード ・コピー

ノ〈ーサテック( 大阪) およびノ〈リアン( 東

京 ) の静電式プリンター

(2) 回線

1200 B P S 専用回線( 電電公社) または

構内回線

(3) ホスト ・コンピュータ

I BM S /370 M158 

ストレージ 2 M B  

2. 3 システム設計上の方針

これまでのシステム開発の経験から、ユ

ーザーが設計計画系の場合には、入出力操

作をよほと1更いやすいものにしておかなけ

れば、システムそのものが使われなくなる

ことが予測された 。ユーザーが日常普通に

行っているような作業の延長上で入力が行

える方法がないかを検討した結果、以下の

方針を設定した。

(1)  人間からの入力はすべてタブレ ッ トに

載せたアンケート形式の入力シートから行

う。 入力 シートはマニュアルを兼ねる。 ( 日

常性の追求)
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回l I I I l l l I Tl il 皿醐四四百胃 瑚M号

専用通信回線 ( ｾ ｉｩｾ 丘公社 Ｉ

または

構 内回線

座楓銃取装置用 コン トロ ーラ

静電プリンタ一周コ/ トローラ

図 - 2  CANDI S 機縁構成図

(2) 人間からの入力、処理、人間への出力

の I P  0 の単位を試行錯誤の最小単位 ( S  

T E P とl呼ぶ) とし、その大きさの基準は、

l 枚の入力シート ( B 5サイズ) に記載で

きる質問量を最大とする 。 ( 試行錯誤の容

易性とユーザーをあきさせないために )

(3) プロジェク卜 ・マスター ・ファイル( 以

後、略して P/ Mとする) と呼ぶ l プロジ

ェクトのデータを保存するファイルを用意

し、各STEP問のデータを受け渡す機能を

持たせる 。 ( ひとたび入力されたデータは

P/ Mに保存されるので、同じ STEP を再

処理する場合は変更するデータだけを入力

すればよく、試行錯誤性が良くなる 。 また

ユーザーはいつでもシステムを中断でき、

気の l' 引、たときに途中から始めることがで

きる )

またシステムの開発容易性 と保守拡張性

を高めるために、以下 の ような方針を設定

した 。

(4) 可能なかぎりのモジュール化を計るた

め、ひとつのSTEPも入力、処理、出力に

分割し、 P/ Mでデータを受け渡す。

(5) 各STEPの実行のコントロールのため

のマスタ ー ・スケジューラ( 以後M/ S と

略す ) を作り、 STEP内のプログラムを連

続的に実行させる 。 ( この概念をミニ ・ス

ケジュールと H乎ぶ)

(6) タブレ ッ トからの入力、 P/ M間のデ

ータ の受け渡し、 C R T への出力は、それ

ぞれに共通サポートプログラムを作成し、

開発性とともに操作などの一様性を計る 。

(7) 各STEP を構成するアプリケーション

. プログラムと M/ S は保守 ・開発性のた

めに P L / I 言語を使用し、共通サポート

・プログラムは効率 ・モジュールの大きさ

( 注- 2 )  

の点か らアセ ンブラ一言語を使用する 。
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2  .4 システム梅成

オフィスシステム、集合住宅システムは、

ほぽ同ーのシステム構成をと っており 、大

きくは初期条件整理ブロ ック、概略設計ブ

ロック、評価プロ ックの 3 つのプロ ックか

ら構成されている 。 ( 図 - 3  )  

各ブロ y クの持っている・機能と、そのプ

ロ ックを構成している各サブシステムの概

要は、以下のとおりである 。

(1) 初期条件整理プロ ック

システムを使用するための管理データと、

プ ロジェクトの与条件の整理を行うブロ ッ

クて i初期条件整理システム J i斜線制

限 ( カゴカキ) システム J から争認成されて

し、る 。

① 初期条件監理シ ステム

プロジェクト名、敷地形状、法規条件など

の与条件を入力し、初期条件表、敷地図を

作成する 。 ( 図 - 4)  

② 斜線制限 ( カゴカキ ) シス テム

敷地辺属性( 隣地境界、道路境界etc ) や道

路幅員、レベルなどを入力 し、 「初期条件

整理システム」で入力されたデータとあわ

せて、斜線制限図を作成する 。 ( 図 - 5 )  

(2) 概略設計ブロ ック

与条件にもとつ'いて建物のボリューム計画

を行い、それのおよぽす日彬や風害のチェ

ックを繰り返しながら建物形状 を決定して

ゆく フ' ロ ックて'ある 。

① ボリューム計画 システム

前項の法規条件や斜線制限の もとで、建物

階数、形状イメー ジ、用途別面積配分、収

益有効率、配置などを設計者の: t f . 図に従 っ

てインプッ トし、配置t図、平 ・立 ・断面図、

透視図や、エレベータリスト、駐車場リス

トなどを作成する 。 ( 図 - 6 )  

② 日影 ・日照システム

建築地の緯度 ・経度 ・指定月日などを入力

することにより 、前項の建物形状にもとづ

いて、日影図、日照時聞の分布図などを作

成する 。 ( 図 - 7  )  

③ 風環境予測システム

都市名を入力することにより、その都市の

風配図( l I I . 向頻度分布図) が出力される 。

それにもとづいて風向を入力すると、建物

周辺に生じる風速増加域をコンターであら

わした風速比分布図を作成する 。( 図 - B )  

(3) 評価フ' ロック

前のブロ ックで作成されたボリューム ・イ

メージに対して、工期、コスト、収支函で

の検討を行い、企画案の総合的な評価資料

をイ乍成するブロ ックである 。

① 標準工期システム

設計若手時から竣工までの工程面の見通し

をたてるために、クリテイカルパスを計算

し、標準工程表を作成する 。 ( 図 - 9 )  

② 粗概算見積システム

この シ ステムは概略の総工事金額をｾＺ出す

るとともに、建物機能とバラ ンスのとれた

コスト配分の検討を行うためのシ ステムで

ある 。建物のグレードや仕様を入力するこ

とにより、見積原価総合表、各位見積原側

分類表を作成する 。 ( 図ー 10)

③ 収支目論見システム

建築主の事業計画に対し て、卒業期間中 の

資金の流れがど うなるか、最終的な利益は

どうなるかを検討するシステム で、収益事

業、分破事業のいずれにも使用できる 。敷

地取得費、建設費、資金調達デー タなどを

入力するこ どにより、経営・指襟一覧表、損

益計算舎、資金扱益グラフ を作成する 。

( 図ー 11 )

2  .5 適用範囲

(1)  オフィス システム

敷地: 400- 10 ， OOOm'  

建物: 地下 5 階、地上20階

延800- 100 ，000m'

法規: 都市計画法、建築基準法・同施行令、

消防法 ・同地行令、および主要地方

条令

(2) 集合住宅 システム

正，i!{!也: 500- 50，000m'  

( 開発等による敷地分割lがある場合

には、 3 敷地、 9 区画 ( 提供用地)

まで分割可能)

建物 : 地上 2 - 1 5階の住棟を 10棟まで

延500- 100 ，000m'

( セ ッ トパ ック住棟、雁行住棟も可

能)

法規: オフィスシステムと同 じ

2  . 6 操作の概要



企画設計システムにおけるデータの入力

・出力は、 すべてタブレット上にのせたシ

ートから行う。( 図ー 12 )  

標準的にはタブレ ッ ト上に敷地図 ( A ペ

ージ) 、 各サ ブシステム専用の入力シート

( T ページ) 、数値入力 ・文字入力のための

シー トベGページ) 、出力指示のためのシ ー

ト ( T 201 ページ ) などをのせて入力をす

る。敷地形状は、 A ペー ジ上の各点を特殊

ぺンでポイン 卜するこ とにより入力される。

また各サブシステムに必要なデータは、ア

ンケート 用紙のようにまとめられた入力 シ

ート 上の各項目を選択したり、 G ページ上

から数値や文字をポイントしたりすること

で入力する 。 ( 図ー 13、図一 14)  

入力が完了すると、 T 201ページから 出

力指示をすることにより、見たい画面が C

R T に捕かれる 。資料として必要であれば、

ノ、ードコピーを取ればよい 。

以上のような操作手順以外に、つぎのよ

うなサービス機能があ る。たとえばミス ・

ポイントをしたときにはベルが 2 つ鳴らさ

れ、瞬時にミスが知らされる 。 また論理的

ミスの場合にはベル 3 つ、システムの異常

時には述統音のベルがI鳴り、それぞれメ ッ

セー ジが C R T に出力される 。入力したデ

ータの確認や、操作の状態も随意に C R T  

上のメ ッセージで確認できる。

企画設計システ ムは今年の 4 月で満 1 年

をむかえた 。端末機は東京、大阪に l セ ッ

トずつ設置さ れ、それぞれ 1 日 1 - 2 回ほ

どの利用 ( 1  - 2 時間/ 回) があった。 ユ

ーザーはコンビュ ータを使 ったことのな い

人がほ とんどであるが、 2 - 3 回指導者に

イ寸い てもらうとあとは l 人立ちしている。

従来パ y チ処理をし ていた「 日照 ・日彬図

作成」などは 3 倍以上の利用度 となってい

る。この問、集合住宅システムは開発中で、

したがって以下にのべる 利用状況のデー タ

はオフィス ・システムだけのものであるが、

利用傾向はさほど変わ らないのではな いか

と考える 。

3  .1 システムの利用頻度

利用 プロジェクト 件数

利用回数

プロジェクト当た り利用回数:

月平均利用回数

3  . 2 システム利用部署( 図一 15)

設計部は72. 1%て。ユーザーとしての中心

を占め、営業部、開発計画本部を含めると

91. 7 %を占める。設計部以外では、大阪の

開発計画本部、東京の営業部の利用が目立

- 企画設計システム機能図

企画設計システムの構成 を

会した図て¥左縦の各項目

を上から 11阪にインプ y 卜し

てゆくことにより、斜めの

対flJ 線上に並んだ項目をコ

ンビュータで検討し、結果

を下段械の各可i 目として取

リtJ¥すことができる 。

初期条件監理プ 口 y ク

3  . 利用状況

図 - 3  
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C P U時間と端末機占有時間

( 注 3 )  

(1)  C  P U 時間

年合計使用時間 :  23時間31分52秒

月当たり平均使用時間 1 時間57分39秒

1 件当たり平均使用時間 5分 3 秒

l 回当たり平均使用時間 2 分27秒

(2) 端末機占有時間

年合計占有時間

月当たり平均占有時間

件当た り平均 占有時間

回当たり平均占有時間

3  . 4 
-・ .n同市y..... o-，

ーー "・‘・lJ。

859時間 19分

72時間37分

3 時間 4 分

1 時間30分

陀 N

おわりに

今年の 6 月、集合住宅システムがオープ

P  「ー一- --j L予

J --J 〔

企三土一- - - " ' r

‘ｾ＠

ｾ Ｇ＠
'"、...‘"・'，....圃・..
‘1  ' 01 (. tr f !ll- 1. 

( ( " t I I 同 町

u "n' : II. 

ー齢

、"

ンして以来、 利用件数、使用時間 ともに増

加 の傾向にある。企画設計システムの利用

は、業務上定められたものではなく、いわ

ば電卓のように担当者の選択にまかされる

ものである。したがって、性能の惑いシス

テムであれば、ただちに使われなくなる運

命を背負 って いるわけであるが、現在の状

況をみるか寄 り、まず成r)) といえるのでは

ないだろうか。

成功の理由は単に T A T  ( データを 入力

してから答えが返ってくるまでの時間) が

速いというだけでなく、装世を意識せずに

利用できること、試行錯誤の操作が明快な

こと、設計部内にある端末機を 利用できる

ことなど、さまざまな要因が重な って いる

と恩、われる。

現在われわれが最も期待を持 って いるの

図 - 12 タブレット
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は、同一プロジェクトについてのトライア

ル回数の地加傾向である 。ユーザーがシス

テムに馴れてくるにつれ、日Ａ煎日Ｉｾ ｾや 組概

算など各サブシス テムにおけるトライアル

の回数がJ : i ' 1 加してくる 。 C P U使用料から

いえば、それだけ金がかかるということに

もなる。しかし設計というものが、ある一

定の時間内に試行錯誤を繰り返しながら密

度を高めてい くものであるかぎ り、その回

数が増加するということは、その分確実に

設計の質が向上していると A 号えても良いの

ではないだろうか。

いずれにせよ企画設計 システ ムが設計部

におけるコンビュータ利用層の底辺を拡げ

. . . . . .  札 健 “ 師 l ' d J J l J .P_' l 担 割 問 剛

T ペ ー ジ

程度の利用を予想していた自動設計的な方

法、すなわち法的範囲にボリュームを自動

発生させ、それを評価 しながら企画案を作

成してゆく手法が用意されているにもかか

わらず、その利用が数件に止まったことは、

当社設計部の体質を表しているようでおも

しろい。

日影 ・臼!照の利用 が40 %以上もしめるの

は、法規改正の影響もあると考えられるが、

l プロ ジェク トの進行状態を見ていると、

とくに何度も繰り返して試行錯誤されるの

図ー 14

つ。また年齢別にみると 20代後半から 30代

前半がユーザーの大部分をしめ、 40代のユ

ーザーはほとんどいない。どうも 35歳あた

りを境にしてこのようなシステムとのなじ

みが惑くなるようで、開発当初考えていた

設計課長を中心としたシステムというより

は、1 ' ! ! 当クラス中心、のシステムになってい

る。

3  . 3 システムの利用目的( 図 ー16)  

利用目的は設計の評価の道具としての利

用( 日影、パース、風、粗概算、収支) が

中心である 。当シス テムの開発 l時点である

G ベ ー ジ図 - 1 3

たのは司L実である 。 そしてこのことが、よ

り高度のシステムの開発の可能性と、より

11の高い設計につながることを期待して本

稿を終わりたし、。

年'¥11*包1700件. そのうち半数以上をオ 7 ィ

スと集合住宅でしめている.

枇 も機械語に近いプログラム作成宮話. 処

里ｾスピードが速い Ｎ

"，;とi M' H主訟を使用した時/HI

( 注 1 )  

( 注ー 2 )  

※ その他

には面積

計算、体

積計算、

周長計算

などを含

む

が このサブシステムである 。

見積 10%

作業0.4%

筏 術 1. 4%

住 開 1. 8%

住本 3.2%

開発 7.5%

l l K. 竹中工務m設計部設計課)しゅうえ い

( t t - 3)  

( はしもと

図ー 16

図 - 15
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C A Dー設計とコンビュータ・各論 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

設 計 実 務 の 中 か ら

飯 塚 英 雄

計画 ・設計の 中て¥昔ながらの言撲で言

えば芯 l庄といわれる分聖i ' は、コンビュータ

との関係が比較的綿薄であるとか、ときに

は遅れているとさえいわれることがあるよ

うだ。 ｾ ｙｴ 造設計や設備設計で・のコンビュー

タの使われ方や、土木 ・造船 ・自動車など

...，_'....・M 岨 団 叫

一一一‘ 叫山肋
-e 四 a.由. _

陪 由 圃

暗 闇 司

・田 由

・四 回目

。 田 町

・四 日

開 。 回 目

晴 田 町

噂 白 山

. 由 国，

O 問 中

・ 由 ' 田

切 回 目

. 由 自

由 自 白 目

Ｎ問。Ｎｾ

. 由 白叩

.由 ι ・問

。白 色 申

・ 由 時 四

暗 闇 1目

・ 由 i 戸

町 田 . . _  

.由.._
・叩 .._ 
.由

建築以外の設計でのそれと比べて、そう言

われるのではないかと思うが、これについ

ての論議は「比較コンビュータ利用論J に

委ねるとして、ここでは、私どもがこの分

野と周辺で実際の業務の 中でやってきたこ

との 中から拾い集めてここに示し、設計と

コンビュータの関係を考える材料にでもし

ていただきたいと思う次第である。

- 法規による高さ制限

建築基準法による高さ制限の規定に従 っ

て、与えられた敷地条件に可能な建築範囲

を作図し、主要高きでの最大面積を求めた

ものを図示する。

この図 1 そのものは手作業でも描けるも

ので、高さ制限の規定はコンビュータに頼

らなければならないほど複雑なものではな

いのだが、歪んだエリアの面積が計算ーでき

るので{ 更利といえよう。

- 自然環 境 と建物

高層建築が緑なす 山々を背に建てられる。

来観への影響は避け費Igいが、その度合いは

定量化が困難で、主観的判 断に頼らざるを

得ない。模型や合成写真とともに透視図が

図 1 法規による高さ制限図 図 3 オーディトリアム内部透視図

図 2 山と建物の関係の検討のための透視図 図 4 オフィスピル外装の検討のための透視図
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その判断を助けるために作成されるが、 図

2 に示した透視図はコンビュータで描かれ

ている 。 山と建物ではスケールが異なり、

模型では両者の関係を検討するのが難しい

が、コンビュータでは少々のスケールの速

いは数値計算の精度の中におさまり、透視

図が正確に作図できるという 利点がある。

また視点を変えて 何枚でも容易に 描 くこと

ができるのが、この極の図の特徴である 。

- オ ー デ ィ ト リ ア ム の 内 部 空 間

この透視図は、オーディ内部の空間の広

がりとともに、壁や天井の細かいリプの質

! 惑を、できるだけ忠実に表現しようとした

ものである。

透視図をコンビュータで描くための計算

は、立体座標の変換と、視点からの距離に

比例した座標値の縮小を行うことと、視界

からはみ出した線を切断する計算を行うこ

とが基本的なもので、この図 3 でも膨大な

数の点と線について繰り返し計算を行 って

いるわけである 。

- オフィスピルの外装

商用ビルの外装のようにパターンが繰り

返されて出来る効果を検討するのに、コン

ビュータ透視図は有効である 。 ここに示し

た図 4 は、パターンを変えて数案を比較検

討したときの一例で、見えないはずの線を

消した、いわゆる隠線消去を施して作図し

たものである 。

- 日照 ・日影

t品業が経済の中心、て酔あった時代から速の

いて以来、今日ほど太陽の光が人々の関心

をよｾめたときはなか っ たのではないだろう

か。エネルギ一利用の商はさておき、日影

に| 閲する事前予期IJ は建築計画てゆ欠かせない

ものにな った。 日影の周辺への影響は、目

的に応じていくつかの図によって検討され

るのが通例となっている 。 日);tj 図は、総! 立

と日 H寺に応じて建物による日影を作図した

ものであり、日影時間図は、一定時間惜の

各H寺芸lJ の彬になる時間を積分し、各地点の

分布を等日彬脳線の形で示したもので、前

者が三角関数を含む数行の計算であるのに

比べ、後者は l時間きざみと図示範囲のメ ッ

シュのきざみによって多くの繰り返し計算

が必要で、単純な形の建物以外はコンピュ

ータなしでは正確な作図が困難で・あろう 。

( 図 上 図 6 )  

特定の地点て"の天空図に建物と太陽の軌

跡を示すことによって 、その場所では何If寺

から何時まで日影になるか、さらに太陽商
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度 ・方位角も読み取ることができ、近隣へ

の影響評価も詳細に行うこともできる 。太

陽の軌跡を透視図の中に描〈伊IJ もある 。

( 図 7 、図 8 )  

天空図を揃〈プログラムは、区分求積的

に天空率を計. } " ) : することもでき、建造物に

よる圧迫感を定量化するのにも有効である 。

( 図 9 )  

図 5 日影図の一例

"凋111  ' ''' 1' 11 ' '  ，. .. ，. ， I ‘・・・・ ・・E・・0

図 B 日影時間図の一例

図 7 日影検肘のための天空図

a

 

s

 

s

 

a

 

，

 

s  

"  

図 8 日影検討のための透視図の例

fl1iI  i  i  

LU L |」

高架道路と建物 ( 8  

mX 3 0 mX 3 1 m ・5

階建中層住宅) の1111

から、鉛直上空を見

た場イ干の只1，01<レ ンズ

パースと天空率

L = 5 m  

由
9<. '1' FTC' T' I : J ¥・ 0. 213

L  = IOm 

G  
9 ぺγ F" " " "、- C. . d( " 1  

L  = 20 m 

白
9 ぺγ F..... '""1't1¥ - O.5d6 

L  = 30 m 

白
9f. '( F ..tCT CR - 0 .$ 1  

図 9 天空図と天空率による 圧迫感の比較

- ミラー ・ガ ラ ス の 太陽 光 反 射

大阪で先年開かれた万国博のカナダ館は、

外装に鋭を用いて新鮮な感覚を与えていた

が、日光が思わぬ方向に反射して周闘を篤

かせたことがあ った。 その後、一般の建築

にもメタリ y クな外観が好まれてか 、 ミラ

ー ・ガラスがよく用いられるようにな った

が、この反射光が走行中の自動車のドライ

〈ーに影響を与えないか等を検討するため

に、 図10に示したような図が作られている。

問機な太陽光の反射の問題だが、ある建

物の傾斜したガラス面に反射した日光が、

ほとんど水平に走 っ て雌れてｾ っ ているピ

ルの北の窓から突然差し込むということが

あった。 これが| 浪られた季節の、限られた

時間だけなのか分析するために、コンビュ

ータで作図した例もある 。 ( 図 11 )

・電波障害予測

これも建物の周辺への影響評価 に類する

問題だが、高層建築によ ってテレビの映り

が悪くなる程度と範囲を、コンビュータで

計算し図示したものである 。( 図 12、図13 )  
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ス部分

ミ ラ ー ・ ガ ラ ス に よ る 太陽 光 の 反 射 位置

太陽

図10
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傾 斜 ガ ラ ス に よ る 太陽 光 反 射 の検 討図11

J  

J  

直接波 と反射波の

刊- - t EJ ' . PA OI ¥J  (由 B 比の分布

EF : 若宮ig 下方から来たテレ

同 ヨ2 ・1田∞榊.. ，

お伊: 221忠: ピ電波が、 上に小

LLT鑓i:l さく見える建物こ

よって反射し、そ

彬停を受ける地域では直接放と反

射波がずれて到達するため、テレ

ビ画面にゴース トを生ずる 。

この図は、計算によ って D/u ( 直

接放と反射波との比) を求めたも

ので、数他が小 さいほど障害がひ

どし、。

刊 4 王子P A CE>t 抽1 附 宜D l al  

TEST Qt. TA  

開。嵯R . ｾ Ｎ ＨｉＩ ｉ 民 . . .  

... ，. ・I O.OOftDl

同 盟 ・ l∞。∞榊.. '

仇 叫 l T " 司O.∞t田，

0' 釘 ・ ｾ Ｎ ∞附州

"'  ・ <f1J .田 川

噌 ・ '0.田 川

霊治4玉 ・" 'αI I

直接波の電界強度の分布

下方から来たテレビ也被は回折効果によりビノレ陰にも弱められて伝

わる 。¥Il. 界強度つ まり' i l I i，庄の強さの分布を計算により得たものであ

る。数値が小 さL 、ほと' 司li ，庄が弱い 。
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自動車の回転軌跡カタログ図 15建 物 に よ る テ レ ビ 電 波 障 害(2)図13建 物 に よ る テ レ ビ 電 波 隊書 (1)図12
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図 16 自動製図による出力例(1) 一般平面図

+  

図 17 自動製図によ る出力例(2) インテリア・レイアウト図
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- 駐 車 場 と 周 辺 道 路 の 交 通 シ ミ ュ レ ー

γ ョン

駐車場計画に闘速して、道路の付け変え、

拡幅の適正な計画を得るために、周辺地区

の道路交通のコンビュータ ・シミュレーシ

ヨンを行った例を示す。周辺道路への流入

交通量、地区内の発生交通量を想定し、交

差点での信号待ち 、左右折の確率を考慮し

て車の流動をシミュレートしたものである。

図14では、駐車場 ・道路・ 交差点のモデル

と、計算結果の一昔1 1 - 道路の車の渋滞状

況の時刻変化ーーを示している。

- 車路のスペース

建物の中や周辺の車が出入するスペース

は、しばしば十分の余裕が与えられないが、

卓が回転できるかどうかの検討に回転軌跡

を描〈プログラムが用いられる。通常のノ、

ンドル操作で車の中心が描〈軌跡は、クロ

ソイド曲線( 曲率が距離に比例して変化す

る曲線) と円弧から出来ており、これをも

とに事全体が移動する幅を作図するもので

あ る 。 ( 図15 )  

- 自動製国

製図の省力化を目指して、私どもの事務

所では建築の自動製図システムを開発した。

基本的な図面として平面図を取り上げ、こ

れをコンビュータで描くようにすることに

より、共通のデータで構造伏図 ・設備各種

平面図 ・家具配世図などが作図できるよう

にしている 。立商図は別個に簡便なインプ

ッ トによって作成されるようになっており、

さらに標準詳細図はレイアウト機能によっ

て過不足ない設計図を仕上げるのに効果的

に作図される。これらの図蘭は通治、和紙

に鉛筆描きされている。( 図 16、図17、図

18、図19 )

- 排 気 ガ ス 濃 度 お よ び 騒 音 の 分 布

建築からは少し離れるが、自動. L j 1による

排気ガスと騒音の分布を コンビュータで計

鉾し、道路環境アセスメントに寄与してい

る例を挙げる 。 ( 図20、図 21 )  

・都市計画

コンビュータが都市計画に関係した例か

ら、ここには出力図のみを挙げるにとどめ

るが、一つはメッシュ ・アナリンスの場合

であり、一つは地点聞の移動貨物iif 予測の

場合である 。 ( 図22、図 23 )
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(a)平面図

(ω断面図

I 図21 道路騒音予測図

了て LI 

_J  

Iil .  

ｾ‘＠

r-J .  

U ， 

図22 メッシュ・アナリシスの出力例

図23 地域間貨物移動量予測図

さて、以上見てきたように、計画 ・設計

上の諸問題にコンビュータが利用され、い

くばくかの役割l を果たしてきているのが現

状である 。 これらは手作業では代行できな

い資料を提供したり、また入手より一層の

省力化を進めることにより、設計作業を密

実かつ迅速にしているといってよいだろう。

だがこれについて若干の感想を持たないで

もない。

ひところ、「システム化」とか r Computer

A  i ded Des  i  gnJ とかいった言葉が、新鮮な

響きをもって語られたことがあったが、こ

のときコンビュータの役割はもっと総合的、

主体的、: i i l i 続的なものとして期待されてい

たように 4思う 。ところが現状では、コンビ

ュータがカバーする範囲は、設計プロセス

全体から見れば、部分的、補助的、断片的

であることを認めないわけにはいかなし、

それについて、これらはサブシステムであ

って、ンステム化の一環を成す のだという

考え方もあるが、サブシステム相E 聞の有

機的な関係や全体システム椛築のステップ

が必ずしも明らかになっていない現在、か

つて言われたようなシステム化が進行中で

あるというのは楽観的すぎるように感じら

れる 。設計作業の分析にしても、システム

開発の方法にしても、未知のことはまだ多

〈、今後の地道な研究を倹たねばならない

のではなかろうか。

もう一つ。現状においても小さくない問

題がある 。 コンビュータ化するということ

は大なり小なり規格化することであリ、こ

れによ って交}J l千三化が千尋られてし、るのである

が、設計の方は規i俗化を嫌 う。設計がコン

ビュータの枠をはみ出すたびに、コンビュ

ータを設計に 11凶応させようとするが、この

ためには絶えずフォローする人や組織が要

り、ときには車正済性と矛盾することになり

かねない。辿築というものがあまりに自由

度が大きいということるのだろう 。 もっと

も、自由度が大きいことこそが、われわれ

をして建築というものに悲かしめるゆえん

なのだが。

付記

{ 変用コンビュータ ー1 B  M システム / 3 7 0

モデル138、主記憶容量 : 512 Kバイト、自

動製図機: ザイネティクス 1100、同制御用

コンビ ュータ 1 B  M システム / 7

なお図示資料は社内各位の徒供によった。

( いいづか ひでお

胤日独設計大阪本社コンビュ ー タ一部長 )
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避難計画シミュレーション

加 藤 啓 介

笠 井 徳 爾

概 要

建築の設計計画にあたって、「この建物は

安全か」という命題に対して自信を持って

「安全だJ と答える ことは非常にむずかし

し、 。

そこで災害時の避難行動をシミュレーシ

ヨンによ って把躍し 、空間と行動との閥係

のメカニズムを解明し、より安全性の高い

建築の設計を目標とする避難計画シミュレ

ーショ ン ・モ デルを開発した。本モテツレは

G P S S により記述され、災害時の人間行

動を時ｼ甘｝的経緯こＧとの滞留め状態、ｾＧＱ ､ ＮＮｴ衝

j支および避難時間等の要素によ って観察す

ることが可能である 。

モデルは以下の 3 つのサブモデルより梢

成されている 。

・建築笠間サプモデル

- 人間避雑行動サブモデル

. 空間状況制御サブモデル

また、建築計画変更に伴う条件の変化に

対応すべ〈条件設定プログラム ( P L / r )  

があり、モデル自身に汎用性を持たせ、極

々のシミュレーションを可能にしている。

1  . 開発動機

火災は今に始まったわけではないが、最

近、多くのビル ・デパートが火災に遭い、

多くの人命、財産を失っている 。これは、

最近の建物が多目的な機能 ・用途を含んだ

複合ピルであるといったところに原因があ

るとともに、人の経路( 動線) が錯綜し、

それだけ避難経路が不明確になり、多くの

犠牲者がでる結果にもなっている 。

建物の多様化、複雑化は時代の要求で仕

方のないことであるが、それらの要求を総

合化、秩序化するシステムの欠如が災害を

招く原因とも 言える 。最近の超高層ビルに

は防災システムと呼ばれる各種のシステム

( 防火、消火、通報、避難等) が災害に対

処できるように考慮、されている 。 しかし先

に述べたように、それらの各サブシステム

を述結させる総合システムの欠如は、おの

おののサブシステムが正' 討に作用しても、

ちょ っとしたミスで機能を来たせな くなる

可能性を持 っており、複雑なシステムほど

その危険性が高し、。そこでトータル的なシ

ステム思巧ーの必要性があるわけだが、それ

には、各システム の有効性を正確に評価す

ることが大切である 。

従来ともすると各種防災機器に頼りがち

だった計画を、まず基本的には建築のプラ

ンによってどれだけ安全な避難誘導ができ

るかを把握し、その上で各種防災機器の設

置により安全度が地すかを見ることが必要

である 。 しかし従来の避難計算法では、そ

こまで細部にわたったチェ ックは、非常に

困難である 。そこでシミュレーションによ

って避難の状況を 把握することにより、平

面計画の検討、あるいは防災システムの評

価を行 うことが有効な方法となる 。

2  . シミュレーションによる計画の

評 価 に 対 す る 有 効 性

防災システムの総合評価については、い

ろいろな函からの評価が考えられるが、こ

こでは災害の発生時から人が安全な場所へ

逃げるまでの行動に対して、部屋形状等の

建築的制約や各種防災機器等がどのような

影響を与えるかを逐次検討し、評価しよう

とするものである 。

(1)避難計画上の検討項目

①部屋形状、 ドア位置、 ドア幅，

これらは避難に直接関係がないように思

えるが、実際には視覚的、心理的作用によ

って、微妙に方向選択やスピード決定を変

化させる 。 また、 ドア選択が片寄るとドア

l幅いかんによっては滞留をおこす。

②経路の検討，

避難経路は非常に大切で、避難時間に直

接影響する 。 また 、 2 方向避難や煙の伝導

経路等避難に重要な要素を多〈含んでいる。

③階段位置，

通常 2 ヵ所以ょの避難階段を設けるが、

その配置は均等な避難人口をカバーするこ

とが望ましいが、複雑な平面形をしたプラ

ンにおいては、適正配置を見つけることは

難しい 。

④避難階の効果;

超高層ビルになると、 11潜まで避難する

I時間が非常に長くなるので、防災拠点とし

て中間階に避難階を設ける場合があるが、

その場合、位置と広さについての効采をチ

エ y クする必要がある 。

⑤避難指示のタイミング;

多層|渚での同時避難を行うと、階段室内

での群集密度が非常に大きくなり、パニ ッ

ク状態を引きおこす恐れがある 。 また、そ

こまでいかない場合でも、上階からの避難

者によって下階での階段室進入がさまたげ

られる 。ゆえに全員の避難を考えるとき 、

避難終了時刻を短縮させるためには各階の

避難のタイミングをずらし階段を有効利用

する必要がある。しかし、このタイミング

を見つけることは非常に困難でいある 。

(2)評価要素

①避難時間;

従来の計算法だと単に最大避難時間( 最

も出口に遠い人が経路にそ って逃げた場合

の歩行距離による時間と出口処理能力から

見た退出時間との大きい方をと って、それ

ぞれの経路ごとの集計時間を 言 う) で評価

しているカヘここではシミュレーションの

意味を活かして避難者の避難時間別 ヒスト

グラム、あるいは平均避難時間、あるいは

それに標準偏差を加えた平均最大避難時間

( 70- 80%の人が、この時間以内に避難で

きる) 等も考慮している 。

②滞留の有無;

避難計画にあたって滞留は、その場合如

何によ っては大惨事を引きおこす原因にも

なる。しかし、その反面、場所によっては

滞留が逆に人の行動を制御し、スムーズな

避難ができることもある 。ゆえに滞留の場

所、程度をつかむことは非常に重要である。

本モデルでは、それ- t れの経路のポイント

建築 と社会/ 1978年 9 月号 69 



で到着分布の累積グラフを見ることにより、

そこでの状態をつかむようにしている 。

③通過人数，

音11屋の形状あるいは出口位置、経路によ

り人はより最短ルートを通って逃げようと

する 。 しかし、 これは滞留 の原因となり 、

逆に避難時間を延ばすことになる 。そこで

各出口での通過人員数に片寄りがあるかを

見ることで各出口の利用の均等性を確認する 3

3  . モ デ ル の 汎 用 性

設計計画は種々の変更を伴い、また、シ

ミュレーションによる評価によって計画を

変更する場合等、設計条件を自由に修正す

る必要がある 。そこで本モデルでは、基本

モデルのみを GP S S で組み、条件設定プ

ログラム ( P L /  1  ) への簡単なインプ ッ

トデータによりモデルを更新し、あらゆる

計函のシミュレーションが行えるように考

慮、されている 。

また、 GP S S のアウトプ ッ トを視覚的

に表現することによ って、より評価を多角

的にとらえるために各時間 ( 0.5秒) ごと

に人のイ立置を GRAPHI C・COMによ って16

図 1 モデルの概念構成図

人の移動による

変 化
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寸

l

l

.， 

ト

% のアニメーション ・フィルムに作成し、

避総状況を連続した流れとして見ることも

できるようにした 。

4  . モデルの概念

本モデルでは、シミュレ ー ショ ンにあた

って 3 つのサプモデルを考えた 。

- 建築空間サ プモデノレ

- 人間避難行動サ 7 "モデル

. 空間状況制御サブモデル

これらのサプモテソレは 、図 1 のように互

いに制御し合 って避難の状態を シ ミュレー

トしている 。

(1 ) 建築空間サブモデル

このサブモデルは人の行動に建築的制約

を加えようとするもので、部屋の形状、ド

アの位置、廊下のつながり 、階段附室の{ 立

造等の建築空間状況をセ ッ トする 。

・建築の各機能はエレメ ン トとユニ ッ トの

集合から成り、それらのリ ンク状態、各ノ マ

ラメータの値により建築空間の機能に対応

できるようにな っている 。 ( 図 2 )  

また、各エレメ ン トは安全ポテ ンシャル

という値を持っている 。

- 安全ポテンシャルの定義

避難行動における出口選択、エレメ ン ト

選択にあた って現在位置が避艇という目的

に対していかなる場所かを定義するために

安全ポテ ンシャルという値を各エレメ ン ト

に与えた。 これは、 ドアまでの距離 v 燈の

濃度、視界距離、 温度等によ って変更する 。

P  =f  ( L d.， Cs， L s， T )  

本モデルでは、現在ドアまでの距離のみ

を考慮、している 。

(2)人間避難行動サブモデル

人の行動は、周囲の状況、心理的な状況

により複雑な行動特性を示すが、本モデル

ではその行動特性を方向選択と歩行速度の

2 つにしぼり、種々の条件に対して確率的

な動作としてモテソレ化した 。JiEf 車内での人

の行動順序は 図 3 のように行われる 。

スピード決定には、現在位置の群集密度

によ って制約を受けるの で群集音度 ( ρ )

と歩行速度 ( υ ) との関係を| 期数とし て定

義しである 。

・ρ ー υ rlt l紛! の定義

歩行速度はその人の現在いる I必所の群集

密度によ ってJU斡を受ける 。ただし ρ が l

υ ( m/  5ec )  

図 3 人間遊聖堂行動サブモデルにおける行動11贋序

階段ステ y プエレメント

0.8  

0.6  

0.4  

0.2 

v = I. 610- 0. 263 ρ+ 0.007 P  - 4.75  

.ーー

--ー

‘ _ _ ，・ 選総する人の流れ

図 2 建築空間サプモデルにおけるユニット 、エレメントの構成およびリンク状態
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図 4 居室および廊下内における ρ - v 幽線図



人/ m'以下のときは、自由歩行速度( 1. 0  

- 2 .0 m/ sec ) をとりうる。( 図 4 )  

(3)空間状況制御サブモデル

時々刻々と変化する空間状況( 群集宮、度、

煙濃度、視界距雌、混度) を数値化し、安

全ポテンシャルを変化させるためのサプモ

テ' ルであり、また、人の各エレメント内で

の待ち、遅れの状態をチェックし、現在ど

のエレメント内に居るかを定義する機能も

持っている。

5  . 条件設定プログラム

モデルの汎用性の項で述べたように、建

築空間の各位情報をこの条件設定プログラ

ムにインプットしさえすれば、基本モデル

を更新してシミュレーションを行えるよう

にした 。なお、このプ ログラムは P L / !  

を使い、更新は G P S S のUPDATE 機能

を利用した 。

(1)基本モデルとのつながり

この設定プログラムと基本モデルの関係

を悶によすと、 図 5 のようなつながりになる。

(2)インプット項目

このプログラムにインプ ッ トできる主な

E  N  0  

図 5 条件設定プログラムと基本モデル

条件は、以下の項目である 。

- 居室形状、出口! 非、収容人員、避難人口

. 避難開始時五lJ

- 廊下の形状

・附室の形状、附室! 弄

・階段の形状、 IJj¥

- シミュレーションの回数

建築空間以外の情報として、シミュレー

ションの回数も入力でき、乱数の違いでい

く通りかのおミュレーションを行わせるよ

うにもした。( 図 6 )  

6  . モデルの問題点と今後の課題

現在のところ、人の行動特性および建築

的条件による避難行動への影響等、たくさ

んのデータ不足を補いながら 、 とにかくモ

デノレを構築し、シミュレーションを実行し

たわけだが、結果に対する信頼性を問題に

するとき、どうしても一つひとつの設定を

根本から洗い直す必要を痛感する。ゆえに

今後、本モデルの G P S S による記述に 対

する検討 、改良と並行して、

・人間行動の基本的動作に l刻するデータ

. 心理状態と避難行動の関係

- 建築空間の避難行動におよぽす影響

・煙、火災の進行状況の把握

等の研究をし、より精度の高いモデルに

改良する必要がある。

( か と う け い す け 地 制 服 問 問 問

かさい と く じ 向上 f! t子計1' 1センター開発室主.1V

lzr ~。

l:: じーの 12じ二_ 0

12己ζ _ 8 lECム G l: :乙こ_ 0 13とど乙 G  
5ピζ 二の

図 6 アニメーションフィルムによる避難の様子
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住宅の自動設計

司

延

糟

一

室

井

山

今

積水ハウス( 械は住宅、とくに工業化住宅

の設計 ・施工 ・販売を主な業務としている 。

住宅の一般的性質として l 棟あたりの規桜

は小さく、また主力商品の軽鉄系工業化住

宅ては、主なディティールも標準化 されて

いるため、設計における必要図面も少なく

てすむという特徴があるが、その反面、扱

い棟数が非常に多〈、また図面が営業業務

の出発点として重視されているために、施

、と商談後図面提出までの期間を短くした

いとし、う営業上の要請もある 。

このように「図面の種類は少ないが、短

期間に、大量に作成しなければならない」

とし、う設計製図に関する現況に対処するた

め、自動製図積算システム“ A U D E S E I

( AUt omat i c  Dr af t ing  and  Es t i mat ion 

by SEki s ui  Interact ive- syst em ) 叫を開発

した 。

開発経過

' 71 末製図自動化の検討に入る

， 72 末 A UDE S El  - 1の開発開始

， 74 末 AUDE S E I ー l リリース

大阪自動製図センタ ( ADC) サービス開始

' 76 2  東京A D C サービス開始

A UDE S EI 一日の開発開始

' 76 12 名古屋A D C サービス開始

' 77 3  A UDE SEI - IJ リリース

' 78 8  岡山A D C サービス開始

' 78 12 福岡A D C サービス開始( 予定)

積水ハウス側中国営獲郵 ・位置十センター
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A U D E S EI は自動製図 ・自動積算システ

ムであり、住宅の「設計J を自動化しよう

と試みるものではない。 [ " 設計」は、施主

と設計者の関わ りの中で、設計者によって

成 されるべきであ り、A U D E S EI は、その

内容をコミュニケー卜するための図而の作

成過程を機械化しようと試みたもので、こ

の意味においては、 「システム導入前後に

おける業務の流れ( 号 l き合い→ラフプラン

作成→製図( 設計) →見積→契約→発注 ) は、

何 ら変わっていない J と言える 。 もちろん

製図という作業の 中で設計を詰めていくと

いう、設計と製図の同時進行もあるわけだ

が、その場合でも「製図J は「設計J の必

要条件ではなく、確認と表現の一手段であ

る。 もちろん A U D E S EI の構成機株と機能

も、この手段として用いることに充分耐え

るものであるから、その意味て[ " 自動設

言十システム J と言えるかもしれない 。

I . 開 発 の 目 的 ・条件

A UD E S EI の開発に際し 、第 1 の目的に、

「設計( 製図) ・積算業務の高能率化 ・省力

化を計る J ことがあった 。 これは機械化に

よってルーチン作業( 単純製図作業) から

設計者を解放し、これによる余剰1時間を、

より多様な作業に向けることで業務の拡大

を計り、とくに設計担当者をより直接的な

顧客サービスに向けることによる営業活動

上 のメリッ トにしたいということである 。

第 2 は「設計図 ・見積舎の正確さの向上」

である。製図 ・積算の「手」を 同一化する

こ とによって個人的な技伺 ・性癖のちがし、

による図面の差異 ・見積のバラツキ、また

図面と見桜の食い違いといったミスをなく

すとともに 、図面 ・見積の標準化に、また

標準化を計るためのベース、指標としての

役割lをさせたいということである。

ある業務、 この場合、製図 ・積算業務を

自動化 しようと試みると、これに 付随して、

さまざまな事態が生じる。まず自動化する

ために 対象業務そのものの 内容、 扱 う概 念

などを論理的に記述しなければならない。

この場合、 「建物 の部位とか仕上といった

ものをどうとらえ、ハンドリングするか」、

「部屋の定義とは何か、壁との関連は」、

「見積を組み立てている論理はどんなもの

か」といったような日常の業務の中で無意

識に、互いの常識的理解の下で非常にアイ

マイなまま用いていた械念を正雄に記述し、

システムとして成り立つよう務理統合しな

ければならなし、。この過程で、かなり「業

務の見直し j が要求される 。

つぎに自動化する業務と、その周辺業務

との関連が問題になり、システムの範囲と

その外似IJ との関わり合いとい ったことから

業務の範囲、業務聞での仕事の流れなどを

具体的に幣理する必要がある 。 これら「業

務の凡直し J と「周辺業務との凶係づけ」

を再検討することが、 「司工業システム化の

促進を計る j ことの手がかりとなることが

JVl 待される 。

目的をかなえるためにシステムがもっべ

条件として、第 l にA UD E S E I は設計者

の道具でなければならな L 、。 システムのエ

ンドユーザは設計f日当者で、コンビュータ

の専 門家ではないから、システム内部は全

〈ブラ ンクポ y クスでいいわけである 。 コ

ンビュータの知識が皆無でも、建築の知識

があり、操作について簡単な教ずTを受ける

ことで、 ドラフターを f庇うように公軽に f史

える道具であるということである 。

コンビュータという、それ自イ本非? お lこ絞

維で興味深い道具を使うと、どうしてもそ

の方に目が向いてしまい、手段が目的化し

てしまう恐れがある 。われわれの目的は、

いかにスマートるシステムを{ 乍るかではな

く、業務においていかに効来を上げるよう

なシステムを作ることができるかにあるわ

けで、何よりもまず、アウトプ ッ トである

図面 ・見桜性等が答先に、機認申請に、現

場に抵抗な〈流れるようなものでなければ

ならなし、。 当然のことであり、また設も: m

姿なこととして、システムのアウトプ ッ ト

が、それぞれの業務において充分実用に耐

えf与るものであることも条件となる。

.  .I !宇B 、A UDE S E I - 1では、システムの

考えやすさから、適用範囲に少し強めの制

約を課したが、結果的には、そのことが、
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11¥艮られた適用範囲以外に使えない」とい

う実際以上の不使さを 利用者に与 えること

になってしまった。 この反省 をもとに、適

用範聞についての制限は例外的なものを除

き極力可能な部分を拡げるという方向に修

正した。

AUDESEIは、オペレーションにより与

えられるデータと、システム内部にデータ

ベースとして、用意されてあるデータから

ロジ ックに添って建物を構成するものであ

る。住宅のロジ y クは、どこかでキ ッバ リ

と書1) り切れるような簡単なものではなく 、

非常にアイマイさの多いもので、あるロジ

ックを固定すると、例外事項には全〈対処

できなくなるし、また考えられる例外事項

に、それぞれ対処できるようなロジ ックに

すると、それはもう ロジックではなくなっ

てしまう。そこで ロジックとデータベース

とオペレーションにどんな割合で負担させ

るかが問題になる。開発条件として、ロジ

ックに負担をかけるのは非常に基本的なも

の (1基本的なもの j がわかれば、システム

の ロジックは完成であろうが) だけにして 、

MODE L  500 DRAF T I NG T ABL E  

S Y S T E M C ONT R OL L E R  

ｈａｒｄ 、 ｾａｒｅ S L OP E  GE NE R AT E R  

MAGNE T I C  D1S K  UNI T ( 2. 4MW)  

( KANJ I  DAT E  S Y S T EM)  

l PL OT T I NG  S T AT酬|

図 1 ハード ウェア ・システム

大部分をデータベースが負担することにし

た。一般的にはエラーでも、ある場合には

正しいという項目、また、その逆の場合も

あるので、エラー ・チェ ックはゆるく、オ

ペレーンヨンもあまり複雑にしない、とい

う方針ーにした。

II . ハ ー ド ウ ェ ア ・システム

AUDESEI における機器構成は、 C P U

(Central  Processor Uni  t - 中央処理装置)

に磁気ディスク装置 l 台を介して、 2 台の

ミニコンビュータを使用し、I ! O( Input /  

Output 一入 ・出力) システムが独立して機

能しているために、クロスコールによるデ

ータ処理が行われ、入 ・出力作業の並行処

理が可能となり、作業効率が高〈、オペレ

ータの待ち時間も極力少なくな っている。

また、入力装置まとしてメニュ一方式によ

るディジタイザ( 座t誤解析装置) 、モニターと

してオペレータとの対話を可能にするグラ

フィ ック ディスプレイ装置ーリフレ y シュ

タイプ一、さらに出力装世としてデー夕、

プログラム等の内容を打ち出すラインプリ

ンタ( 高速印字装置) 、そして自動製図機て‘

作画する図面等のデータをコンビュータよ

り受け磁気テープに記録する磁気テープ装

置と、磁気テープに出力された作画データ

を自動製図機の方の、磁気テープ装置に読

み込んで高速で設計図舎を自動作画させる

システムである。なお見;f j'( i ' ) ・発注容は静

泣プリンタ ・プロ ッタでも、高速自動作画

が可能である。

また、このシステムでは設計図書に不可

欠の漢字をフルに活用し、かつオペレーシ

ヨン時のCPUの負荷を最小 限にとどめるた

めに、自動製図機のコントローラに磁気デ

ィスク装置を付加して、当用漢字およびひ

らがな( 建築に おける特殊な漢字を含む )

等のデータを収納している。

機器鋭明

1.  CPUーミ ニコンビュータ (32KW)

MI NI  C O MP U T E R一一一ディジタイザからの入

力データをもとに、 必要図面、資料等を 自

動的に作成し、自動製図機用のデータを作

るとともに、すべての周辺機器の制御を行

つ。

73 



2 .  C PU ーミニ コンビュータ ( 8 KW)一一

自動製図機倶IJ にある製図ヘ ッ ドの動作制御

とシステムに 関する情報をオペレータに与

え誤動作等を発見、診断する 。

3 .  T T Y - テレタイ プライタ T E L E T Y P E  

WR I T E R一 一C P Uにこれから行う 作業を指

示するとともに、 C PUからのメ ッセー ジを

受けとる 。また、自動製図機側 の T T Y 機能

は、作画のスタート ・スト ップ、速度 ・加

速度 ・ペン番号の変更等の指令を出すもの

で、一般的に、オペレータとコ ンビュータ

とのコミュニケー シ ョンを可能にするもの

て' ある 。

4 . ディジタイサ' DI GI T I ZERー全電子式座

標解析装置一一メニュから必要なデータ等

を選択しなが ら、設計者の作成したラフス

ケ ッチを、コ ンビュータに登録する入力装

置である 。

5 . グラフィ γ クデ ィスプ レイ装置 G R A -

PHI C  DI S PL A Y  T E R MI NA L - リフレ ッシュ方

式一一 C RT ( Cat hode Ray T ube )  DI S P L A 

Y 装置とも呼ばれ、デ ィジ タイザより入力

されたデータ等の表示、および作業の指示

を行い、必要図面の配置を行うも のである 。

6 . 磁気テープ装置 MA G NE Tl C T A PE  

U NI T一一自動製図機でレ作画する種々図面類

のデー タを、コ ンビュー タより受けとり、

磁気 テープ ( M T ) に記録す る。

7 . 磁気ディ スク 装置 MA G NE Tl C DI S K  

U NI T一一設計図むに必要なデー夕、 プログ

ラム等を 貯めており 、 コンビュータの指令

によってその都度、 必要なものをコンビュ

ータに渡す。 なお 、 自動製図機側 で使用さ

れている磁気ディスク 装 置は、漢字システ

ム用 である 。

8 . ザイネティ ックス 自動製図機 X Y N E -

Tl C S  A UT OMA T E D  D R A FTl N G  T A BL E -一 設

計図面、ファイル類の 内容の、高速自動作

画を行うもので、 3 穫のぺ ン ( 水性、油性

ボールペ ンおよびインクペン ) とペンシル

替芯 (O. 5mmおよび0. 3mm) の使用が可能で与あ

る。

9 . ライ ンプリンタL f NE P RINT E R 一 一

高速印字装置 ( 英数字表示) 一一 プ ロ グ ラ

ム、データ類の内容を高速印字する 。

10 静電プ リンタ ・プロッタ S T ATl C

P RINT E R  ' P L OT T E R 一 ( 漢字 ・ひらがな・

英数 字 ・カタカナ表示) 一一見積書やファ

イル類を、静電プ リント方式により、高速

印字する 。

11. カード読取装置 C AR D R E A DE R -一一

パン チカード形式で、プログラム、デー タ

を入力する場合の インプ ッ ト ・ターミナル

である 。

1II . ソ フ ト ウ ェ ア ・ シ ス テ ム

A UDE S EI にお lするソフトウ ェア ・シス

テム の構成、およびオペレ ーション ・フ ロ

ーは、 図 2 の ようになる。

N. 運 用 シ ス テ ム

自動製図システムを運用するにあたり、

まず問題になるのは、機総 をどの程度分散

または集 中化させて設i I T するのが適当かと

いうことである 。

システムをコ ンパ クト化し、設計買が常

勤する組織単位に分散 して設置する方法、

セ ンターに大型 システムを置いて集中処理

をする方法、また各事業所と のオンライン

を計る方法等々考えられるが、エンドユー

ザたる設計者の使い勝手、ハー ドウェアの

保守、データ ・プログラム の維持管理と修

正 、費用 の問題を考えると、それぞれ長所

・短所があり 一概に決定しかねた 。 そこで

実際の運営にあたり、われわれは、

「当社の場合、実際の営業活動は各営業

音JIに相当 の権限を持たせ独自性を尊重して

いるd

「建 物の細部 ・見積価絡等に 地域差があ

るため 、各地方向ーのデー タを使 うの は現

実的ちな いJ

「図面処理に闘 し、設計良が営業マ ンと

の関係におい て製図する のが原則 とな って

いる J

などと い う理由により、

「各地方の営業部単位にセンタ ー を分散

させる一万、営業部内 では 集中化 されたセ

ンターを営業所が協同利用する J

とい う運営形態 を採 った。先に述べ たハー

ヤステム・フ ロー

ぐ予T T Y

餌 姐 遣 制 脂 聞 ー

嵐 品 作 品 蝿 司l

仕 仕 宙

上 上 品
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オベ レーション ・フロー

図 2 ソフトウェ ア ・システム

① 食 身長所向車 11 で刷1 ; と仰『倫同 1'" 作成さ Il /.ーラヲスケ 2 チ

t デ f ; ' ; タイザ "，1ニ似せる .  • @ ラヲスャ . + t デイ M タイザ l 向 ノ ユ a ー よ 'J 処姥プログ

ラム ｴ ｩｊｦ ｴｴｻｌｾＧ ー が均ＱＱＱ＾ ＱＱ を入力する Ｎ

也 L. デ 4 ジタイザから入力不能会節分 fj T T Y よリ入力

す る.

a  
③デイ〆タイザよリ入力されたデータ会グラヲ， ' タ ディス
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テープ後II に出力する.
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⑤岨% テー プに出力さ れたデータI J . I l 勘製図僚や 俳篭プロ y タ

にカけて. 図画や且 械 . 噂 を高; ，l i で作成する.
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図 3 自動製図機 ( X Y NE T I X S M- 5 0 0 ) により作画された出力図面例

ドウェアの構成も、この運営方法と省、接な

関係のもとに選ばれた 。

機器を 百貨世し、コンビュータによる製図

積算サービス を提供するのは「コ ンビュー

タ ・センタ - J ではなく、 「自動製図 ・積

算セ ンタ - J である。

設計良の「製図する j 労力を省くという

目的を巧えると、センターにおいてオベレ

ーンヨンまで完全にカバーし、設計セクシ

ヨンは 単にセ ンター に依頼すればよいとい

う形が最良の方法かもしれないが、センタ

ーが単なる 外注機関 的存在になると図面に

対する貸任の感じ方 、設計セクションとセ

ンターの関係などで不健全な状態になるこ

とが考えられる 。図面 ・見積書に対する最-

終責任はそれぞれ設計担当者 ・積算担当者

が取るべきであり、 AUDESEI においても

システム設置台数

I/ O  S T ATI O N  
P  S  TLOATTT10 I N N  G  

* 五( ADC

名古島A D C

大 阪A D C

岡 山A D C 2  

福 岡A D C (予) (2) (1) 

計 9  (11)  4  (5) 

Input から Plot まで完全に設計の責任で処

理されなければならない 。その意味では、

「製図する」労力 を「省< J のではなく、

「軽減する J ことになる 。そしてセンター

の管理機構は、こ の軽減するための利用が

全〈フリーに円滑に運営されるようサポー

ト ・管理をする 。

v. 効 果 と 今 後 の 展 開

AUDESEI における 4営業部 ( 関東・中

音11 ・関西 ・中 園地区) の設計依頼処理件数

合計は、約 2，000棟/ 月が可能であり、ま

た 1 人当たり の図商処理件数は、最高 6 棟

/ 日まで可能である。ちなみに 、手描きの

場合は、 1. 2練/ 日 ・人が標準的な処理件

数である 。

このシステムのサービス 開始により、設

言十マンの設計製図業務が軽減され、より高

度な、あるいは新しい設計活動分野にまわ

せるとい う業務範囲の拡大、スピード ・ア

y プによる営業折衝の迅速化 、正確 で見や

すい図面による情報伝達の正穫さ等が計ら

れるというメリ ッ トが生じた 。

さらに、このシステムにおいては専門的

な知識なしにオペレーションが可能なため、

誰にでも使いこなせる水道具。として図面

処理ができ、最近の専門分野における技術

者の人件費の高騰を考えれば、とりもなお

さず人件費の節約につながるという効果が

生まれてくる 。

製図 ・積算といった、比較的ルーチン ・

ワークに近いところを自動化したこのシス

テムは、まだまだ完成したとは言いがたく、

今後より完全な自動化に 向かつて改良 ・変

更を積み重ねなければならない。

また、最近の周辺機器の発達にはめざま

しいものがあるが、より建築設計業務、と

くに住宅に対して使いやすく、 機能的でか

つ安価な機器の発展が望まれる。

今後、このAUDESEI が自動製図から自

動設計の分野に、さらに苦11材生産や原価計

nーなどの社内事業部聞のコミュニケーショ

ンのオン ・ライン化にまで拡張して、住宅

産業界のイニシアチプ的立場を硲立できる

ようにしたいと思う 。

( … 叫 ん ス 以 附 業 部 設 計 … }

い ま い かず のぷ 椴水ハウス以来京支社設計部 l  
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展 望一 一

「設計の道具としての

計算機」私論

笹 田 剛 史

職人は道具に凝る、と言う 。道具の良し悪しが、作品の出来

映えに直接響くことを知り尽くしているからである 。ウィン ザ

ーチェアを一脚作るのに 用いられるカ ンナの数は、数十種類に

もなる、と 言 う。 しかも、それらのカンナの大部分は、自分の

作業に便利なように、職人自ら考案し、改良し、作り出したも

のであり、決して他人に貸さないものでもあるらしい 。そこに

は、人間と道具との関係の一つの形がある 。

計算機援用設計 ( Comput er Ai ded  Desi gn ， C  A  0 ) で

は、設計者と計算機とは「共生の関係」にある、と言われる 。

76 控集と社会 / 1978年 9 月号

「共生の関係」には、単に計算機を用いて設計する、という関

係以上の意味が込められている 。通常、人聞が道具を用いる場

合よりも、さらに緊密な関係が前提とされているのである 。計

算機媛用設計に用いられる計算機は、設計に用いられる道具 、

という意味では、定規やコンパスと同じ道具である 。同時に、

「共生の関係」を持つという意味では、同じ道具ではあっても 、

定規やコンパスとは異なっている、ということもできる 。

計算機援用設計の展望は種々の観点から可能で、ある 。 ここで

は、数多くの観点の中から、計算機援用設計に用いられる計算

機の持つ「道具性J を考える、という立場から展望してみたい。

世界で最初の計算機である ｅｎｉａｃ は、着 ｾｾｩ 計・算を目的とし

て作られた「専用 ｊ の機械であった 。 正路な者 ｾｪｾ 地点を求める

には、数多くの計算を必要とする 。 しかも、風向 、iliU支などの

条件は刻々変化するから、計算結果はできるだけ短期間のうち

に得られなければ意味がない 。

そこで、この機械は、「多量の j寅+ 1 - を高速度で行う j とい う機

能を備えていた 。

さらに 、この機械の中で、 j寅算は 「記号と して表現された数

に、 一定のルールに従 った処理を施すJ という形で行われてい

た。それだけでなく「処理手順としてのルールも、記号として

機械内部に記憶されていた」のである 。

この ような機械は、単に計算するこ とができるだけでなく

記号として表現できるならば、文字、数、図形などの情報を処

理することもできる 。 しかも処足n手) 1 1 兵としてのルールが、機械

に固有のものとして回定されている のではなく 、外部から目的

に応じて、プログラムとして与え得ることは、この機械の融通

性を Wi している 。

かくして、単なる 「高速計算機械J であ った計算機は、「多iR

の情報を、目的に 合った 処理方法により、高速度で処理す る」

ことのできる「情報処理機械」となり、高度の融通性を待 った、

言い換えると 「汎用」的な機械とな った。

廿の中て"，1 多量の- m報を高速度で処理する 」 ことに対する需

要は非常に大きい 。この広範な需要に支えられて、計算機は各

純の事務処理、統計調査、技術計算などあらゆる分野で利用さ

れることとなり、広範な「市場性」を 獲得し、現在の「コ ンビ

ュータ 化社会」を形成することにな ったのである 。

この ような機能を持 った 機械の出現は、当然、建築の世界に

も大きな影響を与えた 。構造設計、積算、施工管理などの分野

で計算機は広< i 情報処理J のために用いられている 。

しかし、いわゆる設計の分野への計算機の導入は、他の分野

に比べて 、それほど うまくは いかなか った。端的に 言えば「靴

が足に合わなかった」のである 。

設計の分野への計算機導入の試みは、当初「自動設計」の形

て。行われた 。すなわち、必要な 設計条件と設計情報とを 与える

と、機械は「多量の情報を一定のルールに従って、高速度で処



理」して、設計案を得ることができる、と考えられたのである 。

ところが、自動設計は建築の設計の方法としてはうまくない、

ということが次第に明らかになった。簡単に言えば、情報を処

理するための「一定のルールj が、論理として定義し難い、こ

とがはっきりしたのである。このことは、「安全な構造物を設計

する」場合と、「快適な住宅を設計する J 場合とを比較すれば、

よく理解できる 。

すなわち、前者の場合、「安全J ということが、たとえば「予

想されるすべての荷重の 3 倍の荷重に耐え得る J と定義され、

荷重に耐えるための断面の設計方法が、一連の計算式とアルゴ

リズムで定義されている 。ところが後者の場合 、まず 「快適J

ということが 、明確に定義されていない。さらに、「住宅を設計

する方法j も論理として定義されていない ( よく定義されてい

ない問題 i l l -def ined pr oble m) のである。

もっとも、後者の場合にも、計算機を用いようとすれば、で

きないことはない。 たとえば、「快適j を i 1 人当たり居室面積

が10m' J 、「住宅設計の方法」を「所要面積を敷地内に確保する

方法j といった具合に問題を倭小化することでこの問題は計算

機によ って解くことができる。いわば、「足を 靴に合わせる J の

て' ある 。

一般に 、創造的過程を含む設計に対しては 、「足を靴に合わせ

るJ 以外に自動設計の方法は無い。 ところが、道具に合わせる

ために、設計の問題を変えてしまっては、解を求める意味がな

い。 そこで、道具と設計との妥協点として 、「計算機援用設計」

が考えられた。

計算機援用設計では、まず設計の問題を細分化する 。 そして、

細分化された問題 ( 部分問題) の中で、計算機を用いることが

できる部分は、計算機を用いる 。残った部分は人聞が解決する 。

このように、人間と機械とが機能分担することによって、人聞

は、まさに「機械的J 作業から解放され、より「人間らしい J

活動に従事することが可能となったのである 。言 わば、「常に素

足で歩< J 状態から 、靴の出現によ って、「足を靴に合わせる」

状態を経て、「靴が足に合うときは靴を履き 、そうでないときは

素足で歩く J ところまで到達したのである。

計算機援用設計は、建築設計に| 浪らず 、創 造的活動を含む他

の設計分野、たとえは‘ 自動車設計、船舶設計、電子回路設計な

どで広〈採用され、次第に成果を得て、実用に供されている 。

これまで見てきたように、現在のところ、建築の設計に関し

ては、計算機援用設計が切り札とされている 。 ところが、実際

に計算機援用設計システムを開発して見ると、今後改良すべき

点が多〈残されていることに気づく 。

現在の計算機援用設計の抱える最大の問題は 、(1)入出力 の問

題と、 (2) 処理方法の問題とにある、と私は考えている。いずれ

も道具の問題である。

計算機援用設計では、人間と機械が分担して設計を進める 。

したがって、両者の聞での情報のやりとり( 入出力) は、円滑

でなくてはならない 。 ところが、機械にとって 、われわれの扱

いなれている図形情報は、最も扱いにくいものの一つである 。

もっとも図形情報のとり扱いのうち、計算機内部の情報を図形

化して出力すること( コンビュータ ・グラフィックス comput e r  

gr aphi cs) は随分発達してきた 。ところが、図面などの図形 '1育

報を計算機に入力すること( イメージ ・プロセシング i mage 

pr ocess i ng ) は計算機科学の中で最も遅れた分野の一つ 、と

なっている。

入出力の問題が解決されていない、ということは、人間と機

械との共生関係を妨げる大きな障害となっている 。 i靴が足に

合うときは靴を履き、そうでないときは素足で歩< J とは言う

ものの 、現在手に入る靴は、履いたり脱いだりするのに、とく

に履くのに非常に手聞がかかるのである 。

先に見たように、現在の計算機は、処理方法を論理として明

確に定義してやらないと作動しない 。一方、建築の設計で、処

理方法を論理として明確に定義し得る部分は、問題を細分化し

たとしても、そう多くはない。そこで 、処理方法が「あいまい

にj 定義されていても、作動する機械を考えれば、その機械は

現在の計算機に比べて、設計の道具としてより使いやすいもの

となろう 。 i より足に合 った靴を作る J あるいは「足に靴を合

わせる j ことを考えるのである 。

人聞は計算機に比べて、はるかに「あいまいな」情報を「あ

いまいな」方法で処理することができる 。人閉め優れた特質で

ある「類推する能力 J のお蔭である 。現在の計算機に「類推す

る能力 J をつけ加えよう、とする試みは「人工知能J の研究と

して進められている。

現在の計算機援用設計は、既存の「汎用」型計算機を前提と

して成立している 。 しかし、計算機が設計に用いられる道具で

ある以上、道具に合わせて仕事を変えるのは間違っている 。仕

事に合わせて道具を変えるのでなくてはならない。どのような

道具が自分の仕事に必要か、どのように道具を改良すべきか、

どのような道具を開発すべきか 真剣に考えるべき時機にきて

いるようである 。

われわれの研究室では、これまでのプログラムの開発に 加 え

て、数年来、入出力装置の開発 、処理装置の改良などに取り組

んでいる 。 i 足に合った靴を作ろう」としているのである 。幸

い急激な半導体、集積回路技術の発達によって 、そのような試

みは技術的 ・経済的に容易になりつつある 。われわれ設計者が

自らの設計に用いる「専用」の機械を手に入れるならば、「計算

機援用設計」は「設計機械援用設計」となり、本当の機械と人

間との「共生関係 j が作られる、のではないかと考えている 。

( ささだ っよし 大阪大学工学部環境工学4・} 助教授 ・工博)
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総 合 日 照 解 析 シ ス テ ム

r S H A D O W V ー IIIJ

安 永 通晴

1. は じ め に

日 照 問 題 が 社 会 的 に ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ る な か で 、 昭 和51年 11 月、

建 築 法 準 法 第56条 の 2 に、 「日影による 中日l i 1 建物の制限」が追加

さ れ 、 さ ら に 翌 年 10月 、 建 築 省 令 第 9 号て¥縫認申請図書に、 「日

影図及び等時間日 ｪ［ｾ 線図 ｊ の添付が義務づけられました。従って、

今 後 は 基 本 計 画 の 段 階 か ら 、 よ り 詳 細 な 日 I!(!. 条 件 の 検 討 が 必 要 と な

り 、 確 認 申 請 時 に は 、 日 影 図 な ど の 作 成 に 相 当 な 時 間 を 費 や さ ね ば

ならない状勢にあります。

そ こ で 、 当 社 で は 安 井 建 築 設 計 事 務 所 と 共 同 て ¥ 総 合 日 照 解 析 シ ス

テム i S H A D O W V ー lIl J を 開 発 す る と と も に 、 広 〈 ご 利 用 い た だ

くべ〈、本システムを公 Ｏ ｾゎ、たしました。ここにその概要をご紹介

させていただきます。

2.  i S HA D OW V  - IIl J の 概 要

・機 能 お よ び 特 徴

i S H A D O W V ー In J は 、正確さ、使いやすさ、経済性および現状に

きわめて 忠 実 な 日 照 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 回 線 に 院l発 い た し ま し た の

で、つぎのような機能、特徴を備えております。

1  ) 出 力 内 容

ＨｩＩ 受 Ｉｪｾｾ 国Ｈ計算指定範囲全体、その部分拡大および建物の壁 Ｑ Ｈ ｬ￯ な

ど) に対し、 日ii 診図、等H寺tllJ 日; ぷ図、 主事H寺川 日1
1
(，¥図を出ブJ しま

す。

( ii )指定点( ; 窓など) に対し、プリンターによる l 日の 日 照 状 態 お

よ ぴ 天 空 図 を 出 力 し ま す 。

(田) さらに 、行政官庁 に対する対応ヒ( 大阪府主主事長官/1 - 土 木 部 iill

築 物 と 腐 住 環 境 の 保 護 に つ い て J 参 P.(¥) 、入力チェ y クが王子主11

に で き る よ う 、 建 物 の1111/ 而 図 、 平 l師図、配位図を出力します。

2  ) 形 状 認 識

Ｈ ｩ 凶Ｚ物は数イ凶の Ｑ ，ｾ本フＧロ ｹ クに分担 ｩ りして入力しますので、 ｉｊｊｊ 凶 ｬ を

のぞくすべての雄物が認識できます。 19I J え ば 、 寄棟、入リJ fHtI、

切り =必、そして当然のことながら JfE も巧1症できます 。

(ii) 地形は、- j i J <: 大40面まて"の水 平 市 や 斜1mで近似でき、斜而1 ・段 ぷ

.  J工状の地形 ・筏 I也な どを含む桜雑な J也j杉における日J l ! i をも解

析 す る こ と が で き ま す。

3  ) 入プJ の 簡 略 化

池 物 の 入 力 は 、 各 位 物 に 設 定 さ れ る ロ ー カ ル 度 線 系 に つ き 、 基 本 ブ

ロ ックの 科 頂 点 のl坐 擦 を 任 意 に 入 力 す る だ け で よ く 、 商 の 柿 成 な ど

を 々 え る 必 婆 は ま っ た く あ り ま せ ん 。 ま た 、 そ の ほ か に も 、 多 数 の

椋i . VJ イl直を設定し、入力データの簡略化をはか つています。

4  ) 出力的事長の対応性

i S H A D O W V - III J では、 H寺分割された名 l時五1/ において、まず、

生J ! 物および地形の作り出すi; 診を求め、それを法に臼影図、 害者;(1寺/lI J I:I

Ｉｪｾ 図を算出するため、計算上も出力表毛ｬＡＮ上もＨＱ可 ｦｩ ・の対応が正磁にと

れ て い ま す。特に、地形の) ; 診も々@: して、 lil ，j 者 の 正 確 な 対 応 性 を 表

現 で き る 、 数 少 な い シ ス テ ム で す。

5  ) 経済' 陀

等 ｈ 寺川日 ｬ［ ｾ Ｈ日 ＩＡ日 Ｉは、 ￭ｾ

/iI/メ ッシュ、 時分割l法」に

よ って近似 計 算 を お こ な っ

ておりますので、そのメッ

シュ 数 、 計 算 l時!il]芸IJ みは自

dl に i選べ、 使 用 目 的 に あ っ

た経済的な利用ができます。

また、このシステムでは、

一般 の 分 制 メ ッシ ュ 法 と 呉

なり、メ ッシュ 数 と 計 算 時

/lI /( CPω の 関 係 が 、 図 - 1  

の よ う に な り 、 比 較 的 安 価

に向制度の計算ができます。
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図 - 1

ん111メ，/ / " ユ法( 一般)

/  

メ y シュ数

- 利 用 法

i S H A D OW V ー [![ J は 、 確 認 申 Ui 用 提 出 資 料 の 作 成 、 極 々 の 企 画

・調 査 ・計 画 ・設計などにご利用し、ただけます。特に :企画 ・計 画 ・

設計の段階においては、ヲミEE図、若手1時間] 日影図によ って 、 平 面 計 画

お よ び 建 築 許 答 ボ リ ュ ー ム の 検 討 、 立 而 日 照 に よ って 、7 ンショム/

・アノ マー ト ・公 団 な ど の 似 配fEの 検 討 お よ び 計 画 な ど 、 さ ま ざ ま な

利 用 法 が あ り ま す 。 この場令でも、放初はメ y シ ュ 数 や 計 算H寺l湖おl

みをヰli くして概略計算をおこない、計画が煮詰まってくるに従って、

必 婆 に 応 じ、計算精 度 を上げてし、 < ) j 法 が 可 能 で 、 経 済 的 に も 有 効

な 利 用 法 だ と お も わ れ ま す。

さらに、この段階での日照の角年析に、コンビュータを j 小、る故大の

利 点 は、 陳商己世や日さな どの計 画 変 更 に 対 し 、 簡 単 な 入 力 デ ー タ の

修 正 の み で 、 即 座 に 日 影 資 料 が 科 ら れ る と こ ろ に あ り ま す。

3  . お わ り に

高 性 能 な ソ フ ト ウ ェ ア を 安 価 に ご 提 供 す る の が 、私 ど も 計 算 セ ン タ

ー の 使 命 と こ こ ろ え 日 夜 サ ー ビ ス に 務 め て お り ま す。 日1m解 析 以 外

にも 、 建築関係のソフトウェアを多数用Ｚￜｾ 1 ，、たしておりますので、

i S HA D O W  J ともども、カタロク ・資料などのニ171求 を ご 迫 感 な

くお申しつけくださし、。

〔やすなが み ち は る / 日 本的 報 サー ビ ス 附 大|坂本社科学計算在日〕

¥、、

ーー … ーー

図 - 2

日影 図

図 - 3

等 時 間 日 影 図

図 - 4

天空図
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ol i vel l i  

J ' ¥ーソナル・ミニコンビューター

オリベッテイ< P  6060> システム

パ ー ソ ナ ル ・ ミ ニ コ ン ビ ュ ー タ ー < P  6060>  

特 徴

・技術i .fiの _.'t J 易から作品11に旦1 ( 解でき、 1¥!! い劫さは i洋を抜いていま

す 。

• ｩ ｽｌ Ｉｉｈ ｉ ーの ｲｾＧＺｪ ¥， 、会話引拡以 B A  S  1  C 汀話を採 j 日。 プログラミン

グはきわめて作劫です。

・操作ー 1.. 、プログラミング」ーのあらゆるミスやエラーは、オペレ

ー テ ィ ン グ ・システムの完壁なチエ ンク 機 能 に よ り コ ン ト ロ ー

ル さ れ て い ま す。

. 1也に wを凡ない ，:'，'jJ :aな処J ! I¥能 力 を 持 っ ています 。 本体セントラ

ル・メモリーは、 4 0 K B から 8 0 K B までおよ似でき、 250 K  B の

フ ロ ッ ピ ー ・ディスクを 2 t圭内蔵しています。

・ ｾ •• i. 米 の シ ス テ ム fl I : 似も 1' 181て 1=1(I(j に 応 じ て l api な周辺装凶を

j並ぶことができます 。

. T S S インテリジェント ・タ ー ミ ナ ル 機 能 に よ り 、 大 1¥リ.，[d?: 機

システムが持つ ｾＮＺＧｉｾ な能力や、大規院なアプリケーションを、

千，eで手IIJTJ す る こ と も で き ま す。

・ ロ ー コストて｜しかもＧ性能大・ｪＢｦ耐 ｬ 終比はｾｩｉを抜いています 。

ソ フ ト ウ ェ ア ・ ノ ぐ ッ ケ ー ジ く M A C S > 、 < S T R A N S E >

• MAC S ( Mu l t i  - v ar i at e Ar chi t ec t ur e Communi c a t i on Sy s t em)  

ｩ 試行 ｾｈＺｊｾ 的プロセスという特徴を持つ、主 ｉｈ 築設計業務の手ｊｊｪＩけと

な る シ ス テ ム に は 、 技 術 者 の fJ の ff'よ; が充分に反映できることが

条 件 と な り ま す。 そ し て 、 プ ロ ク ラ ム の 実 行 l時 に は 、 よ り 入 力 デ

ーターが少なくてすみ、問一化されたプロセスでは、- i . 1 [ に把え

ら れ る シ ス テ ム 、 さ ら に 汎 用 性 の あ る も の が 要 求 さ れ ま す。

特 徴

・完壁な会話形式で使用できます。

・広 い 適 用 範 聞 を 持 ち 処 理 方 法 の 選 択 も 向 由 に 行 な え ま す 。

・入 111;) データーが簡略1です。

・ トライ ・アンド ・エ ラ ー を 効 率 的 に 行 な え ま す 。

何!. 'Ui  

・ ｾｉｩｬ 炉 ｉ ｚ 而フレーム解析

・t，Yi ) f ; : 図プロ ッテ イ ン グ

• R  ｃ Ｍ ｾ 誌の断而算定Ｈ単独Ｉ

・ R C 一位の断面算定( 単独 )

. jjgi 耐性能計算

• R C ー梁の断面算定( : i HI 絞 )

・ R C ー柱の陸rr 而算定( : i i l l 統)

. S - 梁 の 断 面 算 定 ・ S - 柱の控Ir 面 算 定

• S T R A N S E  ( STRuc t ur a l  ANa l y s i s  S E r i es)  

基本計画段階での一次チェ ックは 、数多くのモテソレて'行 な う 必 要

が あ り ま す。 J . ! i 本計画では技術者の方の勘が重要なポイントにな

ります。 数 多 く の 解 析 を 行 な う こ と に よ り 得 ら れ た 経 験 は 、 こ の

勘 を 養 う た め に は 必 嬰 な 要 紫 で す。

特 徴

Ｍ ｴｦｩ Ｍ 組梢造物の応力解析を ｾｪｩｬ 性域で行ない、解析には、変 ｦ 立法を

採用しています。

・完盤な会話形式で使用できます。

・広 いi盗用範聞を持っています 。

・ 入力データが ｭｪｬｾｊ で、出力データも見易くなっています 。

・ 入 力 デ ー タ に 対 す る モ デ ィ フ ァ イ 機 能 が 完 備 し て い ま す。

・1225 なデータ・チェ ック機捕を備えています 。

純 類

・任 意 形 状 平 而 卜 ラ ス 解 析

・任 意 形 状 平 而 フ レ ー ム 解 析

・矩 形 平 田 フ レ ー ム 解 析

・任 意 形 状 平 而 怜 子 解 析

・任 意 形 状 立 体 ト ラ ス 解 析

建 築 設 計 業 務 ・ 分 散 処 理 シ ス テ ム

-ｐ ＶＰＶＰ 自身が持つＷＮＧｾ性能な処理機能［こ、 ｔｓｓ インテリジェント ・

ターミナル機能を装備することにより、大型屯t ) : 機システムが持つ

大 規 模 な 処 理 機 能 、 大 型 ソ フ ト ウ エ ア な ど を 、 タ イ ム ・ シ ェ ア リ ン

グ ・モ ー ド で 、 手 元 で 利 用 す る こ と が で き ま す 。

特 徴

・たとえば、 T S S サ ー ビ ス を 行 な っ て い る 計 算 セ ジ タ 一 保 有 の

日l支な汎用アプリケーション ・プログラムを、 P6060 を過して

利 用 す る こ と が で き ま す 。

・ インプ ント ・データの作成、編集、アウトプット ・データのレ

イ ア ウ ト 、 ア ウ ト プ y ト媒体の選択などは、必婆に応じてロー

カル ・モードて P6060に よ り 処 理 で き ま す。 また、大型氾t ) :

機システムで処思! した結果を凡ながら、 Jt立通イ直が符られるまで、

何度でも、 P6060 向身でトライ ・アンド ・エラーを行なえます。

・ インプ ッ ト ・データのチェ y ク、修理を P6 0 6 0で 行 な い 最 終 デ

ータをフロ ッ ピー ・デ ィ ス ク に フ ァ イ ル 、 フ ロ y ピーから自動

伝 送 で き ま す 。 回 線 接 続 コ ス ト の 大 幅 な 削 減 に 役 立 ち ま す。

た と え ば 、 分 散 処 理 シ ス テ ム と し て 、 次 の よ う な シ ス テ ム がJ f えら

れます。

ii占h|i

(O N.Li NE 処理 ) 1  

L 一一一一一一 一一一一」

- なお、 <  P  6060> システムに関するお閉し、合わせは、日本オリベ

ッティ ・プロダクト ・マーケティング部ノマーソナル ・コンビュー

ター ・システム諜まで、ご連絡ください。

ol i vet t i  

日 本 オ リ ベ ッ テ ィ 株 式 会 社

東 京 都 目 黒 区 碑女 谷 1- 26- 17 干 152

Tel .  03- 714- 1211附

79 



電電公社のデータ通信サービス l  

評ある( DEMOS- E) の

豊富な建築ライブラ'10

{DE MOS-E } では、建築ライブラリを、計画系、構造

系、設備系、積算系、施工系など、系統的に豊富に用意

しています。 いずれも汎用性のある、 信頼性の高いプロ

グラム として、 ご好評をいただいています。

DE MOS - Eの大きな魅力のひとつは、建築構造設計、

鉄筋 ・鉄骨コンクリート造建築構造設計、骨組応力解析、

骨組振動解析などが容易に行なえ、特に鉄筋 ・鉄骨コン

クリート造建築構造設計ライブラリは、建設省の認可を

受け、確認申請書の添付図書が省略できることです。

- 端末機を設置するだけで、全国どこからでも利用できます。

・料金は使っただけ支払う従量制です。

・高速度端末機やX Yプロッタカ守IJ 周できます。 総合事務計算サービスのr ORE S S J tJ'<あります。〉

たとえば、こんなやっかいな計算も簡単に行怠いま説 I

み

弘、
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資料部求券

- 資料ご希望の方は〈資料議求券〉を添付のうえ

お申し込みください。

干530 大阪市北区中之島6- 2- 27 中之島センターピル

近緩電気通信局データ通信本部営業担当

電話( 06) 446- 7081

近 A

- 実演見学のお申 し出は

電話( 06) 943- 9255

( 天満橋OM Mピル 19階

テt ータ通信ショールーム)

業種・社名・官官111

番号をお忘れなく。

q 電電公社



航 空 測 量 と 土 木 計 画 設 計 と の ド ッ キ ン グ

C A P S  C O M P U T E R  

0 地 形 等 高 線

0 地 物 ( 家 屋 )

0 土 地 利 用 ( 町，道 路 )

- 線計画への適用

・ 道路路線計画

・ 送電線路線計画

・ 鉄道路線計画

- パイプラ イン計画

- 面計画への適用

- 宅地造成計画

- 埋立地造成計画

- 換 地 計 画

A I O E O  P L A N N I N G  S V S T E M  

はじめに 味 生 威

我国の社会状勢の複雑化は、資

源開発、地域の開発、改良等の諸

事業を大規模化し、それ等開発事

業に伴なう諸工4_¥. の計画 ・設計に

際しても、従来より透かに広い視

野に立って建設の前 ・中・後にお

ける周囲環境への彬響、環境との

調和或いは保全等に留意し、なお

且つ事業の進歩に伴むい速かな追

跡調査 を望まれる状況です。

此等の婆求を充すために、 地形

O.D T M自 動 採 取

- 植生 ・土地利用等の諸情報の収集に航空写真isIJ 量は非常に大きな

役割l を来しております。即ち航空写真より得られた膨大な資料をコ

ンビューターシステムに結びつけ 、整理変換或は加工展開すること

により、計画設計が可能となり、航空調IJ 量より計画設計への- 1 ' t シ

ステムが期待出来ます。たとえば単なる地形図 ・勾配図 ・断面図 ・

流域図 ・流線図のみならず運土地工11頂序を考慮した上での宅地・回

場・ダム等の配置計画・発電所 ・変電所の立地計画 ・鉄道・道路 ・

用水路・パイプライン等の路線選定等調査計画設計への応用から地

形を含んだ奈鋭模型への応用等枚挙にいとまがない程であります。

これ等諸点に注目し、総括的且迅速に諸データーの収集処理を行

ない、計画者 ・設計者の芯: 志決定の1111言者となるシステムが、 C A

P S です。

R .D T M自 動 作 成

修 正

応忌込:

- 飛 行 場， ゴ ル フ 場，

遊園地計画 ..".. .. ... .・ " ・ a 吋 虻

尚 、 コ ンビュ ー タ に よ る 日 照 図 作 成 業 務 も 行 っ て お り ま す。

ん

V

ん

γ

現 況 地 形 の 再 現 に よ

る 基 図 の 作 成

0  地 形 コ ン タ ー 図

。任 意 方 向 断 面 図

。地 形 勾 配 図

0 斜 面 方 位 図

。谷 線 ， 尾 根 線 図

。地 形 模 型

0 地 形 景 観 図

更 に 絞 ら れ た 候 補地 に つ い て

精 度 を 上 げ た 航 測 を も と に ，

同 様 の 事 が 行 わ れ る 。

富構藍計画而宜丙

本 社 東 京 都中野 区 本町 4 - 3 8 - 1 3  

電 話 東 京 ( 03) 382- 6761聞

大 阪 支 所 大 阪 市 東 区 安 土 町 1 - 1 6  

電 話 大 阪 ( 06) 262- 5246 ・7



ｄｾ＠

省スペース、省エネルギーのこれからのエアコンで衣

円借 壁凶形

F TY22HV 1胤償 却 VI

窓悔帰必価崎

103，0 0 0円 l工・世耳1I 1

宜問峨 床櫨形

F VY45HT l単姻: ! J OV

本体楊皐価崎

185，0 0 0円 (工・貸別j

J き マ ル 叩 晴

RS Y56HV 

"  IJIl椙 :!JOVI

。 1. ;$;悼柵i l I 価惜 l  

夕、イキンエヤコン 〈マルチ 〉、言宣言十し がいのある

これからの空調システムです。

・ 強 力 暖 房 「ニューフ口ンヒート方式」

ダイキン独自の世界8ヵ国特許「ニューフロ ンヒート方式」

は、厳寒期で、も余裕ある暖房力を発押します。

・ 低 運 転 音

多室冷暖房しでも室外 機 は l 台だから 、運転音も低〈 、

ご近所に迷? 誌をカ・けません。

ｼ一一一Ｍ ｾ 届副 ｩ ｌ ｭ ，… 酬 ｽ ［

L 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 」

( マルチ組み合わせの一例) (50/60Hz) ※ 温水ボイラーと組み合わせれば、セントラル冷暖房給湯システムが完成します。

居 問 寝 室 子 供 部 屋 室 外 機

F V Y 4 5 HT 川崎: ! J OV) F T Y 2 2 HV  li I倍 加 V) F V Y 2 2 HV I胤栂 :!JOV)
R S Y 5 6 HV I単姻: ! J OV)

冷 111房面摘 のめやす 冷種房函柵 のめやす 冷瞳房面捕のめやす

3  

ｾ殖闘 ｾ ｩｕ ￟ｺｨ 盟 国~白斑E・】畳 国 個 ~B斑 E・】量

室内相E・大f童書車時

冷房能力 5.α 刃15.600k四 Vh

室

冷房能力 4ぽ'1) /4 筑旧 kcal/ h  冷房能力 2.α泊12.  240  kcal/h 冷房能力 2.αJOI2.240kcal/ h  
暖房能力 7.42018.120k団内

暖房能力 5.500/6.200 kcal/ h  暖房能力 2. 匝l O/ 3.15Ok四 I/ h 暖房能力 2.匝刃/3.15Okcal/ h

本 体保準価格 1 8 5，0 0 0円{ 工率費百111 本体柵司直価絡 103，0 0 0円 (工・慣例j 本体保温価倍 113，0 0 0円 {工・貴耳111
本体繍掴価格 3 8 0，0 0 0同{ 工事費削}

F V Y 3 5 HV I単栂 :!JOV) F V Y 2 2 HV I単帽 :!JOVI
， R S Y 3 2 HV I州2 Q OV)

冷暗房函禍 のめやす 冷i I 房函捕 のめやす

2  

iI・E・al ~i I C踊闘畳 国 国~噛 E・】畳

室内繊. 大鎗続時

冷房能力 3. 使調0/3.450k個l I h

主=  
冷房能力 3:1ω / 3.550 kcal/ h  冷房能力 2.αJOI2.  240  kcal/ h  

暖房能力 4.α lO/4.4∞ kcaVh 

暖房能力 4.3∞ /4. 8∞ kcal/h 鰻房能力 2.8∞/ 3.  150 kcal/h 

本 体側準価格 148，0 0 0円 {工・貴別} 本体様準価格 ＱＱＳ ， ＰＰＰ 円 ｻ 工 ＮＮＮ ｾ山 本体柵準価格 2 2 8，0 0 0円 (工事脅別

ヲ苓牢: I 'L.，". T1' ヨシ

冷暖房兼用

7 ロシ1: ，- ト
. t草しい責料のご鯛栄1:.

制土冷鰻房槻. . 邸まで.

@ ダ イ キ ンエ 黛 株 式 会 社 冷 暖 房 帥 制

有" Ii 〒日O大阪南北区梅田 1丁目 12番39号 新 阪 急 ヒ ル 電路/ 大阪 (侃 )346- 1201 1大代袈}

資料請求券 :

東京支庖 〒160-91 東京都新宿区西新宿 2丁目 6番 1号 新 宿 住 友 ビ ル 電話/ 東京 (03)347- 8211 1'i イヤルイ ン)

名古屋宣居 ・l( 52) 581 侃211 広島宣庖 ・(αl22)回一51311 福岡支庖 ・1(Y;l 2) 721- 5131 1 札幌営寓所・ (011)261- 55551 仙台営揮所 ・10222122-5894 

漣援と社会 ・

マルチ



あなたもく本当に〉

パースが描けます

建築は，数多くの紫朴な材料が集結した造形物で

す が. 一 つの物体がこれほど多種多織な紫材を含

むことは . f也に例が少ないでしょう . しかも . 一

つ一つの材料は. 建築という大きな造形物のなか

で. 軟らかい ・硬 い ・滑る ・光る ・鋭い ・鈍いな

どの材 質感をそなえています. これらの材質感( テ

クスチャー) と色とを効果的に描き 出 し. さらに

建物のもつムードをも引き 出 して表現するのが.

ノTースの大きな使命であり . パースのみが. これ

らの表現を可能にするといえるのです. しかし .

表現するには. いろいろの技術を習得しなければ

なりません.

木 ｉ Ｎ ｉｾ では Ｎ これらについて ， 一つ 一 つに細かい説

明を加え . ' ) ; 例を示しています. 今までのパース

教本にありがちな 中抜きを遜け. 一段階ずつ昇 っ

ていけるように工夫され. 編集されています

著者が主宰する“ 実践パース教育講座" という実

際の教室から生ま れた司 多数の生徒の生の声を十

分に反映させ. この本啓一冊 で. 初歩から多種の

実践的なパースまでが描 けるよう目白色しでありま

す. 技術は頭でなく体で覚 えるものという信念の

もとに . 本件をフ ル に活用して. 一 つでも多くの

ノf ース 作 品を手がけら れ るこ とをおすすめします.

. 第一線のプ口が初心者に贈る

中抜きなしのパース教本.

LLfzt芸J44-23 宮 後 浩 著

A 4 判 96頁( カラー24頁)

定 価 2，200門 学 芸 出 版 社

- 目次内容

パースの実例と実際

1 ・パースの基鍵

パースの意味

色 彩

レ宮リング

パースシート

外観作図法

室内作図法

陰 影

用具と用法

2 ・基礎編

外観不透明パース

外観透明パース

室内透明パース

鉛量産ラインパース

点 景

材料の表現

パースの知陸

3 ・応用編

パースの種類と表現方法

インキングパース

マーカーパース

銭面・水面・ガラス函に映るパース

鳥かんパースの基礎

鳥かん不透明パース〈ドライブイン〉

外観不透明パース〈住宅〉

インテリア透明パース〈和食堂〉

ファサード透明パース〈庖舗〉

夜景パース〈テナントビル〉

ｉｾ ースの実務

19 

39 

73 

全国有名書庖にて好評発売中. グ

11川酬11川川川川11川川川11川間11目1111川州州酬111川川111川111111川川酬州11川川川11聞削|川川H川川11111川111川11川11111酬11川川川州H川川川11山川11川川111川11川11酬11川川川馴11川川川11聞川11111酬11川州l闘川H川1聞1酬11川川削11目聞川酬111川剛11川削11刷|山酬UI聞削川11川川11川1111酬11山川川川11川川馴11川川11川11川111川111剛11川川削111川11111州111川11附1111川11川州11聞川川111川11川111胴m剛剛11川Inll酬111川川111111附In聞刷剛酬111川州1111川1111川111川川川酬酬|山聞刷川馴H削剛剛馴11川川|日山川|日m川11川|聞山肌11酬111川11川|聞冊剛剛H附|聞1111111馴1111附111馴 11川111川州馴11聞川川11川川l川川H川川1111川川111酬11川|間聞剛剛|剛m酬|聞削H目聞1111酬1目附馴|川川11111111剛11聞川1111川111酬11附|剛m馴剛附11111珊 H川11m目剛剛1聞IInll川1111聞馴州酬11川川州|川州州m川川11川H川11川川11川11川111川111川11川11川In叩H川川111111川111川111川11川川111川11111川11111111111川111川11川
|川1  

一一実践パース教育講座開講迫る一一

| 募 集 要 項 |

募集人員 各期20名程度

開 講 日 年間 3 回入学

入 学 金 ￥ 5，000 

期 間 各矧 3 ヶ月

授 業 料

(  3 ヶ月 )

￥15，OOOX 3= ザ 45，000

受講日時 毎 週 2 回( 月附目 ・金眼目)

午 後6: 00- 9:0。

教 室 北浜 ピジネス 会館

Ｈ ｾ ｴ ｩ 兵より Ｒ 分 ・ 淀屋総より Ｔ 分 Ｉ

・ 案内 Ｒｾ お 送 り致します 。

|お問合せ・お申込は |

;百経質 (3カ月 )

教 科 /r代 含 む

入学手続時

納付金合計

開 コ ラ ム デ ザ イ ン セ ン タ ー 所長宮 後 浩

大阪市南区械販 7- 25 山三 ピル 4 F  P HONE  (06)  245- 4631(代)

￥ 4，000 

￥ 54，000 

11111111111:: 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111:1111111111111111IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIII川111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111
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ダブルスパイラル

組立鉄筋工法

永 井 義 規

1. はじめに

近代化にとり残された鉄筋工事を合型化し、従

米の鉄筋コンクリート構造のもつ欠点( ねばり強さ

が小さい 、施工がはん維で粗雑になりやすいなど)

を解決することによ って、その長所( 経済性など)

をi1 i かし、尚層 R C . i i l を構築できる 工法はないだ

写真一 1 組立状況

ろうか、を発想の必} ，'. i . とした日本住宅公団のアイ

デ イアをもとに、制神戸製鋼所が新技術開発事業

I.f lの1I11?&委託を受け、組 、工鉄筋の製造法およびそ

の工法の| 泊予告を進めてきたものが、ダプルスパイ

ラル組立鉄筋工法である 。 (図ー 1、写真一 1 )  

2 . 工法の概要

製品 ; 四隅にある 1:: 似の廻りに鮫者するよう強制

的にスパイラル筋を中央 ｾ ＮｉＮＧ ，ｩ，ｾ叉で巻きつ

け、主筋とスパイラル筋の接点を抵抗溶接

したもの

ｾｕ ［ 梁筋 N EJ I CON3 5， 40 

十主筋 D AC ON35， 40 

スパイラル筋 S R24， S R30( O6 - 世16)

継子 ［ 建設￭Ｇ￮の認定， ｉ ｾ (38条) または ( 財 ) 11 本建築

セ ン ターの評定 ｉ ｉ ｾ を取得した継下

・ネ ジコ ン ロ ックナ ッ ト継手 ( D19 - D 51)  

Br  

占|口

Br  

占l 口
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- ネジコン コン トロール継手 ( D1 9- D 51)

. 神鋼一理研式冷防i圧着継予 ( D 29- D 51)

定着 ; 建設省の認定舎 (38条) を取得した定着

ネジコン定着工法 ( D 2 5 - D 38)

継手昔日のせん断補強法

ダブルスパイラル筋と同等の性能を期待で

きるせん断補強方法

3 . 構造性能

3 - 1. ダブルスパイラル組立鉄筋のせん断性能

図- 2 、図 - 3 に示す履歴曲線は、部材のせA

断性能を先日るためにせん断で破 域するよう設計さ

れた試験体データーの 一 例 ( P. = 3.1%，Pω =  

1. 2%) である 。 ダブルスパイラル試験体は R =

4  % rad. の繰返し ifo ( 荷で・もひし形の紡錘形である

のに対し 、従来フープの試験体ではスリップ状の逆

S 字型とな っており 、フープ筋形状による履歴性

状の速いが点塑性域において顕著である 。 このよ

うに高塑性域での耐力低下が小さくな っているの

はスパイラル筋が主筋と箆: 着しており 、かっ、主

筋との接点 がt底抗溶接されているため、フープ筋

と主筋で トラス効果を発揮するとともに 、主 筋 の ー 150

ぬけ出しを防ぐなど、コンクリートの拘束効果が

大きいためと身えられる 。

3 - 2 . ネジコン定着の性能

図- 4 ，図- 5 に示されるごとくオ、ジコン定者

を実鈍したものと従来の折 り曲げ鉄筋による定者

とでは、胤鹿 ｾＱＱ 線において大きなＮｦ ｬｬ 巽を示してい

R ( II， IO・'011.¥

f  

_1  _11 

図- 3 従来フープの属鹿幽線

- 1∞ 
一一γ 『

- 50 
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図- 4

戸寸
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図- 5 折り幽げ定着の履歴幽線

る。折 り曲 げ定- i ' J を実施したものはパネルゾーン

のせん断有効f材質が折 り曲げ部分までと小さくな

り、早期にせん断破綾し、耐力が低下し 、鉄筋の

ぬけだしが大きくな っていくのに対して、ネジコ

ン定着のものは大きなせん断 ひぴわれを生じるこ

ともなく、また定Jf 共によるぬけ 出 しに対する 抵

抗があり、良好な A 11性能を示している 。

4 . 工法の特長

1. 耐震性がよい。

2 . 設計強度と施工強度とが合致し、信頼性のあ

る建物が構築できる 。

3 .  1: 士口昔11での閉じ筋に混雑 がなく、コンクリート

の打設性がよい。

4  鉄骨的主主 ) J が日ftmで、工期短縮につながる 。

5 . 経済的である 。

5. あとがき

本工法は R C 造のもつ経済性に、ダプルスパイ

ラル筋による優れた構造性能をかみ合わせること

によ って、出府 R C 巡を構築させようとするもの

で、盟国ピル (10附辿 ・神戸市) をはじめとして 、

い くつかの実績があり、とくに最近は 、往を S R C

造、梁をダブルスパイラル組立鉄筋による R C造と

した災極m造の設計および実績も I伺えてきている 。

なお木工法の{史JTI にあたっては志村昭太郎氏の

実川新案第 1031647 if 他の夫ー施許諾も受けており

ます。

( な がい よ しの り (株 ) 神戸製 鋼 所 側 エ ンジニア リ¥

ング本部 プロジェク ト室、 工博 /
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給湯における貯湯槽と

熱交換器の分離

河 津 隆 之

1. 加熱装置

給 湯 シ ス テ ム で は 必 ず 湯 を 作 る 装 置 、 す

な わ ち 加 熱 装 置 が 必 要 な こ と は い う ま で も

な い 。 小 は 個 人 住 宅 か ら 、 大 は 高 層 事 務 所

ピル、ホテル、 1，000床をこす病院にいたる

ま で 、 大 な り 小 な り の 給 湯 殺 仰 を も っ 今 日

である 。 し た が っ て そ の 加 熱 装 置 に し て も

熱 媒 と の 組 み 合 わ せ で 種 々 な も の が あ る 。

中 央 式 の 加 熱 装 置 に は 直 接 加 熱 式 と 1111按

加 熱 式 と が あ る が 、 直 接 加 熱 式 は 、 一 般 に

は 比 較 的 小 規 模 の 建 物 に し か 採 用 さ れ て お

らず、給湯設Ｈ， ｩｾ の良し悪しがすぐさま常業

商 に 反 映 す る ホ テ ル や 、診 療 そ の も の に 支

障 を き た す 病 院 等 で は と く に 1/iI 接加熱式が、

ま た 建 物 の 高 さ に 無 関 係 で 低 j王 ポ イ ラ を 利

用 で き る と あ っ て 、 中 央 式 給 湯 設 備 で は 11日

接 加 熱 式 が 、 そ の 主 流 と な っ て い る の が 現

ヰ犬で、ある 。

そこでこれに対する力加日熱方式について!

考考.の I或を f広げて兄たいと思う。

2. 貯湯槽と熱交換器

前 記 の liIl 1妾 加 熱 式 に お い て は 、 わ れ わ れ

は一般に 115 ' 湯糟と呼ばれている熱交換総の

内 放 さ れ た 貯 湯槽 を 間 接 加 熱 器 と し て HIい

る 。 す な わ ち ポ イ ラ に よ ザ て 作 ら れ た 一 次

世! I J の熱媒( 蒸気あるいは温水) を用いて

次イl!i J のノドを所要の温度に昇温するための加

熱 コ イ ル ( 熱 交 換 器 ) と ピ ー ク I時の給湯負

荷 に 対 処 で き 得 る よ う 湯 を 貯 め て お く 槽 と 、

そ れ ぞ れ 目 的 の 異 な づ た も の を 一 つ に ま と

め た も の で あ る 。 こ の い わ ゆ る 貯 湯 槽 ( コ

イ ル 式 貯 湯 糟 と も い う ) が 現 在 、 給 湯 シ ス

テム上の主要なる機器となっている。

と こ ろ が こ の 貯 湯 槽 、 か な り 験 討 し な け

れは? ならないことカずあるようだ 。

まず貯湯僧本体の材質についてであるが、

耐 食 上 こ れ と い った 決 め 手 が な い 。 製 造 メ

ーカの兄解と設備設計者の経験とにより、

材質を選定しているのがｾ状ではなかろう

か。 し か し 、 こ れ に つ い て は 今 回 の 主 題 と

もはずれるので、他の| 問題点について掘り

下 げ て 兄 る こ と に す る 。

第一 に 、 コ イ ル 引 き 抜 き ス ペ ー ス の 確 保

である 。 ..，'J .中世にはコイルを fJ I  iきJ友かないても

済 ま す こ と も あ る よ う だ が 、 こ れ は 引 き 抜

くことが原則であり、内部の詳細な淵1 E ( 腐

食 の 祈 然 、 そ の 進 行 度 な ど ) に は コ イ ル の

引 き 抜 き が ぜ ひ 必 要 で あ り 、 予 而 J 十日町の; 1; ¥

合 は 、 こ の ス ペ ー ス を 必 ず 兄 込 ま ね ば な ら

ない。

また貯湯t山 本 体 そ の も の の 殺 誼 ス ペ ー ス

も ぱ か に な ら な い 。 lii 近、 さをJ日l機様、術' 巨

|日H系の機慌がコンパクト化され小型化され、

そ の た め か 機 械 室 而 積 は 小 さ く な ってきた

かに兄えたが、受水槽設置主スペースの俄保

とい った、数年前には余り Jr えられなか っ

た 空 間 が 必 要 と な り ( こ こ で 以 前 の 水 の 巧

染 の 恐 れ に つ な が る 水 糟 設 置 の あ り 方 が 良

いというのではない) 、 再 び 、 機 械 室 所 要

面 積 が 大 き く な って き た の で は な い だ ろ う

か。 こ れ が 地 階 と も な る と 、 大 き な 建 築 伎

の ア ッ プ と な って あ ら わ れ る こ と に も な る。

つ ぎ に 、 設 鐙 さ れ た 加 熱 総 能 力 の ア y プ

が 、 む つ か し い 。 基本となる給湯此は、 f街

ｊＺ 設備の設 ｾ ｉ のなかでは設計 ｦｬ 立が大変把握

し に く い 部 類 に 入 る 。 か つ て 空 調 ・ 街 乍 工

学 会 誌 ( VOI. 52 No.  2 - 1978) に 種 々 な 建 物 に

お け る 適 確 な 給 水 量 を 求 め る こ と の 困 難 さ

が 述 べ ら れ て い た が、 それ以上に給湯設( i l ii

において l 円の使用湯温およびピーク l時の

;1111合 、 そ の パ タ ー ン は 判 然 と し な い よ う に

忠、われる 。

そ の た め か 、 不 幸 に し て 竣 工 し た 建 物 が

設 計 と は 典 な った給湯災者Iri .! や F 氾! とは巡

った 負 荷 の か か り 具 合 に な った助合、いま

だ に 安 易 に 改 造 費 の か か ら な い 設 定 温 度(将

J!T! 60" C におさえる) をア y プ ( 70- 80"C ) さ

せるような暴冶をするむきがあることを耳に

する 。これにより、たしかに貯湯盆は実質的

にm加 し た こ と に は な る が 、 反 面 、 貯 湯 槽

本 体 のl腐 食 皮 の 加 速 度 的 な 附 大 や 管 内 エ ア

ロックのづき生を招くことにもなる 。 また湯

況L を む や み に 高 く す る こ と は 佼 } 111侍の災符

( 火傷等) が起こりやすい危険性もある 。

したが って こ の よ う な 作 業 は 行 ってはなら

な い こ と で あ り 、 あ え て 暴 准 と い う 言 楽を

使 用 し た 。

3 . 思考の展開

さ て 上 述 か ら み れ ば 、 わ れ わ れ が も っ と

も 頭 を 悩 ま し て い る 貯 湯 締 本 体 の 腐 食 に 対

し で は 、 当 然 、 槽 自 体 を 必 要 と し な い 給 湯

シ ス テ ム に こ し た こ と は な い し 、 そ れ が 設

備 ス ペ ー ス の 節 約 に も つ な が る 。 しかし、

建物の大きさ、r J el途 そ の 他 の 条 件 が か ら み

あ い 、 ど の よ う な 規 模 、 い か な る 種 類 の 建

物 に も 、 と い う わ け に も い か な い 。

s  

S D  

A 空気抜き管 C 給 水 D 排 水

H 給 湯 S 蒸 気 S D 凝縮水

R : 返 湯

熱交換器と貯湯タンクを組み合わせた場合の配管伊j

空気期利・衛'1・仁"，:1唖覧 { 改訂抗 9版) よ η

したが って 、 コ イ ル の 引 き 抜 き ス ペー ス

を な く し 、 か つ 給 湯 量 の 変 化 に 対 応 で き り

る シ ス テ ム と は 。 それは、 JI宇湯糟を単なる

湯を H宇める槽とし、 115 ' 湯村』と熱交換慌を分

離 す る 方 法 で あ る 。

コイル JI 宇湯糟では、J l 1' 渇れ，lI i内 の コ イ ル の

伝 熱 量 は 、 銅 行 コ イ ル で 蒸 気 を 熱 煤 と し て

さえ 1，170 Kcal/m'  .h.  d旬、 iJ. ;¥' /I( ( 80" C ) で

は 490 Kcal/ m'  .  h.  deg しか( ほとんど対 j荒に

よるものであるから) 計r r . 簡として川いら

れ な い 。 こ れ で は コ イ ル ぷ115 ' 湯附ではイ ニ

シ ア ル コ ス ト 的 に tRノ'I( ポイラのf*用はi ! lll [f'.)

されるわけである 。 ま た 熱 媒 が 蒸 気 に し ろ

温 本 に し ろ 、 い つ. たんJ r rr. ｾ Ｑ ｬＺｊ＠ I された 115' 湯

憎の大幅な加熱能力の変更は Ａ Ｎ ｉ｜ｾｊＧｬｩ である 。

しかるに、これが多作 JO¥あ る い は コ イ ル

メ 熱 交 換 緑 、 プ レ ー ト 式 、 あ る い は う ず 巻

き 式 熱 交 換 器 等 と な る と 、 多 作 式 等 で は 説

列 に 、 プ レ ー ト 式 で は プ レ ー ト を mや す こ

と に よ り 加 熱 量 を 容 易 に 大 き く す る こ と が

できる 。 そ の 上 、 熱 交 換 慌 の 本 質 上 、 熱 線

が 温 水 で も 機 種 に よ って は 総 括 伝 熱 係 数 が

2，000- 4  ，000Kcal/ m' .  h. deg を判E りf号る 。

す な わ ち 温 水 を 熱 媒 と し て も イ ニシ アルコ

ス ト 上 満 足 の い く シ ス テ ム が 探 JTI で き る 場

合 が 多 々 あ る 。

もちろん、このような{ 交い ) J の と き に も

欠点はある 。 まず、混 ｬ 立、圧力の向い熱ｾ

換 鵠 は 第一 種 圧 力 容 穏 と し て の 取 り 扱 い を

受けるものもあるから、 H宇み，Hi / ' i と熱交換総

と二 つ の 険 交 が 必 要 な I坊合がある 。 またス

ケ ー ル な ど のf云 熱 而 へ の 付 着 が 即 効 率 を ダ

ウ ン さ せ る の で 掃 除 が 容 易 に で き る 配 慮 が

必 要 で あ る 。 なお、これらの欠. ' ;'，I，のほかに

種 類 に よ って は 符 内 流 述 を 大 き く と り 、 か

っ チ ュー プ の 厚 さ を 簿 く し て 総 括f云熱係数

を大きくした、なかぱ消幸毛M.(I''.) な. r - ; えをも

ったものや、後穏により中11 吋大きい流ノ'J( 抵

抗 を も った も の も あ る こ と は 事実 だ。

このように熱交換告鵠: 詩11内Ii体本にもカか、なり欠 J人

はある 。 そ れ ゆ え 、 い か な る 建 物 に も 熱 交

換 器 と 貯 湯 槽 と を 分 間Eした シス テ ム を と り

入 れ て 成 果 を 得 ら れ る と い った も の で は な

い 。 が、しかし、私はこの頁で、ＮｾＺｯ央よ給

湯 設 仰 に お い て 、 コ イ ル 式 JI宇渇階方式とと

もに、この熱交換線分離方式も、 シス テ ム

立案 過 程 に お い て 検 討 しがいのある、 lilli fl直

あ る 方 式 で あ る こ と を 信 じ て 縦 わ な い 。

bかわ づ た か ゆ き 斎 久工業 KK大阪支社取締 役 J<H:i dk)

連第 と社会 ハ 例 年 9I P; ' 8 5  
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建築工事現場の水質

汚濁対策( その 2 )  

石 井 正 徳

木 村 達 也

2. 汚濁水の処理

( 1) 汚濁水の浄化処理

汚濁水中に含まれる微細粒子の枕降速度は 、粒

子の大きさ 、形状、密度、粒度などによ って決ま

る。一般に、沈澱池で自然訪; 降により浄化できる

のは、粒径0 . 07伽 m( 74 ミクロン) 以上のもので、

それより小さいものは凝集汰降が必要となる 。 汚

濁水中の懸濁微細粒子は、 一 般にその表面がｾに

荷電しているため、正のイオンを持 った無機系の

凝! . R 剤( えことえば、硫酸バンド、 PAC等) を加え

て表面者: r -mを除去することにより 、凝集沈降させ

ることができる 。無機系の凝集剤単独では、凝集

物の枕降速度は小さいが、表面荷電の低下と粗粒

子の吸-;1、架純作用を持つ i百分子凝集斉IJ をさらに

加えることにより沈降迷度は大き くすることがで

きる 。

(2)  汚濁水の化学的・機械的処理の基本 ( 図ー 1 )  

汚濁水 無機系凝集高IJ 高分子系凝m翻l

脱水ケーキ

(i 主) 汚濁水町水I量、水質によっては r中有IIOJ を

r 脱水情J と「反応情」の 11/1に侍って〈る地

合もあ る.

図ー1 汚濁水の化学的・機械的処理の基本フロ ーシー ト

(3)  汚濁水の凝集様式図 (図 - 2)  

無機系

汚濁水 凝集荷l

川 内 | → |

1)( デ 1 1. ..， ｾ且 ｊ ヲ

( I ! ! l 嫡架樋) に( 沈滞) .， 0  

図ー2 汚濁水の凝集機式図

(4 )  市街地における汚濁水( べントナイト泥水を

除外) の処理方法 ( 2 例)

〔ベン トナイト泥水の廃液は、 「廃棄物の処埋及

びil' lMにl則する法律」により、汚泥として環境処

理セ ンターで処理が可能であるため、除外した 。〕

流 入

J量t宇器

沈砂憎 中和槽

図ー3 PH調. ! ' l の模式図

上回るものは、希硫酸等で中和する必要がある 0

・中和槽の有効容111は、流入盆の 5 - 10分間の封書

流糟とする 。

・中和槽の撹持機の大きさ( 表 - 3 )  

表 -3

持H芋機の 大 きさ '-1'利 1¥'1 の千五I，t

4001 まで

6001 まで〉

6 5 W  

1 0 0 W 

2 0 0 W  

4 0 0 W 

12001 まで

25∞F まで

- 希硫酸の使用量( 表 - 4 )

表-4 アルカリ性溶液 1 mを中和するのに必要な硫酸

の理論値

pHI 3 1  pHI 4 

21. 51 1  2151 

13. 61  1  1361  

( 花) Ｇｾ コノク リ ート 縄水 町 地合 は Ｕ - 61丹市 が必要

(b)  S S除去を行うぬ合

前述したように、 74 ミク ロ ン以下の微細粒子は、

凝集荷j を使用 して強制的に枕降させる必要がある 。

この場合、水処理の l早門業者に委託する方がよい

が、考え方としてはつぎに示す模式図( 図- 4) の

通りである。

清水

原水

凝集沈澱情

図-4 S S除去の模式図

3 . 汚濁水処理における管理

汚濁水およひ'放流水を採取し、それぞれの水質

の p HおよびS S の測定を行い、管理する必婆があ

p H測定 l立、市販の巻取 p H 試験紙により容易 lニ

測定し得るので、 1 n  1 同は測定して記録してお

けlまよい。

S Sは簡単に測定することができないので、透視

度計を使 って測定する方法がある 。

測定しようとする汚濁水の S S と透視皮を計五t

l a)  ｰ ｈ Ｎｬｦ，ｾ豊富のみを行う湯合Ｈ 図Ｍ 3 )  しておいて、 図ー5の ごとき S S と透視皮の相関図

I i l l 設現場から排出される廃水は、酸性のものより、 を作成しておけば、透視皮のmJ J : により、 SS がほ

むし ろアルカリ性のものが多いので、排水基準を ぽ推定できる 。
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図-5 東京都芝浦・三河島両下水処理場におけ

る流入下水および処理水の透視度と SS の相関

4 . 汚濁水処理上の問題点と今後の課題

(1) 建設工事の特殊性

建設工事に伴う汚濁水の発生虫とその性状は 、

多くのぬ合、そ の要素によ って大きく変化する 。

また、工事現場のスペース 、工期などの面から、

工業排ノドより燥しい。今後、処理実紛のデータを

収集、分析し、多くの影響因子の相関性を定公的

に判断できるようにする必要がある 。

(2)  薬液注入と汚濁水処理

最近、水ガラス系の j主人剤を地銀に注入するこ

とが多くな ったが、注入剤に有機系の物質が含ま

れており、ノ' k ' i ' t 汚染を起こす可能性も出て来てい

る。注入により排水のpHはアルカリ性となる 。注

入削の成分中のmi ま分が流出すると、そのflli 酸分

が多く合まれた汚濁水は、中和処理の段附で珪酸

のー告11が活性政酸となり、河} 1 I 1こ放流する場合、

水質汚染の原因となることもあり得るとのことで

ある 。

(3)  p H の中和処理

アルカリ性排水の中和剤としては、希硫問責が用

いられる 。 その際、硫酸イオンが放 出 される 。河

川に処辺水を放流する場合、河}II の硫椴イオン含

有量は少ないので、希硫酸の使用1止が多いJLi 合に

は、円然界の バ ランスをi J i1す恐れがあるので、大

容祉の均合は、炭酸 ガスを使用 した) J がよいよう

である 。

(4 )  凝集荷j の安全性

お分一千系のJ疑m剤はアクリルアミド ( モノマー )

を. i l l 合することにより、ポリマーを製造している

が、わずかのモノマーが残存する 。毒性が問題と

なるのは一般に残存モノマーで、その濃度の測定

は ｾＱｧ しいので、良質の日分子凝集荷 ｉｊ を ｩｬｬ び、その

使用祉は傾力少なくすることか望ましし、 。

(5) 運転管理者

汚濁1]'<の運転管理には、処辺 プラン トの操業、

ポン 7 1J iなどの機械類の保守、 11' 利剤 ・凝集斉IJ の

取り扱いな どの面にお'i 通した者が燐わ るべ きであ

る。汚濁水の性質が純工条件、地銀条例ーなどによ

って大 きく 変化するため、毎日の工事の状況を十

分把仮し、浄化処理を行わないと、 卜分な浄化処

E盟は JIJ J 1 寺できない。

(6)  妓術開発

汚濁ノkの発生此を少なく、かっその性状の変動

を小さくする純工方法を開発する必要がある 。

( いし い まさのり H川 制MHl ; )

き む ら た つ や 1，; 1  1:  )  



昭和 53年 度 ・ 第 2 回 若い会員の 集 い

都市住宅を考える (1)

. . なぜ・今・タウンハウスか. . . .

富安秀雄氏に聞く

レ ポ ー ト

住 宅 に つ い て 、 わ れ わ れ は 実 に さ ま ざ ま な

問題をかかえている 。地価の高騰、強設' 1 ! ( の

上 昇 、 都 市 へ の 人 口 集 中 、 核 家 族 と い う 言 楽

に 代 表 さ れ る 生 活 形 態 の 変 化 、 そ し て そ れ ら

の 結 果 と し て の 住 宅 の 入 手 雛 は 建 築 関 係 の 仕

事 に た ず さ わ る 者 と し て の 立 場 か ら だ け で は

なく、 一個 人 と し て も 自 己 の 住 宅 を 求 め な け

ればならないわれわれにと って は 大 い に 興 味

を持たざるを得ない事柄である 。

若い会員のi I さいでは「都市住宅を考える」

と 題 し 、 以 後 シ リ ー ズ と し て こ の 問 題 を 考 え

て い き た い と 思 う が 、 そ の 第 1 固 と し て 、 現

在 新 し い 形 態 の 都 市 住 宅 の ひ と つ と し て 注 目

さ れ 、 ま た 各 地 で 建 設 も 進 ん で い る タ ウ ン ハ

ウ ス を 取 り 上 げ 、 こ れ に つ い て 実 際 の 設 計 活

動 を さ れ 、 盤 富 な 知 識 も 持 って お ら れ る お 安

秀 ｾｴ 氏に講演をお願いした 。

6 月17 日、夏の到来を告げるかのような若ー

い ｴｾｬｩｬ 目、よく冷房の効いた難波の ｬ 湖西屯力

大阪商サーピスセンターの集会主主に集合した。

定刻の 2 時少し過ぎ、 三好 主 究 の 締 師 紹 介 に

続き、; r i ' ; 安氏は「気軽にづ| き受けてしま った

がよく考えて兄ると大変なことに思えてきて、

実は後悔していたのだが、とにかく 今 日はせ

いい っぱいやります 。」と前置きして講演を始

められた 。

住 環 境 を 考 え る に は一 軒 - f干の家だけでな

く郎市全体の環境を考えなければならないが、

その問題点は、

1. Iil l 市 に 対 す る 建 物 の か か わ り ( た と え ば

占11市 の 景 観 に 対 し て の 建 物 サ イ ド の 努 力 )

2.  住 宅 そ の も の に 対 す る 人 々 の 要 求 ( 一 般

的 に は だ れ も が 土 地 に 定 着 し た 独 立 住 宅 を 欲

しがる)

3.  コX トの問題( 土地代や建築資が高い)

以上が掲げられる 。一方、高密度に対する手

段として多く建設されてきた耳石層住宅だが、

氏 が 調 査 さ れ た そ の 結 果 と し て 、 エ レ ベ ー タ

ー に 乗 ら な け れ ば 屋 外 へ 出 る こ と が で き な い

の で 、 幼 い 子 供 た ち が 外 で 遊 べ な い 。 地 上 が

迷 い の で 自 転 車 な ど も 、 大 事 に し て い る も の

は住宅の中へ持 って 入 る の で 、 住 戸 の 屋 外 部

分 と し て の 地 上 を 利 用 で き な い で い る 。 とく

に 7 階 以 上 に 問 題 が 多 く 、 高 層 住 宅 で も 5 階

以 下 は 中 層 住 宅 と 同 じ よ う な 使 い 方 を し て い

る。 子供たちも 7 - 8 階以上ならば室内で、

5 - 6 階は廊下、 5 階 以 下 は 地 上 で そ れ ぞ れ

遊 ん で い る 、 等 の 問 題 点 が 掲 げ ら れ る 。

都市環境とはフ ィジ カ ル な 商 で は 高 密 度 で 富安 先生 の教え

あることなので、 今後 も 郎 心 部 で は 中 高 層 の

集合住宅がやはり 主 流になるのではないか( た 小倉 治夫

だ し 高 層 の 励 合 は 芦 屋 浜 の 例 に も 兄 ら れ る よ

うにコミ ュニ テ ィ空 1111 の改良を必要とする) 。

そ し て 郊 外 で は 尚 密 度 と 潔 境 の 良 さ を 考 え た 日本の戦後の集合住宅の歴史は、 「住宅を

ものとして、従米のテラスハウスを見直したタ とにかく供給する時代 J r住 戸 当 た り の 床 I話相

ウンハウスが主流となるであろう 。 コモンス をより大きくする時代」を経て、税在は「住宅

ペ ー ス を 持 って い る も の を タ ウ ン ハ ウ ス と 定 の tt を身え、多械化を求める I時i 'i: J に入 っ た

J毒しているような現状であるが、これには少 と思います 。 そ こ で 設 計 者 は 、 今 ま で 誰 に で

し問題があるのではないか。 中途はんぱなコ も 住 め る 八 方 美 人 的 な 住 宅 を 設 計 し が ち だ っ

モ ン で は 密 度 の 低 下 を 招 く だ け で あ る 。 もっ た の で す が 、 こ れ か ら は 、 あ る 階 層 の 人 々 の

と広い怠味、白由な与えノヲでタウンハウスを ニ ー ズ に ピ ッタ リ 答 え ら れ る よ う な 住 宅 に 的

と ら え て ゆ か な け れ ば な ら な い 。 大体こんな を絞 って 、 そ の 範 囲 の 中 で よ り 良 い 解j 夫を探

内 容 の 認 で あ ったと思うが、もう 一 つ 住 む 側 って い く べ き だ と 思 い ま す 。

の問題としてコミ ュニテ ィ怠識の大事さを訴さ 郡 安 先 生 の お 話 の 中 に も あ り ま し た が 、 た

れ た の が 印 象 に 残 ; コた。 た と え ば 日 本 で は 共 と え ば 若 い 人 な ら 、 日 照 は 足 り な い がIIIJ 取り

同 住 宅 に 5 年 間 住 ん で い な が ら 隣 の ご 主 人 の が 十 分 に 広 い 住 宅 に 住 ん で も ら い 、 チ 供 や 老

顔 を 知 ら な い こ と は め ず ら し く な い の で は な 人 に は 、 太 陽 の 十 分 当 た る 住 宅 に 住 ん で も ら

いか 。近 く に 生 活 し て い な が ら 知 ら な い 同 志 うように指導するのも 一 つ の 解 決 方 法 だ と ，忠

で あ る か ら 、 ト ラ プ ル も 発 生 す る 。 氏 の 経 験 います 。

で 、 カ ナ ダ で は 引 っ起 し て 来 た と き に 隣 の 住 あ る い は 他 の 例 で 言 い ま す と 、 高 度 成 長 時

戸 の 人 が全部 の 住 人 に 紹 介 し て 廻 ってくれ、 代 の 大 規 模 開 発 が 、 オ イ ル ショッ ク以米反省

ま た あ ら ゆ る 機 会 を 通 じ て 住 人 相 互 の 交 流 を の i時 期 に 入 り 、 競 演 の お 話 の 中 に も あ り ま し

図 って い る そ う で 、 共 同 で 住 む と い う こ と に たが、高層住宅では、 「幼い子供述がエレベ

そうい った而で非常に気を使 っている 。 この点、 ー タ ー に 乗 れ な い J r母 親 が 外 に 出 る の が 億 劫

現 在 の 日 本 の 共 同 住 宅 は 「 共 同 的 住 宅 」 に な になる J r住 戸 の 中 や 高 層 階 の 廊 下 で 遊 ぶ チ 供

りつつあるとい って お ら れ た が 、 確 か に わ れ が多くなる」など、不人気な' & I 紫も多くあり

わ れ の な 織 に も 「 プ ラ イ パ シーとは他人とか ます 。 し か し な が ら 、 た と え ば お 層 住 宅 の プ

かわりなくいI で も や れ る こ と 」 と 思 い 込 ん で レハブ化したものに H- P C工法がありますが、

しま っているところがあるように思う 。 これ これを採用することにより人件政を下げたり、

は 現 代 社 会 の 落 と し 穴 か も 知 れ な い 。 戦後、 近 隣 へ の 公 害 を 少 な く し た り 、 あ る い は一 定

日 本 の 民 主 主 義 に お け る 国 民 性 を 評 し て 「 筏 ノ' ] < 準以上の均ー な品質の住宅が得られるなど、

務 を 知 ら ず し て 権 利 の み を 主 張 す る 」 と は よ 多 くのメリ γ 卜もあります 。

く言われたものだが、この場合、これをそ っ | 同組なのは、住宅の多緑化の時代に入 って、

くり「コミ ュニ テ ィを 知 ら ず し て プ ラ イ パ シ 与 え ら れ た 枠 の 中 で 、 今 ま で に 出 て い る 数 々

ーを主張する」と 言 い 答 え て も よ い よ う な 気 の ク レ ー ム を ど の よ う に 解 決 し 、 か つ 建 築 家

がする 。 としてのコンセプトをどのようにプロ ジェ ク

当日はスライドも m. t ! : されていたが、 「百 トの中ヘキ且み入れていくかにあると思います。

聞 は 一 見 に し か す、」 は 危 険 で あ る 。 何でも l決 共 体 的 に ど う い う こ と か と 言 いますと、 一 例

像で比れば安心してしま って分か るたような として、現在日本では、 一 戸建 住 宅 ま で は 予

気 に な る の で ス ラ イ ド 万 能 の 考 え 方 は 好 ま し が 出 な い が 、 共 同 住 宅 か ら の 延 長 線 上 に あ る

くないとの氏の持論でH剤-:nの 郎 合 も あ り 、 行 コ モ ン ス ペ ー ス を 持 っ た 比 較 的 安 い 庭 付 住 宅

略 。 最 後 に 参 加 者 そ れ ぞ れ の 立 場 か ら の 活 発 と し て の タ ウ ン ハ ウ ス へ の 要 望 が ぽ つ ぽ つ 出

な 質 問 に 対 し て 講 演 者 の 解 答 が あ って 4 時40 てきたという 2草安先生のお話がありましたが、

分 解 散 し た 。 設 計 に 携 わ る 者 と し て 、 訳 の わ か ら な い 余 っ

レポ- 11 ・井本隆一( 側阪急電鉄) たさをr:1] 1こ梢樹をしてコモンスペースと日乎ぷの

ではなく、たとえばテニスコートとか、ノド泳

プ ー ル と か を 組 み 込 む こ と に よ り 、 具 体 的 に

住 民 が 共 同 で 住 む こ と で こ ん な に メ リ ッ トが

出 て く る の だ と い う こ と を 、 強 〈 訴 え る べ き

だ と 思 い ま す 。 計 画 し て い る 住 宅 が 、 た と え

ば初心型のタウンハウスであれば、来客: 者の

泊まれる施設を共同てる持 って い て も 、 コ モ ン

ス ペ ー ス を 考 え て い く 上 で の 糸 U になるかも

しれません 。

や や も す れ ば 日 常 の 仕 事 に 追 わ れ て 、 現 在

そ し て 将 来 の 日 本 人 の 住 宅 に 対 す る ニ ー ズ は

何 で ど う あ る べ き も の か と い う 問 い か け に 戸
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は階ごとにコミ ニ ーテ イの 場 を 設 け て ま た 建

物 全体 、 い わ ゆ る 、 部 屋→住 戸 →住 棟→ 団地

→ 地 区→ 郎 市 と 巧 え る 必 要 が あ る と 思 い ま す

〈 担 当 し 出 ヘ
富安 秀 雄

が 現 況 で は ・・・・・・。 “ なぜ ・今 ・タ ウ ン ハ ウ ス か " と い う シ ャ

政 近 と く に 住 宅 の 質 的 向 上 を よ く 言 われま レ タ 閣 で 訴 を す る こ と を 頼 ま れ た と き 、 つ い

す 。 ち ょ う ど タ ウ ン ハ ウ ス は 経 済 的 ( 多 数 の 気 般 に 承 諾 し ま し た 。 と こ ろ が こ の 集 いを 主

n 本 人 は 中111] 照を1' 1ねしているなど) 、質的 (1 催 す る狩い 他、句者 三 人 と 、 協 会 の 三 木 さ ん が

戸建に近く、 lニJ也削イ付‘ナI きなど) その他 す べ て の 比 えて、 ｺ恥 ｬド ｾｪ 前狗 の 打打Ｍち合わせが あり、払にと つ

条イf刊'1ド二の 中 11間i問i!(的l内'，) (妥 I協bf，)λ点江E

と ，巧号えられます 。{引例問司 人の芯怠: 織と経Y済芥前{的l内句、 4社土会 られることがわカか、りました 。 1集i長主いの円が近づ

m演する富安秀s緩量氏(ぼ正而耐H刊‘つて左側附) 的 、 質 的 な l而酒で一 致したカか、もしれませんね。 くと、 ま ず印刷 さ れ た 広 報 が と ど き 、 続 い て

惑 い が ち で あ り ま す が 、 富 安 先 生 の 講 演 で 、 先 生 の 訴 を Ilfl くと タ ウ ン ハ ウ ス の 歴 史 的 、 参 加 お の 名 簿 が 送 ら れ て 釆 ま し た 。 こうした

日 本 で の 集 合 住 宅 の 歴 史 を 身 第 さ れ 、 悠 合 住 地 理 的 な 過 程 が わ か り ま す。 つ ぎ の 機 会 に - k J j の経過は 、 あ た り ま え の こ と か も 知 れ ま

宅 の 先 輩 で あ る ヨ ー ロ ッパ の '夫 例 を 示 さ れ た “ 将 来 の タ ウ ン ハ ウ ス " に つ い て の 講i貨とデ せんが、 5i i . 時ちよく、 同 時 に私の気を ill くし

ヒで、 「な ぜ ・今 ・タ ウ ン ハ ウ ス か 」 を J1・え イスカ ッシ ョンを 。 ました 。 . . f : L . には、どうぞ気軽に脱線していた

でみるという機会を提供していただきました。 ( 側田中 ・小西建築事務所) だ い て も 結構 で す と い い な が ら 、 そ の 実 、 し

そ し て 、 タ ウ ン ハ ウ ス に 限 ら ず も っ と広い視，

!J!f' から 、 「共同で住むことのメリ ッ トをも っ

と 汚 え な け れ ば な ら な い J f 人 間 の 手 で 域 し た

総 は 、 人 IIi J の 予 で 元 へ戻さなければならない」

な ど、これからの設討にどう取り手且んでいく

のかのヒ ン トにしてい きた い と 思 っています o

( 側大林組7

実物を見る

森瀬・柳川

「 なぜ ・ 今 ・ タウン ハウスか …ＮＮＮ ｾｾＡ［安秀ＦＱｾ氏

にIHJ く」という ;t，'IIi:i'oi とデイ スカ ッション をす

る機 会 をつく りましたとの会( 与があり、また

目 安 先 生 は ili H' トの古IIrl1住宅，Hpl i l に参加l され、

数多 く予がかけられておられるそうですので、

取 り 急 ぎ参 加 を 申 し 込 み ま し た 。

先 '1ーは辿秒J と い う も の は :g:nで見たりする

よ りも '_ k ; 物を見るこ とが 大 切 な こ と と お っ し

平い まし た が 、 そ れ は 私 も 同 感 だ と 思 い ま す。

カメ ラのア ング Jレを通して建物あるいは打11，打

，!l- Plfl を比ても 11 分 rl 身' x 感として i'll 併 で きな

いと込1います 。 フ ィン ラ ン ドのタピオラ ニュ

ータウン は広大な森の中に住宅が配ぼされ、

ロ一マ 費刻郊|日i 外の新初郎i子市行 ( E U R )ト、Jパ守リの

勿フ ?γ. ンス )ト、 ロ ン ドンの 旺凹l悶侃仰Ir市行=守等干字まも、 ｉ Ｇｾ ヰ物

により、，ll 'IIIH内容、 写 其により ニュー タウ ン

の こと は わ か る と 思 い ま す が 、 や は り うたー際 に

見ればタピオラ、ロンドンの円 l図百11，朽は紛と

i &物が，制剥l し、ロ ー マ の 新 郎 市 E U R 、パ リ

の新制1"1 ( デ ファ ンス ) の 機 能 性 、 な ど 実 感

と して よ く理 解 で き ます 。 “ 一 兄 は 行 IltJに し

かず " とい う と こ ろ で す。

海 外 で 生 活 さ れ て い ざ 日 本 へ婦 ら れ る と き

に アノマー トの方々がw‘ まり パ ーテ ィを 悩 さ れ

たというおおを IltJ きましたが、 1見. (E /. ト弘i主が

H:んでいる! . l Sfi 住 宅 で こ の よ う な コ ミ ニー テ

イができるか・・ と 辺 、います 。 公常住宅の ｲｾ :'j 

用 住 宅 に お い て も 上 層 に 住 人 の 「 た ま り 場 」

的 な と こ ろ は な く、 地上附でのコミ ニ ーテ イ

しか身 え ら れ て い ま せ ん。 尚 層 住 宅 に お い て

8 8  

群馬県営下細井団地

日本住宅公団浦安団地

、，

.  
日本住宅公団浦安団地

日 時 昭 和53年 6 月 17日(土)

開場 13: 30 開会 14 ・00 →閉会 16 :40 

会場関西電力 Ｈ 船大阪商サ』ヒヌセンｾー・ Ｑ 階 集会室

ゲス ト 富 安 秀 雄 氏

(船市浦都市開発建築コンサルタンY 大阪出張所長

参加者 4  6名

プロデラム 14 :00 開会のあいさつ 三好主査

14: 05→ 15 :  50 続 演 富安情師

16 :00→16: 40 質疑応答・閉会

っかりや って下さいよという 、 担当者 の 気 侍

ちが、よくわか り ました 。 私は大体、 ｩ ｦ，Ｇ ｾ ｩ Ｙｲや 、

原 稿 ｉＧｾ きに準。 ｩ ｩｩ らしい準備をしたことはあり

ません 。 というと 、 い か に も 無 i 'Z任 に 聞こえ

ま す が 、 郁 夫 で す し 、 一 方 、 私 と し て は 、私

の 引 き 受 け る 講 演内容は、紅、が二 十 数 年 取 り

組んできた住宅を中心とする都市環境形成に関

す る も の ば か り で す か ら 、 毎 円毎日 の 仕事 や、

生 川 総 験 r l体 が 、 準 備 そ の も の で あ る と 思 っ

て い ま す 。

と こ ろ が 、 今 阿 は 、 襟 記 の し ゃ れた組は、

私 の 作 った も の で は あ り ま せ ん 。 大 体 弘 が つ

け る と す れ ば、 も っ と生兵rm固 な 泥 く さ い 組

になるにきま って い ま す 。 しかるに 、 その j芯:

昧 は 、 こ れ か ら 郎 市 住 宅 の ni ! 組をやるので、

その m11"1 として、制1市住宅川J l l i の背景をお

してもら って 、 そ の 中 でタウンハウスに角虫れ

で も ら え ば い い と い う こ と で 、 つ い 気 位 に 承

諾 し た わ け で あ り ま す 。 しかし 、 f"I とい って

も 組 が あ り 、 タ ウ ン ハ ウ ス の 訴 と い う 風 に 思

って Il t J きに比える人もあるはずだし、，A 体的

プロ ジェ クトとしてのタウンハウスについて、

心、カ叶¥' }J i J : Ii Jfヲモしているわけてももない 。

こ い つ は 弱 った な 、 と い う こ と で 気 が 亙 く な

った の で あ り ま す 。

ll i 口は 、 大 変 な 獲 況 で 、 実 際 に タ ウ ン ハ ウ

スの JI'pJu に従事していら っ しゃ ると辺、われる

方 々 が 多 く 、 司 会 の三 好さんが、今日の訴は、

行[1市 住 宅 の 背 景 を 中 心 に 問 題 を 展 開 す る の だ

と言っ た こ と を 、 上 手 に ま え お き し て く れ た

わけですが、 “ なぜ ・今 ・タウンハウスか" と

いう1 m が終始ちらついて、私としてはどうも

調 子 の 山 なか った 締j策でありました 。

一 体 あ れ で 、 大 勢 の 方 々 に いI か参汚ーにな っ

た の か 心 配 し て い ま す 。 また、! . l S いを企画 ・

')J;1J 包されている熱心な t旦当 の 方 々 に は 、 ごj羽

f寺に i添えなか ったようなJ it が し て い ま す 。 し

かし 、 本汁i に き ち ん と し た 企 同 で、 ご 苦 労 織

でした 。 ま た い ろ い ろ お 心 づ か い 、 ありがと

うございました 。 今 後 も が ん ば って 下 さ い 。

あ ん な こ と で、 お予伝いできるのであれば、

ま た い つ で も 喜 ん で、 協 力 さ せ て い た だ き た

いと思 って い ま す 。



日本建築協会

月間の動き

昭 和53年 7 月 分

理 事

A .  

ｾ＠

19日 4 時 - 5 時半 於会館集会室

出席者塚本会長福田、足立各副会長ほか151.

議長 (1) 第15悶よろず相談住宅展開催 のイ'1'

(2) 大阪市街地再開発促進協議会理事就任

のi'l'

(3 )  白木建築積算協会( 建築fi' U' ，I : 土審査会)

委只並び lこ( 建築積 算学校) 運営委n推

せんの件

(4 )  r問会辿合協定」工事諮負契約約紋委μ

会委只選出の件

(5) 建築技術選書刊行のi ' 1'

(6) 事務局戦 n 2 名退職承認の i' l二

(7 ) 建築文化祭の件

(8 ) 人退会者承認の件

(9) 報 告事項

事 業 委 員
d2〉Z• 

若い会員の集い 「テ.イスカバー大阪」下調査

1 日 午後 l 時- 6 時

出 席 者 斎 藤主査ほか 4 名

広報小委員会P R分科会

3 日 6 時- 9 時 於会館 3 階会議室

出席者 原兄、奥村両幹事ほか l 名

議事 (1) 第40巨l展示写真「街を緑に ・第 8 同」

について

(2) 第41同展示写真について

(3)  そのほか

若い会員の集し、小委員会

4 日 61時- 8 時半 於会館集会室

出席者 阪 倉 副 委 員 長 大 久 保 、 瀬戸本両幹

ｾ ｊｾ ほか Ｑ Ｔ 名

議事 (1) 前回の事業委員会の報告並びに昨年度

の収支 iljl 細について

(2) 本年度第 l 回、第 2 回の実飽報告

(3 ) 第 3 回以降の企画分科会の報告 および

企( i l ] j の調整 について

(4 ) 今後の参加会費について

(5 )  そのほか

広報小委員会

5 日 6 1時- 8 時10分 於会館集会室

出席者 西村副委員長 原兄、佐藤岡幹事 !;r.

か4 名

議事 (1) 前回事業委員会の報告並びに昨年度の

収支明細について

(2) 第40回展示写真「街を緑に ・第 8 巨IJ

身 。 盆ニ

予 1<<コ

(3 )  第41回以降の展示写真ー企画について

(4)  本年度の研修会企凶について

(5)  そのほか

見学会小委員会

6 日 6 1侍- 8 時 於会館集会室

出席者 島凹副委員長ほか 4 名

議事 (1) 前 回の ｉ ｊｾ 業委以会の報告並ひ Ｇ に ｬ 昨年度

の収支明細について

(2)  5 月、 6 月の兄・主会実施報告

(3 )  7 月の見学会についての報告

(4 )  Ｘ 月以降のｾｾｾ良企同について

(5)  そのほか

委 員 会

13日 12時 半 - 2 時 於会館集会室

出席者 三品 副 委 員 長 乾、鶴田、白回、西村、

l坂倉各副委以長ほか 4 ｾノ，

;義司王 (1) 各小委員会の事業報告 及び事業企同

(2)  そのほか

若い会員の集い 「テョイスカバー大阪」企画分科会

19日 6 時半 - 9 時半 於会館集会室

出席者 弁本主主主ほか 2 1".

議 事 (1) 会告案の検討

(2)  当 日のタイムスケジ ュールの検討

(3 )  そのほか

広報小委員会研修分科会

21 日 41時- 6 時半 於会館集会室

ゲスト 中村武氏 (京大防災研究所)

出席 者 西 村 副 委 員 長 佐 藤 ・ 平川両幹事ほ

か3 名

議事 (1 ) 束北、宮城 県沖 地震についての講演会

企画について

(2)  そのほか

若い会員の. 集し、 「都市住宅を考える 」講師打合

29日 l 時 - 3 時半 於大阪科ヲ技術センター

出席者 ゲス ト水谷頴介氏 ( 仰市，i tl11ij 設計研究所)

阪倉副委員長河上 ｴ Ｑｴほか Ｒｾ

議 事 (1) 第 5 回「都市住宅を汚える (2)J の企両全

般について

(2)  その他

19日 ＵＱ 時、ド Ｍ Ｗ 時 ￯ ｾ 於会館; 1. R会室

出席 者 小 西 委 員 長 ほ か 2 1.

議 事 第15回よろず相談住宅展について

編 集 委 員
ム
一
品

住 宅 委 員
ム一

A

10月号 「大阪南港ポー トタウ ン」編集幹事会

5 日 4 時 - 6 時半 於会館 3 階会議室

出席者 安藤茂男 (大阪市港il'l/ ;，j ) 、木田寿脱( 住

宅公| 川多田愛実 ( DPl(業デザイン研究所) 、

上村義附 Ｈ近 鉄住宅鐙 ｬｾＩ 、 ｝ｬｴＱｬ￭ｔｩ久 Ｈ 大阪

市 交 通 ぬＩ 、石総 ｉ￦ Ｎ、問 Ｈ 大阪市環境 Ｉ ｉ ｾｾ ｲＮ［ｪＩ

ほか 3 名

議事 大阪南港ポートタウ ン特集の企画の具体化

( 執祭者による共同討議)

10月号広告企画打合

10日 4 1時- 6 時 於会館 3 階会議室

出席 者 波 辺 委 只 ほ か 2 r.

議事 ＱＰ 月 号 「大阪南港ポートタウン」特集 Ｑ ｾｬｫｬｬ 特

別広告の企画

委 員 会

14日 4 時 - 5 時半 於会館集会室

出席 者 尾[(l 副委員長ほか 5 1".

議 事 (1) 7 月号= 住宅設備特集経過報告

(2)  8 月号= 新しい耐震設計特集経過報告

(3)  9 月号= CA D- 設討とコンヒーュ ー タ 特

集経過報告

(4)  10月号= 大阪南港ポートタウン特集報告

(5)  11 月号= 第25同 111年技術者特集ーのi ' 1'

(6)  日照の頁の新設について

(7 )  12月号= ピル環境( 仮称) 特集編集幹事

会のi ' 1二

(8 ) 広告企画小委員会報告

(9) 作品作風小委員会報告 と作品 P R の i'i'

(1ω 投稿欄小委員会報告

( 1 1 ) 構造分科会 ・その他分科会報告

(12) 収支状況について

広告企画小委員会

18日 4 時 - 5 時半 於会館集会室

出 席 者 尾他副委只長ほか 7 1.

議事 (1 ) Ｗ 月号 ・ Ｘ 月分特Ａｬｓ Ｑ 日 ｾｫｬｬ 広告経過報告

(2 )  9 月号ti ¥' ; 1. R経過報; 与と広告企 Ij[jj について

(3 )  10月号「大阪南港ポートタウン」および

住宅公団特集広告企附

(4 ) 近畿地建小特集の広告企 l珂

(5) 作品作風広告 について 、 そのほか

作品作風小委員会

19日 4 時- 6 時 於会館 3 階会議室

出席者 奈良副委員長ほか l 名

議事 (1 )  9 月号以降の作品作風掲載作品

(2 ) 新建築調査表の絵問、そのほか

投稿欄小委員会

28日 41時- 6 時 於会館 3 階会議室

出席者 木村副委只長、紙野綾人氏ほか 2 名

議事 (1 )  7 ・8 月号の経過報告

(2 )  9 月号以降の企 l!li l

(3 )  r歴史的集落と街道 J (仮 称) のシリーズ

について

(4 )  そのほか

建築 と社会 / l 抑 制 月 号 89 

住宅展正副委員長会議

4 日 6 時- 7 時 於会館 3 階会議室

出 席 者 小 西 委 員 長 、山下、岩本、布団副委員長

滋事 第15回よろず相談住宅展について

7 日 6 時- 7 時 於会館 3 階会議室

出 席 者 小 西 委 員 長 岩 本 、 山 下 副 委 員 長

議事 第15回よろず相談住宅展について

住宅展小委員会

10日 6 1時- 8 時 於会館集会室

出席者 山下、高田副委只長ほか 6 名

J殺事 第15回よろず相談住宅展について

委 員 会

12日 5 時50分 - 7 時半 於会館集会室

出 席 者 小 西 委 員 長 ほ か14r.

議 事 (1) 第 ＱＵ 回よろず相談住宅展請準備等に ｉｾｉ

する件

(2) 住宅委只相談コーナ ー当番目に つ いて

住宅展正副委員長会議



法 規 委 員

. 6. .  

-z;;-

委 員 会

7 日 311寺- 511寺 於会館集会室

出席者 西川副委員長ほか 6 1'，

JJj!'fj: (1) 円影規制の問題について

(2)  そのほか

建 材 委 員

. 6. .  

-z;;-

委 員 会

27日 411幸一 61時下 於会館集会室.

出席者 山旧 ・牧田正副委員長ほか 9 名、大

阪i / l J 述制より 4 名

ｊ ｾ ヰｪＺ (1 ) 無機質l次H 材「ダイフネン」について

(2 )  10月のメインテーマについて

(3)  r新建材紹介コーナー J 11月以降掲載分

(4)  そのほか

教 育 委 員
A
一
品

講習会小委員会

28日 5 時 、|主- 7 時半 於会館集会室

出席者 佐々木副委員長 三 木、若里子両幹事

ほか 2 名

J農事 (1) 昭和53年度建築工事実務講智会( 第34

[i j]  )の企周について

(2 )  そのほか

見

企，..、

弓ー

. 6. .  

-z;;-

帝塚山学院大学狭山キャンパスを 見 る

18日 21時- 51時

参加者 261' ， 

設計監型11 制 A. R.  l. 建築事務所

飽 工 愉 M fJ 池 組

当日説明者 A. R. 1 . 建築事務所、中川設計

m1深長ほか

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

18日 8 時 - 9 時 、ド 於 大 阪 グ ラ ン ド ホ テ ル

出席者 881， 

リi n は 、 附 日 本 証 券 経 済 研 究 所 常 務 理 事 大 阪 研

究所長熊取谷武氏より、 「これからの経済 ・宗主1

の見通し」についてお話を伺 った。

台 湾 建 築 事 情 視 察 団

本会 ・大阪府建築士会 ・大阪建築士事務所協会 3

FII 体共催による介湾建築事的視察団一行24名 1;1:、

5 r1大阪空港出発。 台北、台中、高峰、花量産等を

祝祭並ひ1こ各地での台湾建築師公会 4 . t . : l との懇談

を終え、 11 日:際司W借因した 。 なお31日に解図式を

とり行 った。

7 月 の 入 会 者 ( 敬称略)

〔個人会員16名〕

本rJ f:l! 正幸

高 if( 消弘

n上 隆 弘

調UlIl R召三

鮫1TI 鼠雄

渡辺 勧

u谷J 1H:査

中 村 云 則

羽 生 克 彦

九 山 俊 夫

山 脇 久 倒

七 F 佑介

二瓶 誠 七

畑 聴

室 川 団B月

綿 井 基m

90 建築 と社会 / 1例 年 9 月号

帝塚山学院大学狭山キャ ンパスの見学会

- 訂正とおわび

本誌 7 月号 "f/ l l 遣の頁“ ( P76) r既存欽筋コンクリ

リート造建築物の耐震診断基軸島 耐袋改修設計指針

( その 4 Ｉ Ｍ￮ｊ ｉ￬強Ａ列」の位補強 ｩ 図の 一 般車主とｾ付位の

図を逆に入れておりました。 F. lcのように訂正する

とともに、Yi " ' l 巻 fll 男氏にごめいわくをおかけしまし

たことをおわびいたします。

図 3 柱補瞳図

建築防災 「マーク 」と「標語」の募集

財 団 法 人 大 阪 建 築 防 災 セ ン タ ー

このたび財団法人大阪建築防災センターでは創立

五周年を迎えるにあたり、次の要領により、建築

防災「マーク」と防災の標語を募集いたしますので

振ってご応募をお願いいたします。

1  建築防災 「マー ク」

防災を象徴する簡紫で気品があり当財団の「マー

ク」としてもふさわしいもの。

2  防災の標語

防災の j忍想を普及し 、 その実行をすすめるもの、

または特殊建築物等( 学校、病院、共同住宅、百

貨底、ホテルー等) の定期調( 検) 査報告( 建物等

の健康診断) を勧奨するもので、一般にアピール

する、ざん新で機智にとんだもの。

応募の要領

l. 応 募 の 資 格 別 に あ り ま せ ん。

2.応 募 の 〆 切 昭 和53年11月20日必着のこと。

3. 応募の用紙等

① 「マーク」は 8 5 大の画用紙のほぼ中央に直径

10センチメートル程度に単色で古いでください e

② 標 語 は 8 5 大の原稿用紙械のものに手? いてく

ださい。

① 応 募 数 は l 人概ね 3 点までとし、それぞれ別

の用紙 lこt!? いでください 。

④ 作 品 の 裏 面 の 右 下 告sに作者の住所氏名、' ，' I J : 話

番号を l明記してください。

⑤送付の封筒に「マーク」または「標語」応募と朱

ｾｾのこと。

4 送り先 干541 大阪市東区博労PI T 2 丁目41

中博ピル

聞い合せ先 財団法人大阪建築防災センター

電話 (261) 0  2  1  2  

審 査 当財団で委嘱した数人の委員によ ってi遅

々し決定します。

発 表 昭和53年12月20日

人選作品については、その旨通知し' 賞金を贈呈す

るとともに、当財団の関係紙等に登載して発表し

ます。

賞 金

l沫未発表のものにかぎります。

②応募された作品は一切お返しいたしません。

① 入 選 作 品 の 版俄その他一 切の機利は当財団に

帰属します。



鉄壁の守り

奥山式・熱工法・冷工法総合防水層

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式
A 、

ヱｾ ネ土

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ピル)

電 話 神 戸 ( 331) 0881- 3  

大阪市北区西天満2丁目 6番8号 ( 堂ピル5階)

電 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

神戸市葺合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

支 庖

倉 庫

創 業50有 余 年 、 当社 では 躯 品製造から責任施

工 ま で の一 貫 した作 業 シ ス テ ム に より、 漏 水

原 因 を 克 服 した理想的 な総合防水 層 を 完成 さ

せました。

・ 奥 山 式 総 合 防 水 層 の 特 長

継 目 が な い / 温度変化による伸びがない / 腐

らない/ 柔軟性に富んでいる/ 耐候性に優 れ

てい る/ 製品及び施工技術が優れている / 完

全絶縁工法で施工出来る

奥山化工業株式舎紅

カッパー防水帯

コ- J 〈ータイト

オクロン防水帯

新工法プレノテクト吹付工法

- ぉ申込次第カタログ進呈

厚 木 出 張 所 厚 木 市 金 田 字 宮畑 2 5 9 電話0462(21) 6092

大阪出張所 大阪市都島区都島中通り 2-3-1 電話06(921) 2497 

名古屋出張所 名古屋市南区若草町 3- 3 電話052(811)3660 

九 州 出 張 所 佐 賀 県 諸 富 町 電話0952(47)2945

腐 ら な い 燃えなし、 軽し、

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋 根 材 ・壁 材 ・谷 樋 棟包 水 切 り に

ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の 大 島 応 用 化 学 東大阪市新庄( 川

91 



空 間 ・ 衛 生 設 備 の 頁

9 2  

空 気 聞 和 ・ 冷 暖 房 股 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 股 備

dbgs 朝日三業社

本 社 東 京 都 港 区浜松 町 1- 25- 7  電 話 (434) 6171 (大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1- 58- 59 旬 結 (302) 2 2 7  1  (代)

支 庄 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 釧 路 ・函 館 ・盛 岡・繍 浜 ・静岡・ 京 都・神 戸

zrz :25 設計地工

蚤 〈 持 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 従 話 大 阪372局715l ( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 郡561局4944( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノ ー 電 話 神 戸 341)号5 8  9  2  

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

- 大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

本庖 大阪 ｲｬｩ 内 ｩ ｾ ［ ｛ 戸 楓 ｊ r 日10番 17 号 〒550 ;'!i，l古(441 )8231

本 社 lI[ );(- r. 1I 中央区銀座 2 了日 2 需 17号 〒 104 'i官 以 (535) 5251  

支 社 大阪 ・iIl: J;t ・名古I事

支 l苫 札 制 仙 台 ・ 金 沢 ・広島 ・椛¥r，il J

営業所 新潟 .RJ里・岡山 高総 ・熊本

出張所 秋1-11・慌/:i l J 千葉 償浜 ，s1間 宮111 稲1 f ・住川

J;( /if S . 神戸 ・鹿児島 田jJll 8Jl

空 気 関 和 俊 備

車古書鼻水衛生I i : 備段計結工 各積送} ! t 機 ・製 作 販売

各種プラントI i : 備

⑪附盆社，，Ｚ，ｾシ

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁目 3 T E L  ( 672) 1281(大 代)

営 蝶 所 東 京 ・ 名 古 屋 ・京 都 ・ 広 島 ・福岡 工 渇 和 泉 ・ 名 古 屋

テ レ ッ ク ス . 本社 Nn 562ー 7688 和 泉 工 場 No 538- S898 

- 給 排水衛生 ・冷暖房

・空気調和設備 ・その他管工事一切の設計・施工

⑫ 斎 久 互 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代田区大手町2-6-2 ( 日本ピル)

電 館 03- (270) ー7411側

大 阪 支 社 大 阪 市 北 区 中之島4-2- 38 電話 06- (443) 5041附

支 庖 札 幌 ・ 岡山

営 業 所 仙 台 ・千葉 ・名古屋・金沢・高松 ・広島 ・徳岡

出 張 所 福井 ・倉敷 ・苫小牧

空 気 関 手 口 敏 側

給 排 水 ・衛 生 水 道

電 気 設 備

腕 1 ? ;

三 械 工 黛

ム

環 境 衛 生 施 設

荷 役 遂 織 機 械

化 学 鉱 山 機 械

22 大 阪 支 庖

取締役社長 各 務 節

大阪支庖長 稲 畠 和 治

大阪市東区北浜 2 T 目 2 2番 地 電話 大 阪 ( 202) 代表307 .1

本 庖 東京・日比谷・ と僧ピ ル

支 庖 名古屋 、偏岡 . 札帆. 広 島、仙台 、北陸

出 払 所 慣浜 、高松、 静岡、良国 . 岡山 、金沢

空 気 調和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

令 三 建 設 備 工 業 株 案 審 枇

大 阪 支 唐 大 阪 市 北 区 紅 徳田T 3 番 5 号 電 話 ( 352) 11 3 1  ( 代 )

本 社 東 京 都 中 央区 日 本 橋 蝋 殻 町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431  ( 大 代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 内 ・ 札 帆 ・広 島 ・ 福 岡 ・金 沢 ・ 新 潟 ・ 償 浜

空 気 開 和 ・ 衛 生 設 備 位 計 施 工

。捧式会社 発 空 調
---回・

* 京本広 東京都新宿区西新宿 新宿住友ビル ｾ ｊ 活 ＰＳ Ｍ ＳＴＴ Ｍ ＱＹ ＱＱ

大 阪 本 応 大 阪 市 北 区 西天 満 3 丁 目13務20号 電訴 06- 363- 1371  

支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 島 町 11 - 2  屯自治052- 581- 8571

広 烏 市 紙 屋 町 1 1 目 2 番 22 ｊ ｾ ｟＠ 1tL J品0822- 47- 4535

悩 岡 市 中 央 区 大名 2 丁目 4 番22号 泣，1，[; 092- 761 - 3795 

出 張 所 仙台・償浜 ・稲 井 ・京都・神戸 ・松江 ・沖縄

管 工 事 業

[K] 協和建設工業株式会社大阪支庖

取締役支! 占長 岡 坂 幸 男

大 阪 市北 区 堂 島 2 ー 1 ー 27 (縦 橋 千 代 田ピ ル)

郵 便 貯 号530 電 話 大 阪 (06) 346- 072111t  

著書新日本空調株式会社

大 阪 支 庖 大阪市北区笠白浜 1 丁目 2 番 6 号 ( 新大ピ Jレ)

屯話 (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代 )

本社 ・ 東京都中央区 日本締本石町4- 2(三井第 二別館 )

ｾ ｴｴ ｊ Ｎ重 (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋・九 州 広 仏 ・ 札 械 ・ 東 海 村 ・ 北 陸 ・大 分

cl eanai r  

。鰭 3i 捕 許 制

( i )  空 調 衛 生 ・冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

@ 揃 よりよき環境へ技術挑← -

す 株式会社 事 前H

本 社 大阪市南区瓦屋町 3 番丁68/l'i 地 ( オートセンテーピル2階)

郵便貯号542 電 話 大 阪 (06) 768ー 5 0  3  1  'ls: 

東 京 支 庖 東京郎千代田区九段南 2 了目 2番 5号( 九段ピル8階)

郵便番号102 包 括 ).1( 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4  'ls: 
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志 社 実 京支庖 寅京師新宿区西舗宿空 - 6- 1 ・03- ) 44-1851{ 大代、 大幅茸E ・国ー“ 8-58S1(代}

名古壇支庖・田，2-211-1535(代 } 九州主庖・四2-4)1 - 2147 ｾ県 Ｏｦｩ Ｚ Ｇｌ 帽。仙台 帽 ， 良広 島

得戸 出桶間続) ，1 金 ;R 大宮・ 静岡 0 ・回 京鍋 岡山 柑 山 間本 騰 児島 ... 蝿 。，、 ノコワ

空 J¥調和 ノ〆、¥

給排水衛生 『て7

指 送 機設備

設 計 施 工

第一エ三者抹式会社

大阪支庖

一般空関段備・恒温恒; 毘股備・冷，東冷蔵紋備

冷 却 車t 燥量宣傭・環境改普段倫その他上犯に附

- - 格 す る 衛 生 、電 気 等 一 切 の 工 事 の 設 計 ・ 施 エ

ｉｾ イタ有寧 ｕ フヲシト繍ヨ Ｘ 柱
芯bポ『 取締役社長 北 川 一 郎

本 社 人 ; 阪 市 大 淀 1<:中減。: ; r u 1  1" 11 2  l!I' J也 ホ ー コ タ ビ ル

〒 531 ・，11，1吊 λ 阪 ( 06) 372- 5171(  {¥: 遊 )

ヨ( I苫 東 阜、 4耳目 中 央 1><: 日 本 僑 今 ; 困T 3 の 1 共 l. t ) ビル

〒 103 -<1.:，¥品点げ、 ( 03 )242- 5521( {1: 表 )

嘗 陣 所 制 i同 r， ｾヲｉｴｻ / ; . ; ぬ・ 札 純 仙 台

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 大阪ガス指定工事会社

詮計・施工

ガス設備・ガス住宅設備 大阪ガスｾ備被 ｦｩ 特約庖

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 - 1ト 12 電話 06 - 313- 1846

JE 孟吾 Er 大阪市北区西天満 5 - 11- 12  電話 06 - 313 - 1846

品主去主祭枚方市甲斐回東町 9 番 3 号 電話0720- 49- 2128

設 備 部 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 - 11- 12 電話 06 - 313  - 1846  

15 剛容‘ 13 枚方市甲斐回東町 9 番 3 号 電話0720 - 4 9 - 2128

回

日愛 ・冷房 ・空気温湿度調主主装置

設 計 施 工

高
套拘

品M

- 吾ー6!!: 

大阪支応 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北 阪 急 ビ ル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

r mODAI Rごコ 空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備

東 洋 熊 工 . 織 王 軍 盆 鑑 大 阪 安 倍

大 阪 市 西 区 靭本田T 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

2幹事土 東京都中央区京僑 2 丁目 9 T  E  L  (  562)  1  3  5  1  

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

給 ・排水・衛生・消火・日差冷房 設備

お 22西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 信 大 阪 ( 458) 3531番

営 業 所 京 都 ・ 広 島 ・ 天 理 ・ 福 岡

空調・衛生・防災設備 設 計 並施 工

⑥日本管工業株式会社

本社及京富田支庖 E子、 都 市 南 区 西 九 条 寝 図 面r 2  0 番 地 の l

ｾｾ甫 Ｈ ＶＸＱ Ｉ 5  1  0  1  - 5 ・Ilt nll 惇刷 (691 ) 1045 

大 阪 支 庖 大阪市北区天満1- 5- 20 電話 ( 06 )352- 3501Q1j 

四 日 市 支 唐 四 日 市 市 西 末 広 田T 包 括 (0593)53ー 7431制

津 営 業 所 津 市 栄 町 2 ー 11 1  Ｇ￭包括 ＨＰＵＹＲＩＲＶＭＳＶ ＱＰ ｾ Ｑｪ

滋賀営業所 大津市打出浜 Ｑ ＳＭ ＱＵ 電話 ＨＰＷＷＵＩＲＲ ＭＹＷＳＸ ｾ Ｑｪ

名古屋営業所 名古屋 市中川区百船町泡話 ＨＰＵＲ ＩＳ ＶＳＭＰＶＸ Ｑ ｾ Ｑｪ

(''''O. ｾ舎町震房副 ｚ

ー・F電・ー....

③片面経草橋部

-・・ 4 可1 ・I U: 置

@平山互業株式会社

大阪市西区江戸堀 1- 22- 7 T E L (441)附 1994 ・( 443)附0331

杢気調和・恒温恒温・冷凍 ・冷蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

@ 不ニ熱紅葉級友曾粧

ヨド 底 大 阪 市 南 区 TI 員礎町 2 - 5 0  電話 261 - 243鮒勺

東京支底 東京都大岡区西馬込 1 - 2 - 1 111話 773- 1231間

営 雛 所 銀 座 ・ 浜 絵 京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

空気調和設備・給排水衛生設備・ 上下水道施設

環境衛生施設・公害防止施設 / 設計 ・施工

⑫ 山 田Z 諸 積 議 室 紅

事吐且晋工事卓車部 大 阪 市 西 区 車 町 嘱 1 - 6  - 8 電話06(443)8161( 大代置)

環境甚置事草郡大匝市立川 区三埠 屋南 1 - 1  - 35  t 話 06(308J1491(代置)

車 車 支 庖軍京市: 江東区亀戸1- 8 - 4  1由回ビ，，) 電話 03168318421 1I t 轟}

名 古 屋 支 唐 名 古 屋 市 中区輩 2 - 16 - 13(車極ビ ル) 電話 052(202)ω11(代置)

福 岡 支 庖 福間市博多区博多駅東2-4- 30( いわきピル) 電話 ω2(451)3456

出 弛 踊 神 戸・ 世 山

93 
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陽 電 丸 保 亘L

代表取締役 山 本 ↑ 奪 三

社 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 - 2 - 4 朝 日 ビ ル

T E L  大 阪06 (  3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

市 橋 水 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大 阪06 (  3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

ボ州市有京区南ぷ鰍ｾ針田 ｔ 2  1  

T E L 后，.r. s 075 (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( イ"¥: )

悩 岡 市 中 央 区 事 医 院 1 -. 1  4  - 8  

T  E  L  ｉｩｾ岡 ＰＹＲ (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 設 備 の 頁

社

A

Q

一

A

設 計 施 工電 気 設 備

朝

設 計 施 工

栗 原 工 業 柿 式 会 紅

電 気 ・ 計 装 工 事

6之

国1次

本

本社営割陣所

京書官官量調陣所

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビ ル T E L 06- 313- I I OI

支 l吉 東 京 ・名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・天 王室

大 阪 南 ・神 戸 ・広 島 ・四 国 ・九 州

信原菜取締役社長

福 岡 出 張 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正 男常務取締役支社長

大阪市東区高麗矯五丁目二八番地電話大阪 ( 202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁目 4 番 5 号

支 社 札 映 ・仙 台 ・ 丸 / 内 ・ 名 古 屋 ・福 岡

営業所・出張所 会 国 主 要 都 市 20ヶ所

電 気 工 事 設 計 施 工

風
，、

代 表 取 締 役 坪 井 大

大阪市北区西天満 2 丁 目6 - 8 (金ピル 7 階)

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  (代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 稿 箱 崎 町 2 0 番 5 号

電 話 ( 671) 1  4  7  8  (代 )

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 福 山

社一
一
一

株 式 会 社

キ土

庖

本

支

出 張 所

設計・施工

司'

気 株 式

電 気 工 事

社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 械 J I [ 区 成 育 三 r Tl 五I l ' i 十七号

電 話 大 阪 (931 ) 代 必 7 3 4 1 - 5

大阪市城J I [ 区成育三丁目十七佐一号 電館大阪 (932)2869

奈良県御所市御国通360 電話御所 (2) 0122 

枚方市山之上西町 l の l 電話枚方 (4め8659・(44)9232

神戸市苔合医若菜通六] 日 六需五号 電お神戸 (241)5969

電 気 ・ 吸 冷 房 ・ 笠 岡 工 事 佐 世 十 施 工

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビル 3階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代)

東京都港区新僑 2 - 1  6  ( ニュー新僑ピル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 減 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 ( 991 ) 5 1 3 1  ( 代 )

堺 ・千 葉 ・ 宇 都 宮 ・ 熊 本

S込
ム一

A
中 本 電

本

資 材 倉 庫

奈良営禦所

枚 方 営 集 所

神戸営業所

社

H  

r.5 

本

支

底支

神 戸.  ＮＺ Ｚ ｾ Ｎ 業所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 虫 町 l 丁 臼 1 1  0 苦手 J也

司r. .]昌 大 阪 ( 472) 代 袋 1 1  0  1  - 7  

東 京 都 品 川 区 西 J i 反 田 6 丁 目 25番 11 号 ( 悩 品 ビ ル )

立 結 束 京 ( 491) 1746 ( 492) 0182 . 0350 

北 九 州 市 小 介 区 鋳 物 師 町 2 3 帯 地

司E 新 小: i ' r ( 56 )  5  6  6  5 ・ 5 8 1 8  

嶋 ・ 千 策 ・ 和 秋 山 :y， 出 記

総 合 設 備 工 事 〈設 計 ・ 施 行〉

電気・アンテ ナ ・送 電 線 ・プラント ・言十装 ・空 調 土 木 ・ 建 築

⑧ 
社太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

主土

1;5 

ノド

主4

自fl四林取締役社長

包ー革住所
大 阪 市 福 島 区 福 島 7 - 2 2 - 8  

T E L  (  06) 452- 1151 ( 大代)

東 京 ・名 古 屋 ・ 大 阪 ・ 広 島 ・福 岡

本土本

鮮Hj 悩戸斤

事 業 所

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ富士電業株式会社

田 中 実

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

取締役社長

杜本

高千議亀締結式会結

取錫役社長 岩 崎 久 雄

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 ー 10

. 館 大 阪 ( 0 6) 3 5 8 - 1  1  7  1 大 代 表

東 京 都 港 区 虎 ノ 門 1 丁 目 1 3 番 5 号

電 館 東 京 (03) 5  0  3  - 0  7  1  8 代 表

福 岡 市 中 央 区 天 神 1 丁 目 10 香 24 号

電 話 術 岡 ( ω2) 7 1 2 - 0  1  2  6 代 表

神 戸 078 (351) 6441 鹿 児 ・ ω92( 24) 0115 

電 気 設 備 設 計 施 工

@  

社

五E

本

支

営業所

省 銀 所

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 平 木 寛

大 阪 市 北 区 西 天 満 6 丁 目 9 番 8 号

f包 括 大 阪 大代表 ( 312 ) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・ 四 日 市 ・神 声

松 山

電気・計装・空調工事設計施工
電 気 工 事 . . . 十袋ヱ司E ・1St .. 十施工

�ｾ ト薗気工レシニアリレヲ職式 Ｘ 躍d色ネ土

山 本 永

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目

T E L  06- 364- 3056 (代)

東京 ・神戸 ・広島・向山

名 古 屋 ・ 岡 I.D . 札幌・ 苦 小 牧 ・ 浜 松 ・ 滋 賀

京都・高砂 ・三原 ・徳山 ・松山 ・新居浜・福岡・沖縄

造

1  "{昨 3 号

取締役社長

社

支 信

事業所

本

社

支 府

営業所

9 4  

本
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大 阪 市 北 区 堂 島 2 - 1 ー 1 8  

大 阪 市 東 区 本 町 4 - 27il卸堂 ビ ル

大 阪 市 東 区 償 繍 2 - 3  6  

本 社

御 堂 営 業 所

術 堀営 業 所

Standard 

奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

: :  " ) 淳窯毒歳月S⑪ 

黒 木 反フ タ パ

大 阪 市 西 区 西 本 町 1 ー 13- 33( 紘 本町 バ ス 停前 )

電 話 大 阪 06( 532)代 0461 ｾ＠ 550 

社本

橋 ト 刊 底 ご リ 用 下 守長。

種

陶器、ガラス製品卸問屋

セ卜モノのデパー卜

各ポツ酸市t

本 社 大阪市東住吉区第j 川田f 3 - 54 ｾ ｲ［Ｚ ｬ ｪ 首 Ｈ ＰＶ )702- 7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

建設省認定の防火材料

基材同等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  4 号

基材同等 o  0  0  4 号

ソリジットスタイン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

信 用 と 技 術 で

未来を拓く 東 海 電 工 株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商J吉

大 阪 支l吉

@東海電秀子事

大阪市東区高舵橋 2 丁目 9 野村ビル51; 皆 電 話 大 阪 ( 202) 4905本 社 / 名古屋市中区栄一丁目 20番 31号 〒460 含 (052) 221-1111 ( 大代表)

支 社 / 名古屋 ・岡 崎 静 岡 J 章 鮫 阜 ー長野 ・飯 回 東 京 大 阪

建築物時制自等 造作 工事 、家具建具・室 内装備工事

内 外 装 飾 織 物 ・窓 掛 敷 物 壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

D E C O R A T O R S ，L T D  F U T A B A Y A  

二葉屋装備工業株式会社

取 締 役 会 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ( 06) 349- 9 1  9  3 代 表

大阪府知平建築業者許可( 般- 48)第 12064号

95 
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。進式 !  簡 易 問 住 切 デ イ オ |  

オフィスでは人員の増減やシステムの改善等で. オフィスレイ戸ウトも流動的です。取{ す，取はず

しが簡単なテイオは時代の要求にマッチしだ新しい簡易間仕切です。軽くて. 剛j住のあるティオ

パネルＨイソパンド ＳＶＩ の表面は ＰＮＵＥ の ｴｾ ピ鋼板で偶成され ， 美しい室内感覚を出して い ます。

CP A丁目牛〉

奥村重兵衛株式会社日韓罪; 宗主

年中見ていただける 皆様の見本室 |実|

9 6  

タイル

常設展示場

AM. I0.∞- P.M.5.∞ 

日曜・祝日は休館

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町1丁目 1番25号

八 千 代 ピ ル 南 館2 F

T E L  ( 06) 364- 2059 

1111川 川1111111 好 評 発 売 中 . グ 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川111川川11川11川川11川11川11川川11川川11川11川1

(  11 月 号〕

建 設 省 建 築 研 究 所 監 修

月 明j

・基 礎 の 根 入 れ を 考 慮 した く い の 水 平 抵 抗

・サ イロ の 気 密 補 修 工 法

〔特集号案内〕

・躯体生産技術の

向上をめざして

・宮 城 県 沖 地 震 に お け る 木 造 建 物 の 被 害

・宮 城 県 沖 地 震 に よ る 建 築 物 等 の 被 害(2)
- 建築と接合

51年 4 月・特価￥ 780

年間購読料 ￥8，400 

( 送料 含 む )

・人 工 軽 量 骨 材 コ ン ク リー ト造 建 物 の 経 済 性

・構 造 設 計 家 の 主 張

51年 7 月 ・特 価 引 J ∞

- 住宅部品システムの普及

51年 11月 特 価 ￥ 1，4∞

定 価 ￥ 700 

・わ か る 溶 接

・構 造 計 算 デ ー タ シ ー ト

. 工事環境と技術対策

53年 8 月 特 価 1 ' 1，α氾

同じ失飲を繰り返さないために I骨補改訂版生活環境進。に好{ 固のE主計資料 各積建築情通の計画 .1主計に役立つ実用便覧

ー号室望 ｅ ヨ場事厩聖書凶Ｑｬｩｉｾ菅司・ l 住 宅 団 地 の 造 園 施 設 I I 建 築 構 造 計 算 資 料 集 |

8 5判・本文288頁 ￥3 ，民泊{ 送料￥ 250) 沖 中 健 著 8 5 判 ・本 文 114頁・1 ' 1，氏以送料￥笈氾) 中 川 淳 編 著 全 8 巻

目と手て百置かめた水と土の l e録 一線姐への対応ー 快適な住環境を造成するための技術資料

| : 最新場所打ちぐい工法 I I 住 宅 団 地 の 土 木 設 計 |

北中克己著 A  5申l 本 文336頁・￥ 3，日氾( 送料1' 2 ( 0 ) 小池正次箸 8 5 判・本文 113頁・￥ 1，ぽ氾( 送料1 ' 2∞ )

ｅ 主計 Ｎ ｾ盤工に必要な接着工法の決定版
納ま q やす{ 繕工しやすい配筋の指導書

| 新 刊 配 筋 読 本 1 I 建 築 の 接 着 工 法 |

井よ 1専 . ｾｴ ，Ｉ、 ｊ￰ 宏共著 西 忠 雄 監 修

日5 平1) 本文 162頁・￥ 3，2∞( 送料￥ 2∞ ) 8 5 平1) 本 文 句5頁 ・￥3，α氾{ 送料》お0)

3見劫に即した工事検査方法初の指噂書 亀田泰弘監修 コン 7 リート技術に関する好適の実務審

| 新版建築工事検査の実際 I I 実用コンクリー卜技術 |

・よ巻 8 6 判 ・453頁・￥ 6 ，α氾( 送料1 ' 250) 森 茂 二 郎 編

・下巻 8 5 や) .  534頁 ・￥7，α氾( 送料1 ' 250) ・ ・よ巻 8 5 判 ・360頁 ・￥3，2∞ (i 差料1 ' 250)

上下揃( 者B内送料￥ 350 地方送料￥ 500) ・下巻 B  5 引l ・414頁 ・￥3，伎町(i 差料￥ 250)

回 鉄筋コンクリート備法編① ( J 官補改訂〉

8 5 判・ 232頁 ・￥3，81: 氾{ 送料1' 250)

閤 鉄筋コンクリート情造縄②

8 5 判 . 212頁・￥ 3，αわ(i 差料￥ 250)

包鋼 情 道 線 ①

日5 判 ・225頁・￥ 3，2∞ (i 基料1 ' 250)

図 鋼 t書 道 編 ②

8 5 判 ・256頁 ￥3，民泊( 送料￥ 250)

園鉄骨鉄筋コ ンクリート 嶋 進編

8 5 判・予笈氾頁 ・近 刊
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発 明 賞 に 輝 く各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 ・ 防 災 ・ 防 盗

._， 

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル ③ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ y タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ y タ ー -

40 ・ ピ ー ア ッ プ ・ @ シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

曲かな非主馬食

買支新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 待 問nー 12 日 生 ビ ル 宮 ( 943) 6571代 表

東京 ・ ｦｩｩｩ 浜，ＧｴＮｾ岡 ・ ｈ｛￭ 山 ・ 水戸 ・ 浜松 ・ 岡崎 ・ 手Ｂ，古屋 ・ 富山 ・ 大 ､｜ Ｎ !?:者[1 • ｺｹｾ＠ '1111戸 ・jぶ 砧 ・福岡他全 国 主 要 都 市

現場の信頼に応える ｾｉＢｉＮ＠
告 H 口

語交口口

セ メ ン ト 防 水 ・防 湿 用

セ メ ン ト 急 硬 ・止 水 用

セ メ ン 卜 硬 化 促 進 用

セ メ ン 卜 耐 寒 ・防 凍 用

コ ン ク リ ー ト 型 枠 脱 型 用

ノ口湿潤型モルタル密着用

塗 布 型 モ ル タ ル 密 着 用

非 加 硫 ゴ ム シ ー ト 防 水 用

ウ レ タ ン 弾 性 塗 膜 防 水 用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 用

防水剤

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

" 烹 ヲ ー

=封、.. ＶＭｾト

7 .1- 9 ; '  

' 1' T-9' : . .  

セメンド起泡・軽量 ・裏込用 Z %: : I -#-

場 所 打 抗 モ ル タ ル 混 和 用 Z i 宅7 - 11，

一一 セメント混和剤 ・助材綜合メー カ一 一-

ｑＮ Ｎｾ， ｾ 株式旨曲目ＱＺＺ Ｑ ＮＮＮ，｟霊Ｋ
--=* ; - " 会社. . . . . r I E I唱・.圃...... ... 

東京総品川区二葉1- 18- 8 n 東京 (787) 1131代表

東 北 支 庖 福島市下型T 寺 字 遠 原3- 2 n u245(91) 1l 31間

関東営業所 茨城県土浦市大田T 1 4 - 3 含 0298(23) 1131(内

盛岡営業所 岩手県盛岡 市 月 ケ 丘3- 39 n uI96(45)  1331制

大 阪 大阪市東成区東中本2・17-26 f t  06 (974)  1131 

97 



民品官: ｔｬ ｉｊｉ Ａｊｾヨ ｊｬｊＹｊｬ

錆 び な い ノ

わ れ な い ノ

燃 え な い /

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタJ レカラース- / ' ¥ーメタル ( CS PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( S P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( S T  L )  

・ オ リ エ ン タ ル サ ン セ ラ ム ( S  S  )  

、
波 板 規 格 S 小 波 ・S 大 波 ・V 波 ・ボ ッ ク ス 波 ・W ジ ャ ンポ 波 ・V デ ッキ

sv ジャンポ波 ・其 の 他

用 途 平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー ・エキゾスター( 強制)J

ホーンタイト( 防音壁) . スチールシングル・其の他

※ カ タ ロ グ を 御調 求 下 さ い

運勢 市IJ I !J 9J 乱暴9J l 製造綜式会祖

大 阪 本 社 〒 660 尼 崎 市1111布J f 精通り 3 - 26 松 本 ピ J レ 屯 JR大 阪 ( 06) 412 - 5131( 代)

営 業本 部 〒 660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 日 I 44 'i 目 指 大 阪 ( 06) 488- 1081( 代)

支 J吉及工 場 大 阪 ・九 州 ・名 古 屋 ー広 μ ・東 条 ・ 刈 谷

蝿: L ! t ! 各( 来洋建材工業ー 株 )

東 京本 社 及 工 場 〒335 朕 市 塚 継 5 丁 目 6 m: 32 乃 T目 指 紋 (0484) 42- 3115( 代)

支 庖 及 工 場 東 北

建築に新しい時代を拓く内・外壁材/

i簡に芯: : J - 1' t :

- 年 中 快 適

・耐火パネル

- クラックが入らない

・工期の短縮化

4

へl

ベ

ル

ラ

イ

ト

使

用

木

造

住

宅

(
大

阪

府

高

石

市

・

G

邸

)

最 高の 技 術 が生 み だ し た

新 し い素材

ヘーペJL
<> 

三朝関重

- 吸音吹付化粧材

耐火・防火・断熱・結露防止

ソノライト jjZ! 日
( 法定防火材・建設省認定 ・基材同等第0003号)

⑧雪31里空翌五割(代)

明 石 支 庖 〒673 明石市西新町 2 - 12- 14 'D.' 078(922)  0007 (代)

高槻営業所 〒569 高機市宮田町 2 - 1  - 29 'D.' 0726 (96)  2889 

中国営業所 〒742 柳 井 市 宮 本 浜 (柳井総合卸センタ ー内)

'D.' 08202( 2)  5211 

9 8  



これからはシステムキソチλ

ヤマ、からの提案です二

あ

な

た

の

生

活

思

想

を

ヤ

マ

ハ

に

語

ら

せ

て
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さ

い
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シ

ス
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家

族

が

い

つ

も

集

い

、

作

り

、

食

べ

、

語

り

合

う

新

し
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リ

ビ

ン

グ

ル

|

ム

と

し

て

の

役

割

が

与

え

ら

れ

た

の

で

す

。

調

理

が

婦

だ

け
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作

業

で

あ

っ

た

も

の

か

ら

、
家

族

が

協

力

し

合

う
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ほ

ん

と

う

の

コ

ミ

ニ

ュ

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

場

そ

の

も

の

に

な
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で

す
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明

る

く

、

動

き

よ

く

、

清

潔

な

一

部

屋

が

生

ま

れ

た

ら

生

活

も

そ

れ

だ

け

豊

か

に

な

る

で

し

ょ

う

。

住

空

間

の

す

べ

て

の

環

境

づ

く

り

の

た

め

に

、

ヤ

マ

ハ

は

ト
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タ

ル

で

お

応

え

し

ま

す

。

こ

れ

か

ら

は

シ

ス

テ

ム

で

プ

ラ

ン

ニ

ン

グ

し

て

く

だ

さ

い

。

P マ，、家具

I;，.ItJ ｉｾＧＧＧＧ ヨ ＮｹＷ ・，. 

南海

P マハ家貝 なんば駅

ｾｨＢ ｉ［ ぎ，ＮＮヨ守ヲ・ 孤島屋 大阪市浪速区敷津町ト 7 n 0 6 (6 4 7)  111 1  

定休日 ・毎週水曜日/ 営業時間 ; A.M.  10 ;  00→ P. M. 6  ;  30 
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(
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1
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歩行用屋上防水一外側断熱防水 / UD工法

-

ＮＺｻ・ Ｑ・ ｉｊｉｾｲ . .  

. : Ul l l l l : . . .  

昭

和

M

年

3

月

間

目

日

第

3

謹

郵

便

物

認

可

まず、外{ ! ! リ断熱 II)j ノド / U D 工 法の 午干長。・ スラブの嵐 広

変 化が小 さくなるので、ひびわれや助 きが少 なくなり 、スラ

フに接 続する泣 や梁へ の応 力も緩 和 制 サ持造的 にも安定'

臥 米で j;t j i後化 されている 外{!!I/ / 析熱工法。 11 本 でも III ，C，' J

て、すでに10年 以 1-- 、特 過 た。
中

A

F

ルーフ イングカサ;Jun

ｩｬｫ 近、 ＿￬ エ ネ ル ギ一 、中 ｩ ｾￎ ＮｦｾＮｲ ｽ Ｇ ｬ の 向 卜、 Ｈ ｴＡＡ［ｴ ｖ ｪ の ｉＯ Ａｈ ;J， '/" /: な

する0 ・l人J:' (;I I品川
どの “什'，'人 からこの c法 へ の 11ft 併 がようやく 深 まってき

るとともに ｩ 町接、外的 ｬｪｦ ｾ Ａ［ ｬＧＡＧ ｾ ｾ を受けな い ので ｬ 耐久性 が ｊ 刊 す 。
ょう。今

111/の To; imo T  ec hnic 口I Repor t で は 、外 (!!I/ 断熱| 坊木 / U D  

した。川本でてタトイ!!I/ 断熱が;; ;y識 化 される11も近いで

- 外 力 による機械的行 if拐を直 接 うけ

合

主

也

守

O

Z
A'

t

'

'

d
，

ない。・内庁1¥の il' lfI : 1け ‘が谷 弘である。

強 力アスターU は、強力 アス ロンU とと

工 法 にスホ y 卜をあて、その (1 慌 をこ利介 してゆきます。

断熱防水仕様

PCR. S200 もに WIJ Lj アス |私利 [11: 械の 11
1
キ裏付 とし

て ＱＩ ト ｬ づを き れ た イ ｾｾ ［［ｗｻ ｬｪ ル ーフイング 。 良

引 なア スフアルト がた っぷ りと ft iえ被

泌 されています。fえって防 本 性 能は 抜

イミ織イ行 ルーフイ ング、強力アスターU。

す 。 立 ｊＡｾ村 ｬｩ ｩ 立 の 多除化 に 付 ｪ 必 し 、 ｲ

問 。 i; (: .:+:: の メンブレン T fL の 機 能 を

'/ ｾγ ￬＠ )J 化への移 行 を行った1
1
1! :t1. l( I'，j  lJ: 

ノ1: かしながら 1_ ｊｬＩ ｊｪ 、 Ｇ ， ｩｾｾ Ｇ ｾＱ カ 司 ま か ら れ ま

ｾｊＷスフ アルト

フェル卜敷き

[ll 同 RBボ ー ド30mm品

[fOアスヲイ 卜1.5kg

[8l [釘強力アスヲ - u

L7' アスヲイ 卜1.2kg

匝T6"強力アスヲー U

F  アスヲイ卜 1. 5kg

胆ｾ ギルスポ ッ ト

日1プライ -;>， - O.3e

その ＧＯＢｉＺ￭￬ｾ はス 卜 レ ｹ チ ル ーフイングの

JI S m十行 を，出 えています。. /i f. ]I]' ド1:が I..Jームの 1.H; ;j.:，' II' ，で す 。ホ リスチレン フ
U D  T f}; では 、/*Jf 金品付1' 1(本 が1:府ノド の

く繰 り返し Lが)J に11Mえる。・府 桁 変 ft1，I，il (ii には スキ ン附 がつい て い ま す［ ｪｽ ｾＪ ， ｍＺ ，Ｚをうけるため 、 ｬ 吸ノ Ｇ ｊ ， ＧＯＢ ｉ Ｚ が 少 な く

するおそれがなく 長 HJ W:] の IjJj /J，交) ) 以
その L な判 長 はしかも 夫名手色キ求の ，::j ，、|析?;.I!，材 が 安 ボ

引

ア

俗

W

司

川

司

m

M

M引

引

制

i
n

を Ｑｾｊｉｅ する 。 ・ ｻ低 Ｚ ｩ ｬＢｴ でももろくならず. 11.必ノJ，が少. / 析熱効以 が 大 きし 、対
されます。この 11 (1句にそ ってIlト/1t され

本 J令J 也の ド;)j /J，にも !l( 適 。. ) 例) ( がを• tt引必- 透 jhl 抵 抗 が "' :1 ， 、。ないたのがRBボードで す 。RBホー ドの 主

化せず 'V:ど した1I)j /J，}i汚をj形成する。

電

討

・苅

町

C

E戸

f
-

;

1

f

|強力… l

(J'. )'J1i1i が 大 きL 、。た石''i! 't't 材 は気 泡サイズをより 小 さく

断 熱 防 水 仕 様 P CR- 520 0  

国

臨圏姐
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e

-

d

t

 

t

 

表

紙

デ

ザ

イ

ン

吉

引

銀

久

このほかI l r I H! f i l J i 1i J ・昨日川あります。 O. |目

3干剥Hは「 アス フアルト 11方ノ'J < ・fj A;(<

JF」 をご覧 ください。

なお 、 こ の ＨＱ［様 ｉ ｉ ｾ は 、 ご ｻ￬［守 ｬ の Ｉｪ

1': 差し | げていま す。{l'::lI li lf系列へ

おrJl し込み くどさい 。

えコ ンクリ ー ト〉

>  ( /  ¥ラヘ

〈防水層保品材 >0

・納 ま り 〈立上りの高

ッ 卜> ( 笠木> ( 手摺〉

・断 熱 性 能

・仕 様 の 選 定 〈基本 的条約〉

以 下 の チ ェッ クポ イ ン 卜を 参!!況 に

断熱防水，n'r1l!i をお・ 汚え くださし、 0

・下 地 〈下地 ご し ら え > ( 下地の種

類> ( ドレイン> ( 勾配> ( 排水〉

・防 水押 え 〈伸 縮 目 地 > ( 立 上り押え〉
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東西アスフアルト事業協同組合

田 島 ル ーフィンケ株式会社

大 阪 大 阪 市 西 区 京 町 沼 1 ー 1 0 - 5 電話 (06) 443- 0431 

東京 . 東京都千代田区岩本町 3- 11- 13 電話 ( 03) 862- 8531

札 幌 ( 011 ) 221- 4014 広 島 ( 0822) 46- 8625

仙 台 ( 0222) 61- 3628 高 松 ( 0878) 34- 5362

名 古 屋 ( 052) 562- 0501 福 岡 ( 092) 712ー 0800

マ

」


